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第
三
章
　
園
芸
流
行
の
立
役
者
と
文
化
の
爛
熟

　
第
三
章
で
は
、
園
芸
文
化
流
行
の
立
役
者
と
、
そ
の
流
行
に
と
も
な
い
起
っ

た
文
化
の
変
容
に
つ
い
て
描
き
ま
す
。
生
産
者
と
な
る
植
木
屋
た
ち
の
活
躍
で

は
、
第
一
章
で
取
り
上
げ
た
飛
鳥
山
の
植
樹
に
活
躍
し
た
植
木
屋
た
ち
の
姿
も

史
料
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
植
木
屋
伊
藤
伊
兵
衛
は
、
江
戸
第
一

の
植
木
屋
と
な
り
ま
す
。
彼
は
霧
島
躑
躅
の
生
産
者
と
し
て
名
高
く
、
元
禄
五

年
（
一
六
九
二
）
に
躑
躅
・
皐
に
つ
い
て
書
か
れ
た
『
錦
繍
枕
』（
の
ち
の
『
長

生
花
林
抄
』）、
総
合
園
芸
書
と
し
て
『
花
壇
地
錦
抄
』
な
ど
を
板
行
し
ま
し
た
。

「
伊
兵
衛
」
は
世
襲
の
名
前
で
あ
り
、
伊
兵
衛
三
之
丞
と
政
武
が
活
躍
し
ま
し

た
。
染
井
に
六
千
坪
と
い
わ
れ
る
広
大
な
敷
地
を
持
ち
、
敷
地
内
に
は
躑
躅
は

も
と
よ
り
藤
堂
家
の
露
除
を
勤
め
た
頃
か
ら
集
め
ら
れ
た
多
く
の
植
物
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
様
子
は
「
武
江
翻
紅
軒
霧
島
之
図
」（
図
版
49
）
に
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
も
描
か
れ
て
い
る
植
木
鉢
は
運
搬
を
簡
易
に
し
て
流
通
に
貢
献

し
ま
し
た
。

　
花
も
ま
た
風
流
の
み
に
は
留
ま
ら
ず
、
他
の
文
化
と
同
様
に
、
流
行
と
衰
退

を
繰
り
返
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
が
極
端
に
あ
ら
わ
れ
た
の
が
、
奇
品
園
芸
の

世
界
で
し
た
。
当
初
珍
し
い
も
の
を
尊
び
「
美
」
と
し
て
崇
め
た
こ
と
か
ら
、

珍
し
い
も
の
の
価
値
が
上
が
り
、
投
機
対
象
と
し
て
奇
品
園
芸
は
金
の
な
る
木

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
風
紀
の
乱
れ
は
取
締
り
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
集
客
の
た
め
に
趣
向
を
凝
ら
す
菊
細
工
と
、
そ
の
興
行
化
も
ま
た
、「
美
」

か
ら
「
奇
」
を
て
ら
う
こ
と
に
目
的
が
変
化
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。
そ
の
様

子
を
、
酒
井
抱
一
は
「
見
劣
り
し
人
の
こ
ゝ
ろ
や
造
り
菊
」
と
批
判
を
し
て
い

ま
す
。

　
出
版
に
よ
る
情
報
流
通
は
園
芸
文
化
の
伝
播
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。
第
五
節
で
は
そ
の
こ
と
を
物
語
る
史
料
を
集
め
て
い
ま
す
。
花
名
所
の
観

光
案
内
の
発
行
は
人
々
が
行
動
す
る
起
動
力
と
な
り
、
図
鑑
や
育
種
法
の
発
行

は
、
草
花
の
名
前
の
統
一
や
技
能
の
伝
播
に
役
立
ち
ま
し
た
。
江
戸
か
ら
参
勤

交
代
で
来
て
い
た
武
士
た
ち
も
国
に
情
報
を
持
ち
帰
り
、
ま
た
国
か
ら
情
報
を

持
ち
込
む
こ
と
で
、
園
芸
の
世
界
は
さ
ら
に
拡
が
り
ま
し
た
。
珍
し
い
植
物
に

つ
い
て
の
板
行
な
ど
も
情
報
共
有
に
つ
な
が
り
、
出
版
に
よ
る
文
化
的
影
響
は

多
大
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

第
一
節
　
植
木
屋
の
活
躍

117　
「
江
戸
町
触
」
に
み
る
西
丸
・
飛
鳥
山
な
ど
の
植
木
入
札

「
江
戸
町
触
集
成
」
二
二
六
四

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
十
一
月
二
十
四
日

一�

御
植
木
入
札
被
仰
付
候
間
、
望
之
者
ハ
来
ル
廿
六
日
よ
り
来
月
四
日
迠
之

内
、
新
シ
橋
通
本
多
弾
正
殿
近
所
増
井
弥
左
衛
門
殿
、
上
野
通
堀
左
兵
衛
殿

近
所
早
川
伊
兵
衛
殿
御
両
人
之
御
宅
江

参
、
御
注
文
写
取
入
札
仕
候
様
、
町

中
不
残
可
被
相
触
候
、
以
上

「
江
戸
町
触
集
成
」
二
二
八
六

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
正
月
九
日

一�

御
植
木
入
札
去
年
被
仰
付
候
処
、
直
段
高
直
ニ
付
、
又
候
入
札
被
仰
付
候
、
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年
数
之
儀
ハ
前
之
三
年
ニ
被
仰
付
候
得
共
、
此
度
ハ
五
年
ニ
成
、
入
札
被
仰

付
候
間
、
望
之
者
ハ
来
ル
十
二
日
ゟ
十
八
日
迠
之
内
、
新
橋
通
本
多
弾
正
殿

近
所
増
井
弥
五
左
衛
門
殿
、
上
野
通
堀
左
兵
衛
佐
殿
近
所
早
川
伊
兵
衛
殿
御

宅
へ
参
、
御
注
文
写
取
之
入
札
可
仕
候
旨
、
町
中
不
残
可
被
相
触
候
、
以
上

　
　

 

正
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
年
寄
三
人

「
江
戸
町
触
集
成
」
二
九
四
八

元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
八
月
十
日

一�

西
之
御
丸
御
普
請
場
御
植
木
数
八
拾
四
本
余
、
御
植
替
被
仰
付
候
間
、
望
之

者
ハ
明
昼
時
龍
之
口
御
小
細
工

（
小
脱
カ
）屋

江

罷
出
、
様
子
可
承
候

「
江
戸
町
触
集
成
」
四
八
五
五

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
十
一
月
十
九
日

一�

紅
葉
山
新
御
仏
殿
御
植
木
、
御
植
さ
せ
被
成
候
間
、
入
札
望
之
者
は
来
廿
八

日
四
ツ
時
、
麴
町
壱
丁
目
横
町
森
与
三
右
衛
門
殿
御
宅
江

参
御
注
文
写
取
、

入
札
仕
候
様
ニ
、
町
中
不
残
可
被
相
触
候
、
以
上

「
江
戸
町
触
集
成
」
五
一
一
四

正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
十
月
二
日

樽
屋
触

一�

御
植
木
請
負
年
限
明
候
間
、
跡
請
負
入
札
望
之
者
は
、
来
ル
四
日
四
ツ
時
、

牛
込
天
龍
寺
上
ケ
地
之
内
、
水
野
三
右
衛
門
殿
御
宅
江

参
、
御
注
文
写
取
入

札
仕
候
様
ニ
、
町
中
不
残
可
被
相
触
候
、
以
上

（
弥
左
衛
門
）

118　

飛
鳥
山
植
樹
に
活
躍
す
る
植
木
屋
た
ち

「
御
場
御
用
留
」
上
巻

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）

　
　
　
　
　

飛
鳥
山
之
事

一�

享
保
五
子
年
九
月
、
桜
苗
木
二
百
七
十
本
吹
上
ゟ
金
輪
寺
江
廻
、
御
物
見
向

ゟ
染
井
花
屋
伊
兵
衛
持
之
山
江
同
月
七
日
ゟ
植
初
、
同
九
日
迠
ニ

植

　
　
　
　

但
、
赤
芽
桜
七
十
本

　

右
掛

�

若
林　

平
蔵　
　
　

�

板
尾　

源
左
衛
門　

　

御
庭
掛

�

須
藤　

宗
庭　
　
　

　

伊
奈
半
左
衛
門
家
来

�

野
沢
太
五
右
衛
門　

一
同
六
丑
年
三
月
十
五
日
、
右
桜
植
候
内
江
交
植

　
　
　
　

 

一

紅
葉　

百
本

　
　
　
　

 

一

松　
　

百
本

　

御
庭
懸
り

�

須
藤　

宗
庭　
　
　

　

伊
奈
半
左
衛
門
家
来

�

星
野　

又
兵
衛　
　

一�
同
年
七
月
廿
六
日
、
飛
鳥
山
新
田
、
其
外
堰
上
古
田
共
瀧
野
川
村
名
主
吟
味
、

右
掛
伊
奈
半
左
衛
門
家
来
三
浦
安
右
衛
門
吟
味
相
済
、
絵
図
・
書
付
受
取
、

松
下
専
助
江
坂
尾
源
左
衛
門
持
参

一
同
年
九
月
、
瀧
野
川
分
堰
上
古
田
・
飛
鳥
山
上
共
植
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一

桜
苗
木
二
百
五
十
本

　
　

吹
上
下
役

�

福
嶋
市
左
衛
門　

�

伏
見
茂
左
衛
門　

　
　

植
木
屋

　
　
　
　

 

長
助
手
代

�

茂

兵

衛　

�

右
之
者
桜
為
持
参　

　
　
　

同
十
二
日

　
　
　
　

一

桜
苗
木
三
百
本

　
　
　

同
十
三
日
・
十
四
日

　
　
　
　

一

桜
苗
木
四
百
五
十
本

　
　
　

右
不
残
苗
木
根
元
ゟ
三
寸
程
宛
ニ

伐
植
申
侯

　
　
　

子
・
丑
両
年

　
　
　
　
　

都
合
桜
千
二
百
七
拾
本
植

　

�

右
桜
植
仕
廻
候
義
、
松
下
専
助
場
所
見
分
、
同
月
廿
日
、
被
相
越
植
候
間
ヲ

五
間
程
宛
五
ノ
目
ニ

植
直
し
候
様
被
申
聞
、
尤
西
ヶ
原
仁
左
衛
門
植
さ
せ
候

様
ニ

と
の
義
ニ

付
、
仁
左
衛
門
申
付
、
右
桜
根
肥
仕
養
候
様
、
瀧
野
川
村
網

差
源
之
丞
江
被
仰
付
候

一
御
用
木
桜
枝
折
へ
か
ら
す
之
高
札
七
ヶ
所
建

一
山
之
内
江
野
芝
植
付
候
様
被　

仰
付
候

　
　

請
負
人

　
　
　
　

瀧
野
川
村

�

源

之

丞　

　
　
　
　

西
ヶ
原
村

　
　
　
　
　

植
木
屋

�

仁
左
衛
門　

　
　

掛

�

西
脇
十
郎
右
衛
門　

（
闕
字
）

�

坂
尾　

源
左
衛
門　

�

多
田　

藤
兵
衛　
　

　

 

伊
奈
半
左
衛
門
家
来

�

星
野　

又
兵
衛　
　

一�

同
七
寅
年
二
月
九
日
、
須
藤
宗
庭
参
り
金
輪
寺
山
門
ニ

有
之
候
長
八
・
九
尺

之
紅
葉
拾
本
取
出
し
、
染
井
伊
兵
衛
持
之
山
幷
堰
上
畑
・
飛
鳥
山
共
ニ

三
ケ

所
ニ

植

一�

同
十
八
丑
年
二
月
十
七
日
、
水
茶
屋
十
ヶ
所
飛
鳥
山
桜
之
内
江
建
候
様
ニ

松

下
専
助
被
申
聞
、
新
地
奉
行
日
根
野
左
京
方
江
瀧
野
川
村
源
之
丞
届
ル

　
　
　
　

一

山
之
上　
　
　
　
　
　
　

八
軒

　
　
　
　

一

金
輪
寺
御
物
見
向
道
端　

二
軒

　
　

請
負
人

　
　
　

瀧
野
川
村

�

源 

之 

丞　

　
　

西
ヶ
原
村

�

仁
左
衛
門　

　
　
　
　

一

赤
松　
　
　
　
　
　
　
　

五
本

　
　
　
　

一

お
ご
そ
躑
躅　
　
　
　
　

七
株

　

�

右
地
守
山　

御
立
場
廻
江
植
、
右
赤
松
者
西
南
之
方
御
日
除
ニ

御
植
さ
せ
候　

御
立
場
之
所
九
尺
四
方
竹
矢
来
出
来
、
札
建　

御
成
之
節
計
取
払
又
々
建
置

　
　

掛
り

�

田
助
右
衛
門　

�

坂
尾
源
左
衛
門　

一�
元
文
二
巳
年
三
月
四
日
、
飛
鳥
山
御
用
地
ニ

上
り
候
ニ

付
、
同
六
日
、
右
之

段
土
岐
大
学
頭
江
書
付
ニ
而
申
達
、
同
八
日
、
野
間
藤
助
ゟ
伊
奈
半
左
衛
門

方
江
引
渡
有
之
候

（
闕
字
）

（
闕
字
）

（
闕
字
）
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飛
鳥
山
惣
坪
数
壱
万
六
千
五
百
坪

　
　
　
　
　

内　
　

山
上
壱
万
五
千
九
百
坪

　
　
　
　
　
　
　
　

山
下
三
千
六
百
坪

一�

同
十
日
、
大
岡
越
前
守
宅
江
金
輪
寺
被
呼
、
王
子
権
現
江
飛
鳥
山
御
寄
附
被

遊
候
旨
、
御
書
付
を
以
被
仰
渡
候
段
、
金
輪
寺
ゟ
坂
尾
源
左
衛
門
江
申
聞
候

　
　
　
　
　

右
飛
鳥
山
之
替
地
野
間
藤
助
江
被
下
之

　
　
　
　
　
　

一

林
壱
町
壱
反
三
畝　
　
　
　

上
新
井
村

　
　
　
　
　
　

一

畑
三
町
余　
　
　
　
　
　
　

幡
ヶ
谷
村

一�

同
年
閏
十
一
月
二
日
、
飛
鳥
山
江
石
碑
四
半
頃
吹
上
ゟ
牛
五
疋
地
車
ニ
而

来
、

山
上
江
者
人
足
三
百
人
程
手
伝
引
上
候

　
　
　
　
　
　
　

但
、
右
囲
竹
矢
来
蕨
縄
ニ
而

結
立
出
来
申
候

　
　

掛

�

田
助
左
衛
門　

�

成
嶋　

道
筑　
　

�
坂
尾
源
左
衛
門　

一�

同
四
未
年
三
月
四
日
、
飛
鳥
山
石
碑
矢
来
取
払
候
様
、
土
岐
大
学
頭
ゟ
申
来
、

則
金
輪
寺
江
申
遣
取
払
せ
申
候

一�

寛
保
二
戌
年
、
地
主
山　

御
立
場
江
為
御
日
除
赤
松
植
付
被　

仰
付
候
、
同

年
又
候
赤
松
壱
本
植
付
被　

仰
付
候
、
内
一
本
者
赤
松
、
其
以
後
立
枯
ニ

相

成
候
ニ

付
、
延
享
元
子
年
植
替
被　

仰
付
候

右
請
負
人

　
　

西
ヶ
原
村

　
　
　
　

植
木
屋

�

権
右
衛
門　

掛
り

�

坂
尾
源
右
衛
門　

（
闕
字
）

（
闕
字
）

（
闕
字
）

（
闕
字
）

有
徳
院
様

一�

寛
保
元
酉
年
四
月
十
五
日
、
王
子
筋　

御
延
気　

御
成
之
節
飛
鳥
山
江
御
幕

張
出
来
、
奥
向
謡
有
之
、
吹
上
添
奉
行
牧
野
惣
十
郎
・
坊
主
衆
糸
川
玄
清
、

阿
蘭
陀
人
ニ

御
仕
立
御
供
、
右
両
人
御
酒
被
下
、
御
賄
よ
り
蛤
・
さ
ゝ
い
持

廻
ル
、
松
笠
ニ
而
御
鳥
見
焼
出
ス
、
夫
ゟ

御
沙
汰
な
し
ニ

山
江
被
為
成
、
幕

之
上
ゟ
御
覗
キ
被
遊　

御
笑
候
、
地
主
山　

御
立
場
江
被
為
入
、
御
謡
有
之
、

夫
ゟ
台
座
石
碑
前
ゟ
往
還
通　

御
膳
所
西
ヶ
原
仁
左
衛
門
方
江
被
為　

入　

御
膳
相
済
、
往
還
通　

還
御
、
惣
十
郎
・
玄
清
阿
蘭
陀
人
之
形
之
儘
御
供

119　

植
木
屋
に
区
別
あ
る
事
数
多
な
り

『
草
木
錦
葉
集
』
巻
之
一

水
野
忠
敬
（
忠
暁
） 

著

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）

　
　

○
植
木
や
に
区ま

ち

別〱
あ
る
事

植
木
や
と
い
へ
バ
皆み

な

一
様
に
心
得
た
る
人
あ
れ
ど
も
、
其
別べ

つ

あ
る
事
数あ

ま

多た

な

り
、
先ま

づ

其
あ
ら
ま
し
を
い
へ
ば
、
奇

か
ハ
り

品も
の

を
売

し
や
う

買ば
い

す
る
者
あ
り
、
産さ

ん

物ぶ
つ

を
覚

お
ぼ
え

て
売

し
や
う

買ば
い

す
る
者
あ
り
、
松
作つ

く

り
と
い
へ
ど
小
松
根ね

上
り
計
を
作
る
者
あ
り
、
又
大
石せ

き

台た
ひ

植う
へ

庭
木
計
を
作
る
も
の
あ
り
、
幹み

き

を
曲ま

げ

あ
ら
作
り
計
を
す
る
者
あ
り
、
又

椿つ
ば
き

山さ

茶ゞ
ん

花く
ハ

等
を
作つ

く

る
者
、
梅む

め

桜さ
く
ら

の
類
を
作
る
者
、
地
植
計
す
る
者
、
偖さ

て

又
庭に

は

造つ
く
りに

も
茶ち

や

の
庭
を
造

つ
く
る

も
の
、
又
岩が

ん

石ぜ
き

庭
と
て
岩い

は

ぐ
み
其
外
石
を
た
く
み
つ
か
ふ

者
あ
り
、
工こ

う

商し
や
うと

も
皆み

な

己お
の

が
長

ち
や
う

ず
る
業わ

ざ

を
替か

え

、
譬

た
と
へ

バ
小
松
を
造つ

く

る
も
の
に
大
松

を
作
ら
せ
、
替
り
物
を
養

や
し
な

ふ
者
、
庭
を
作
ら
バ
い
づ
れ
も
手て

間ま

の
み
費

つ
い
や

し
て
出

来
上
り
拙

つ
た
な

し
、
さ
れ
ど
も
庭
造つ

く

り
に
鉢は

ち

植う
へ

の
事
を
問と

ひ
、
産さ

ん

物ぶ
つ

う
り
に
庭
造
り

（
闕
字
）

（
闕
字
）

（
闕
字
）

（
闕
字
）

（
闕
字
）

（
闕
字
）
（
闕
字
）

（
闕
字
）



江戸東京博物館　調査報告書　第31集

－ 127 －

の
事
を
問
ハ
ヾ
、
知し

ら
ぬ
と
い
ふ
も
恥は

辱ぢ

と
心こ

ゝ

得ろ
ゑ

覚お
ぼ

束つ
か

な
く
も
答

こ
た
へ

れ
ど
、
聞き

く

人

ハ
真ま

実こ
と

に
お
も
ひ
、
又
鉢
植
替か

ハ

り
物
を
専

も
つ
ぱ

ら
と
す
る
者
に
産
物
の
事
を
問と

ハ
ヾ
、
是
又
心
得
さ
る
者
多お

ゝ

け
れ
ど
、
其そ

の

座さ

の
間ま

を
合あ

ハ

す
、
是こ

れ

等ら

ハ
渡と

世せ
ひ

な
れ

バ
、
に
く
む
べ
き
に
し
も
あ
ら
ず
、
江
戸
植
木
や
の
中
、
流り

う

派は

の
別べ

づ

な
る
事

五
六
十
も
有
べ
し
、
仏ふ

つ

法ぽ
う

の
宗し

う

と
同
し
事
に
て
日
蓮
宗
に
門も

ん

跡と

の
教
を
聞
も
同

し
道だ

う

理り

也
、
伊い

勢せ

よ
り
上
方
筋す

じ

の
植
木
や
ハ
花
木
草
花
蘭ら

ん

の
類
ハ
至
て
功こ

う

者し
や

な

れ
ど
も
、
布
入

奇
か
ハ
り

品も
の

の
目め

利き
ゝ

す
る
も
の
当た

う

時じ

ハ
一
人
も
な
し
、
余よ

国こ
く

ハ
殊こ

と

更さ
ら

の
事
也
、
唯た

ゞ

草
木
の
目め

利き
ゝ

ハ
江
戸
植
木
や
に
限か

ぎ

る
也

120　

樹
木
屋
、
染
井
・
巣
鴨
村
に
多
く
、
珍
花
異
樹
を
蓄
え
た
り「

守
貞
謾
稿
」
巻
五

喜
田
川
守
貞 

著

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
以
降

樹
木
屋　

染
井
村
・
巣
鴨
村
ニ
多
シ
、
各
庭
ヲ
広
ク
シ
珍
花
異
樹
ヲ
蓄
ヘ
タ
リ
、

京
坂
同
業
ノ
及
ブ
所
ニ
非
ズ
、
唯
大
坂
高
津
ノ
樹
木
屋
吉
助
ノ
ミ
比
之
歟
、
或

ハ
及
サ
ル
歟
、
江
戸
ハ
盛
ナ
ル
者
数
人

121　

藤
堂
家
の
庭
園
造
り
と
植
木
屋
伊
兵
衛
の
は
じ
ま
り

「
東
都
紀
行
」

辻
雪
洞 

著

享
保
四
年
（
一
七
一
九
） 

五
月
十
八
日
条

（
前
略
）
富
士
権
現
勧
請
の
地
も
、
山
ば
か
り
は
あ
ら
は
に
見
え
て
、
木
立
悉

く
焼
す
か
し
た
り
、
風
に
な
び
く
と
は
、
駿
河
な
ら
で
も
、
こ
こ
の
田
畑
村
与

楽
寺
ま
で
吹
か
け
け
る
に
て
、
行
衛
も
し
ら
ず
も
え
行
に
け
ん
、
爰
よ
り
松
平

甲
斐
守
の
山
庄
を
通
る
と
て
、
過
し
事
の
お
も
は
る
ゝ
ぞ
や
、
元
禄
の
は
じ
め

よ
り
、
官
禄
、
御
譜
代
列
を
超
て
、
誠
に
一
世
の
雄
成
し
、
其
こ
ろ
、
此
山
庄

の
庭
つ
く
ら
る
ゝ
に
、
和
歌
吹
上
の
景
を
移
し
、
池
は
た
ゞ
大
湖
の
如
く
、
山

は
み
な
奇
石
を
聚
め
、
紀
三
井
寺
、
布
引
の
松
、
お
ほ
け
な
く
も
玉
津
島
、
五

も
と
の
神
の
松
ま
で
似
た
る
を
、
遠
く
持
は
こ
ば
せ
、
す
べ
て
巨
木
大
石
、
諸

侯
の
合
力
数
々
を
以
て
、
此
庭
を
つ
く
り
立
、
亭
楼
数
々
、
書
院
を
さ
へ
に
池

中
へ
作
り
掛
、
惣
じ
て
は
、
湟
を
ほ
り
廻
し
た
る
要
意
厳
そ
か
に
、
一
位
の
君

〔
傍
注
〕
桂

昌
院
尼
公

鶴
姫
君
の
入
御
も
有
て
、
末
々
は
御
成
も
催
ほ
さ
る
べ
く
聞
え
し
、

い
つ
し
か
保
山
叟
が
隠
居
の
地
と
成
に
き
、
庭
を
つ
く
り
、
楼
閣
を
い
と
な
む
、

み
な
大
名
の
上
め
ず
ら
し
か
ら
ず
、
只
其
人
其
仕
形
に
よ
り
て
、
人
も
目
を
そ

ば
む
る
に
や
あ
ら
む
、
藤
堂
大
学
頭
高
久
の
朝
臣
は
、
庭
の
末
四
季
に
替
り
、

其
時
々
の
花
木
を
植
替
、
園
中
茶
亭
多
く
、
寺
を
も
作
り
、
高
座
を
か
ざ
り
、

和
尚
の
説
法
、
聴
衆
の
男
女
、
悉
く
木
偶
を
用
ひ
た
る
総
旗
を
た
て
ゝ
、
酒
肆

に
は
、
是
も
ま
た
同
じ
く
人
形
の
酒
瓶
に
対
て
、
酒
は
誠
の
美
酒
を
湛
へ
た
る
、

見
物
の
老
若
、
盃
を
取
て
興
ず
る
様
に
か
ま
え
ら
れ
た
る
、
ま
さ
に
見
た
り
し

事
の
わ
す
ら
れ
ぬ
景
気
な
り
き
、

　

昔
見
し
君
が
垣
根
ぞ
懐
か
し
き
つ
ば
な
摘
に
し
心
な
ら
ひ
に

藤
堂
泉
州
の
す
ゑ
に
は
、
〔
頭
書
〕
此
侯
ノ
事
、
事
跡
合
考

ニ
モ
ア
リ
、
又
夢
蕉
ニ
モ
ア
リ

入
込
て
山
庄
も
有
、
少
身

も
有
、
尋
行
道
も
せ
に
、
杜サ

鵑ツ

花キ

今
さ
か
り
の
家
有
、
是
な
ん
躑
躅
や
猪
兵
衛

と
て
、
江
北
の
木
商
な
り
、
其
初
め
は
、
藤
堂
大
学
頭
高
久
の
露
除
〔
頭
書
〕
按

ニ
、
露
除

ハ
、
露
地
ノ
地
ヲ
庭
除

ノ
除
ニ
カ
ヘ
タ
ル
也

の
男
成
し
に
、
大
学
頭
、
草
花
の
類
当
座
に
移
し
持
た
せ
、

花
過
れ
ば
悉
く
ぬ
き
捨
さ
せ
け
る
を
ば
、
此
伊
兵
衛
植
た
め
け
る
よ
り
、
次
第

次
第
に
、
き
り
島
つ
ゝ
じ
、
百
椿
、
牡
、
芍
、
さ
し
ぬ
花
の
木
、
百
竹
、
百
楓
、
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百
梅
、
百
桜
な
ど
ゝ
、
す
け
ば
あ
つ
ま
る
所
成
べ
し
、〔
頭
書
〕
伊
兵
ノ
事
、

新
編
風
土
記
ニ
ア
リ

（
後
略
）

122　

植
木
屋
伊
藤
伊
兵
衛
と
将
軍
家
と
の
関
わ
り

「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
巻
之
十
九　

豊
島
郡
之
十
一

文
化
・
文
政
年
間
（
一
八
〇
四
～
三
〇
）

○
芸
家
伊
兵
衛
〔
二
十
二
名
附　

先
祖
伊
藤
伊
兵
衛
此
処
に
住
し
、
万
治
元
年

三
月
二
十
八
日
死
す
、
子
孫
伊
兵
衛
政
武
か
時
、
享
保
十
二
年
三
月
廿
一
日
、

有
徳
院
殿
経
過
せ
ら
る
、
松
平
能
登
守
松
下
専
助
等
従
ひ
泰

（
マ
マ
）る

、
已
刻
将
軍
東

門
よ
り
成
ら
せ
ら
れ
、
花
壇
植
溜
を
御
覧
せ
ら
れ
、
午
刻
後
西
門
よ
り
還
御
な

り
、
此
時
御
用
木
を
命
せ
ら
れ
し
も
の
二
十
九
種
、
霧
嶋
二
、
阿
蘭
陀
躑
躅
一
、

接
分
楓
三
、
草
花
籠
植
十
七
、
野
田
藤
二
、
白
山
吹
一
、
山
杏
二
、
桜
川
躑
躅

一
、
又
政
武
献
物
三
、
星
岩
蘭
一
、
野
田
藤
一
、
唐
橘
一
、
明
る
廿
二
日
政
武

に
銀
三
枚
を
賜
は
り
且
命
を
蒙
り
て
、
四
月
廿
五
日
御
台
所
口
に
参
り
け
れ

は
、
松
下
専
助
命
を
含
て
舶
来
の
樹
を
示
し
、
こ
の
樹
他
に
も
亦
有
所
な
り
や

と
問
は
れ
け
る
、
未
見
の
由
申
け
れ
は
近
似
た
る
も
の
は
な
き
や
と
問
は
れ
け

る
時
、
俗
に
深
山
楓
と
称
す
る
も
の
近
し
と
申
け
れ
は
、
折
枝
を
呈
せ
よ
と
の

事
に
て
一
朶
を
献
し
け
り
、
同
廿
九
日
又
命
あ
り
て
一
本
を
召
さ
れ
、
又
実
の

形
状
を
も
書
て
奉
る
へ
し
と
な
り
、
五
月
二
日
一
本
の
深
山
楓
を
盆
に
移
し
、

別
に
実
の
付
た
る
折
枝
を
添
て
吹
上
の
御
庭
に
至
て
献
す
、
其
年
九
月
二
十
二

日
松
下
専
助
か
宅
に
て
内
命
を
伝
へ
、
曩
に
奉
し
深
山
楓
に
舶
来
の
楓
樹
を
接

木
せ
ら
れ
て
下
し
賜
ひ
、
此
樹
奇
珍
な
り
、
生
育
し
て
種
を
世
上
に
広
め
よ
と

命
せ
ら
る
、
此
樹
今
廻
り
一
丈
二
尺
余
の
大
木
と
な
る
、
ま
た
今
人
の
庭
際
に

栽
ゆ
る
所
の
紅
躑
躅
の
俗
に
霧
嶋
と
称
す
る
も
の
は
、
も
と
薩
州
霧
嶋
山
の
産

な
り
、
正
保
中
に
始
て
其
五
種
の
木
を
浪
華
に
輸
す
、
士
山
・
麟
角
・
面
向
・

無
三
・
唐
松
と
号
す
、
内
二
種
を
京
師
に
留
め
面
向
・
無
三
・
唐
松
の
三
種
は

江
戸
に
送
れ
り
、
依
て
政
武
か
父
祖
是
を
伝
て
今
猶
圃
中
に
古
木
残
れ
り
、
江

戸
の
人
家
に
植
、
戸
に
培
す
る
の
も
の
は
こ
れ
に
よ
れ
り
と
云
、
政
武
は
天
性

奇
異
の
老
圃
に
て
、
翻
紅
軒
と
号
せ
り
、
自
画
の
三
軸
あ
り
、
中
は
神
農
の
像

に
て
、
左
右
に
は
草
木
の
形
状
を
数
多
写
す
、
筆
意
古
雅
に
見
ゆ
、
中
の
裏
書

に
曰
、
木
者
陽
而
有
形
、
四
時
枝
間
茂
林
而
満
花
枝
、
年
旧
成
大
木
者
、
可
隠

象
、
良
材
為
屋
宝
、
一
之
宝
也
、
器
財
之
具
為
万
宝
、
薪
炭
用
為
長
宝
、
鉢
木

微
少
而
成
薪
、
而
代
三
国
不
宜
乎
、
花
詠
玉
外
復
宝
也
、
雖
高
山
遠
樹
、
花
開

無
隠
、
足
近
詠
、
楽
界
之
花
木
、
七
重
宝
樹
法
尾
之
視
曼
陀
羅
、
今
衆
愛
植
、

段
接
云
者
、
有
一
木
七
七
種
数
、
開
百
花
、
苦
界
而
楽
界
之
秀
宝
樹
、
今
是

一
百
五
十
有
余
之
花
木
、
尽
図
而
以
曰
、
花
木
曼
陀
羅
、
按
或
禽
鳥
知
山
林
楽
、

不
知
人
之
楽
、
人
従
薩
埵
之
教
、
知
楽
而
不
知
薩
埵
之
楽
其
楽
、
垢
界
之
楽
万

花
、
楽
界
之
七
重
之
不
知
美
成
、
而
吐
井
蛙
之
口
、
擢
抜
舌
之
罪
、
再
拝
、
左

幅
の
裏
書
に
草
者
隠
而
無
形
常
、
陽
春
萌
出
、
而
夏
秋
為
栄
花
、
而
以
冬
枯
凋
、

根
強
土
乎
、
而
其
種
生
生
不
尽
事
、
為
天
地
共
三
皇
之
草
、
今
其
茎
葉
不
皆
而

以
開
花
、
人
者
有
詠
程
而
後
之
人
又
詠
、
古
曰
珍
花
者
曰
旧
、
前
人
古
云
花
、

今
人
曰
珍
花
、
今
旧
云
捨
花
後
人
新
見
而
以
曰
珍
花
、
万
治
寛
文
来
、
花
中
絶

而
今
出
者
、
如
衆
挙
珍
、
珍
旧
詠
歌
、
五
十
年
後
、
人
復
可
歌
、
止
而
不
言
、

蓋
中
将
法
尼
曼
陀
羅
華
、
曼
珠
沙
華
宝
蓮
華
等
、
霊
花
品
色
、
染
井
殿
の
法
水
、

以
清
染
、
而
視
垢
界
者
不
宜
乎
、
今
是
万
花
出
生
、
染
井
水
以
濁
、
我
染
拙
筆

而
以
曰
草
花
曼
陀
羅
、
政
武
所
著
草
木
の
書
多
し
、
【
地
錦
抄
】
、
草
花
絵
百

図
等
は
既
に
梓
に
上
て
世
に
行
は
る
、
又
大
学
頭
林
信
充
の
詩
、
佐
々
木
玄
龍

か
翻
紅
軒
の
額
字
幷
添
書
あ
り
、
此
余
御
遊
の
時
経
歴
せ
ら
る
ゝ
も
の
、
享
保
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十
三
年
三
月
花
屋
紋
三
郎
、
七
郎
右
衛
門
・
次
郎
兵
衛
、
宝
暦
四
年
二
月
小
右

衛
門
・
重
兵
衛
中
に
も
小
右
衛
門
か
亭
に
は
近
年
御
腰
を
掛
ら
る
ゝ
事
も
あ

り
、
宝
暦
六
年
二
月
源
右
衛
門
、
安
永
八
年
五
月
八
左
衛
門
、
天
明
三
年
二
月

清
五
郎
、
三
月
忠
五
郎
、
七
年
五
三
郎
、
此
後
此
地
御
遊
の
時
は
御
腰
を
掛
さ

せ
ら
る
ゝ
を
定
例
と
す
、
八
年
次
郎
兵
衛
、
寛
政
五
年
二
月
茂
右
衛
門
等
な
り
、

文
化
十
二
年
五
月
十
六
日
近
衛
左
府
基
前
公
此
地
遊
覧
の
時
憩
息
あ
り
、
物
を

捧
て
公
よ
り
も
賜
物
あ
り
、
享
和
二
年
久
米
蔵
是
も
左
府
遊
覧
せ
ら
る
、
文
化

三
年
三
月
三
次
郎
其
余
植
木
屋
と
称
す
る
も
の
庄
八
、
宝
暦
年
間
よ
り
遊
歴
せ

ら
れ
御
腰
を
掛
ら
れ
し
事
も
度
々
に
及
ふ
、
寛
政
十
年
正
月
七
郎
左
衛
門
、

十
一
年
与
兵
衛
、
文
化
元
年
九
月
太
郎
吉
、
七
年
太
右
衛
門
次
左
衛
門
、
文
政

二
年
九
月
喜
八
、
七
年
九
月
庄
次
郎
等
な
り
、
〕

123　

花
屋
伊
兵
衛
、
躑
躅
の
花
の
頃
は
貴
賤
群
集
す

『
絵
本
江
戸
桜
』

北
尾
政
美 

画

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

図
版
50

　

染
井
之
植
木
屋

花
屋
の
伊
兵
衛
と
い
ふ
、
つ
ゝ
じ
を
植
し
お
び
た
ゝ
し
、
花
の
こ
ろ
ハ
貴
賤
群

集
す
、
其
外
千
草
万
木
か
ず
を
つ
く
す
と
な
し
、
江
都
第
一
の
植
木
屋
な
り
、

上
々
方
の
御
庭
木
・
鉢
植
な
ど
、
大
か
た
此
と
こ
ろ
よ
り
さ
ゝ
ぐ
る
こ
と
、
毎

日

〱
な
り

124　

植
木
屋
伊
兵
衛
、
日
本
最
初
の
図
説
園
芸
書
『
錦
繍
枕
』
を
著
す

『
錦
繍
枕
』
巻
一

伊
藤
伊
兵
衛
（
三
之
丞
）
著

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）

　
　
　

錦き
ん

繍
し
ゆ
う

枕
ま
く
ら

巻
一
序

万は
ん

歳せ
い

と
治

お
さ
ま

れ
る
な
れ
ハ
、
国く

に

冨と
ミ

民た
ミ

も
ゆ
た
か
に
し
て
四し

節せ
つ

の
遊ゆ

ふ

興け
う

花は
な

見
な
と
せ

ん
は
唯た

ゞ

此
御ミ

代よ

に
や
侍
ら
ん
か
な
、
い
ミ
し
き
時
よ
り
こ
そ
と
其そ

の

名な

を
集

あ
つ
め

見
侍

れ
バ
、
つ
ゝ
じ
・
さ
つ
き
の
二に

種し
ゆ

よ
り
し
て
昔せ

き

今こ
ん

年
々
増そ

う

加か

し
て
、
千せ

ん

変へ
ん

万ば
ん

化く
わ

な
る
事
、
す
べ
て
三
百
余よ

品し
な

あ
り
、
大た

い

概か
い

花く
わ

形げ
う

を
図づ

に
あ
ら
ハ
し
、
并

大
小
色い

ろ

を
印

し
る
し

、
初し

よ

中
ち
ゆ
う

後ご

の
咲さ

き

合あ
い

接つ
き

指さ
し

木
の
時
分
を
加

く
わ
ふ

ル
実げ

に

家い
ゑ

を
立た

ち

さ
し
て
数す

く

わ花
を
評

ひ
や
う

し
て
見
侍
れ
ハ
、
暫ざ

ん

時じ

ミ
し
塵ぢ

ん

室し
つ

を
仙せ

ん

家か

の
こ
と
く
思
ひ
肘ひ

ぢ

を
ま
げ
た
る
枕
の

う
ち
、
錦

に
し
き

の
床と

こ

の
手て

枕ま
く
らと

な
ん
楽

た
の
し
むな

ら
ん
か
し
と
錦き

ん

繍
し
ゆ
う

枕ま
く
らと

い
ふ
な
ら
し

125　

千
草
万
花
の
名
あ
り
て
、
筆
耕
し
て
「
花
壇
地
錦
抄
」
と
題
す

『
花
壇
地
錦
抄
』
前
集
一

伊
藤
伊
兵
衛
（
三
之
丞
）
著

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）

　
　
　
　
　

序
文

叵ナ

ニ

ハ波
の
芦ア

シ

伊
勢
の
は
ま
荻ヲ

ギ

は
其
境サ

カ
イに

よ
つ
て
名
は
か
わ
れ
り
、
菖ア

蒲ヤ
メ

花
か
つ
ミ

の
た
ぐ
ひ
し
る
人
ぞ
知
ル
、
千
草
万
花
の
名
あ
り
て
其
艸ク

サ

を
し
ら
ず
、
艸ク

サ

あ
り

て
名
を
知
ら
ぬ
ハ
ほ
ひ
な
し
、
こ
ゝ
に
染
井
の
畔

ホ
ト
リ

菴ヒ
キ

閭ヨ
モ
ギに

耕コ
ウ

夫フ

の
そ
れ
か
し
農ナ

リ

業ワ
イ

の
い
と
ま

〱
に
か
ら
の
や
ま
と
の
く
さ

〱
を
あ
つ
め
て
、
五コ

風フ
ウ

十シ

雨ウ
ウ

の

潤ウ
ル
オひ

時シ

候コ
ウ

を
か
ん
か
へ
種タ

ネ

ま
き
根ネ

を
植
か
え
接ツ

キ

木
さ
し
枝
に
つ
ち
か
ふ
こ
と
を
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ゆ
た
ね
た
り
、
自
然
に
橐タ

ク

駄ダ

か
伝
に
通ツ

ウ

せ
し
や
、
か
つ
て
筆
耕タ

カ
ヤし

て
花
壇
地
錦

抄
と
題

レ シ

之
ヲ

和
訓
に
地
錦

ニ
シ
キ
ク
サと

よ
ぶ
名
の
や
さ
し
き
物
な
り
、
就

レ テ

余
ニ

一
言
を

こ
ふ
、
予
に
詞
の
た
ね
な
し
、
戯

タ
ハ
フ
レに

い
は
ゝ
榼ヒ

藤ヨ
ン

の
木
糸ヘ

瓜チ
マ

や
う
の
も
の
も
な

か
め
な
き
に
し
も
あ
ら
す
、
ち
い
さ
き
軒
の
つ
ま

〱
あ
る
ハ
小
庇ヒ

サ
シの

上
に
箱

植
の
花
咲
た
る
は
見
ら
る
ゝ
も
の
か
な
、
ま
し
て
尺
地
を
い
た
つ
ら
に
せ
す
、

五タ
ナ
ツ

穀モ
ノ

の
所ユ

カ

リ縁
草ク

サ

を
も
て
あ
そ
ハ
ん
に
ハ
此
一
巻
放ホ

ウ

下カ

す
る
こ
と
あ
ら
し
、
ち

よ
み
草
万
年
草
に
こ
と
ふ
き
色
か
え
ぬ
、
松
賀
浦
の
蔵
六
堂
書
之

　
　

于
時
元
禄
七
歳
仲
冬
日

126　

自
ら
描
く
花
葉
の
図
を
増
補
し
『
増
補
地
錦
抄
』
刊
行

『
増
補
地
錦
抄
』
巻
一

伊
藤
伊
兵
衛
（
三
之
丞
）
著

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）

万
花
千
葉
実ミ

生ハ
ヘ

枝ヱ
タ

か
は
つ
て
常

ト
コ
ト

に
た
へ
ぬ
詠
と
か
や
夥

ヲ
ヽ
イ

な
る
か
な
花
を
見
て
其

名
を
さ
た
か
に
せ
す
、
し
れ
と
も
又
芦ア

シ

や
は
ま
荻ヲ

キ

南ナ
ン

橘キ
ツ

北ホ
ツ

枳キ

も
境
に
よ
つ
て
よ

ぶ
と
こ
そ
、
萓

ク
ハ
ン

草サ
ウ

の
わ
す
れ
草
、
菖ア

ヤ

蒲メ

花
か
つ
ミ
の
た
く
ひ
も
知
る
人
そ
し
る
、

こ
ゝ
に
武
陽
染
井
に
農
夫
の
そ
れ
か
し
花
木
を
植
る
事
を
得
て
種タ

ネ

蒔マ
ク

に
時シ

候カ
ウ

を

か
ん
か
へ
ね
を
う
つ
す
に
節セ

ツ

を
以
て
す
、
其
し
げ
ら
し
む
る
事
宛ア

タ

駄カ
ダ

が
術

ジ
ユ
ツ

と
も

い
は
ん
か
、
み
づ
か
ら
花
葉
を
絵
書
、
接ツ

キ

木キ

さ
し
枝
ね
に
土
か
う
事
を
広

ヲ
ヽ
イ
ニに

す
、

地
錦
抄
を
鋤シ

犂ヨ
リ

し
て
序
せ
よ
と
い
ふ
、
予
ニ
詞シ

花ク
ワ

の
た
ね
な
し
、
興ケ

ウ

に
い
は
ゝ

し
ら
ぬ
山
い
た
ら
ぬ
里
の
草
よ
木
よ
種タ

ネ

を
よ
せ
根
を
も
と
め
、
尺
地
あ
ら
ハ
い

た
つ
ら
な
く
移

ウ
ツ
シ

植ウ
ヘ

た
ら
ん
ハ
、
其
用
多
ク
二
葉
に
萌ハ

ヘ

出デ

て
め
ぐ
ミ
よ
り
落
葉
の

あ
と
と
て
も
、
詠
な
き
に
し
も
あ
ら
す
ま
し
て
葉
を
つ
ミ
、
枝
を
す
か
し
て
籬リ

廻ク
ワ
イに

露
う
ち
花
の
影カ

ケ

に
や
す
ら
ハ
ゝ
、
心
を
養

ヤ
シ
ナ

ひ
気キ

を
育イ

ク

し
て
、
し
か
も
盛セ

イ

花ク
ワ

の

潔
イ
サ
キ
ヨ
キを

手タ

折ヲ
リ

師シ

堂ト
ウ

に
献ケ

ン

し
即ソ

ク

興ケ
ウ

の
活イ

ケ

は
な
な
ん
ど
又
な
き
慰
な
り
や
、
か
く

も
て
遊
ふ
物
種シ

ユ

植チ
ヨ
クの

補
ヲ
キ
ナ
イ、

此
一
巻
に
ま
さ
ら
し
と
増
補
地
錦
抄
と
な
り
、
折
か

ら
宝
永
寅
の
孟
春
良
日
三
角
軒
花
隣
書

127　

薬
草
類
、
培
養
の
秘
伝
を
増
補　
『
広
益
地
錦
抄
』
刊
行『

広
益
地
錦
抄
』
巻
之
一

伊
藤
伊
兵
衛
（
政
武
）
著

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）

　
　

広
益
地
錦
抄
序

松
が
枝ヱ

の
緑

ミ
ド
リ

を
か
さ
ね
、
細

サ
ヽ
レ

石イ
シ

の
苔コ

ケ

露ツ
ユ

深ケ
く

く
し
て
、
万バ

ン

樹ジ
ユ

千セ
ン

草サ
ウ

の
実ミ

生セ
ウ

常ト
キ

時ワ

に

止ヤ
ム

事
な
し
、
蓋

ケ
タ
シ

前サ
キ

に
増
補
地
錦
抄
あ
り
て
、
庭テ

イ

圃ホ

に
殖シ

ユ

樹ジ
ユ

し
、
花ク

ワ

壇ダ
ン

に
種シ

ユ

蒔ジ

の

群グ
ン

類ル
イ

載ノ
セ

て
あ
ま
ね
し
、
後コ

ウ

年ネ
ン

の
今
や
孫マ

ゴ

苗ナ
ヘ

芽メ
タ
チ

て
花
葉
お
か
し
く
、

芿
ヒ
コ
バ
ヘ

裔ハ
ス
ヘ

の
異イ

形キ
ヤ
ウな

る
も
の
、
或

ア
ル
イ

は
所シ

ヨ

々
よ
り
珎チ

ン

花ク
ハ

と
い
ひ
て
お
こ
せ
る
も
の
積セ

キ

殖ジ
ユ

し
て
繁ハ

ン

茂モ

な
れ
り
、
真ヲ

太ホ
イ

な
る
か
な
変ヘ

ン

花ク
ハ

錦キ
ン

葉ヤ
ウ

稀キ

化ケ

の
品ヒ

ン

色
シ
ヨ
ク

億ハ
カ
リ

が
た
し
、
斯カ

ク

な
る
花ク

ハ

容ヨ
ウ

を
園エ

ン

畝ホ

に
う
つ
し
、
庭テ

イ

籬リ

に
あ
そ
び
、
不フ

断ダ
ン

の
花
に
興ケ

ウ

じ
、
花ク

ワ

木ホ
ク

を
接ツ

ギ

、
草
花

を
分ワ

植ケ

、
彼カ

レ

を
見
こ
れ
を
詠

ナ
カ
メ

ば
縝シ

ン

気キ

を
散サ

ン

じ
、
枝エ

ダ

を
た
は
め
ふ
り
を
な
を
し
て

木コ

影カ
ゲ

に
や
す
ら
ひ
、
花カ

薫ホ
リ

を
齅キ

カ

ば
欝ウ

ツ

を
ひ
ら
き
、
心キ

を
養
ふ
も
の
な
ら
し
や
、

盍ナ
ン

ぞ
捨シ

ヤ

捐ケ
ン

せ
む
と
新

ア
ラ
タ

な
る
を
名メ

イ

記キ

し
、

マ
ヘ

に
闕カ

ケ

た
る
を
拾ヒ

ロ

ひ
略

リ
ヤ
ク

な
る
を
委

ユ
タ
ネ

薬ク
ス
リと

よ
ぶ
、
草
を
集シ

ウ

加カ

し
出

シ
ユ
ツ

生シ
ヤ
ウの

形キ
ヤ

状ウ
デ
ウを

禿ト
ツ

筆ヒ
ツ

に
稿カ

ウ

し
て
広
益
地
錦
抄
八
巻
と
な
れ
り

享
保
己
亥
花
月
良
日

�

武
陽
染
井
の
野
夫
書
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128　

植
木
屋
伊
兵
衛
・
牡
丹
屋
彦
右
衛
門
、
拝
領
朝
鮮
人
参
を
栽
培

「
享
保
撰
要
類
集
」
薬
種
之
部

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）

元
文
二
巳

年
五
月
廿
五
日
小
笠
原
石
見
守
殿
江

上
ル

　
　
　

朝
鮮
人
参
実
生
之
儀
申
上
候
書
付

　

�

去
辰

六
月
朝
鮮
人
参
実
五
拾
粒
宛
被
下
、
当
巳

五
月
末
実
生
之
様
子
申
上
候

様
ニ

申
渡
置
候
処
、
左
之
通
申
出
候

　

牛
込　

牡
丹
屋

�

彦
右
衛
門　

　

�

去
年
六
月
拝
領
仕
候
朝
鮮
人
参
実
五
拾
粒
之
内
、
弐
拾
五
粒
者
箱
席
台
江

赤

土
ニ

砂
利
少
々
交
、
植
付
申
候
処
、
四
拾
本
余
三
寸
程
宛
ニ

生
出
申
候
、
弐

拾
五
粒
は
其
儘
土
地
江

植
申
候
、
弐
拾
本
余
は
生
出
申
候
、
唯
今
葉
三
ツ

葉

ニ
而

御
座
候
、
初
而

生
出
申
候
節
、
当
方
ニ
而

九
拾
本
余
生
出
申
候
得
共
、
追
々

枯
き
へ
申
候
、
此
以
後
芽
出
可
申
も

難
計
奉
存
候
、
実
一
粒
よ
り
二
本
生
候

も
有
之
、
壱
本
生
候
も
有
之
候
、
尤
去
年
六
月
実
を
被
下
置
候
節
、
直
ニ

植

申
候
、
肥
し
ハ
何
レ

も
不
仕
候
、
尤
唯
今
五
拾
本
程
生
立
有
之
候
由
申
候

　

染
井　

植
木
屋

�

伊
兵
衛　

　

�

去
年
六
月
拝
領
仕
候
朝
鮮
人
参
実
五
拾
粒
不
残
去
六
月
実
被
下
置
候
節
、
直

ニ

瓶
江

植
申
候
、
三
拾
本
程
宛
生
出
申
候
所
、
追
々
き
へ
申
候
、
唯
今
拾
三

本
有
之
、
葉
は
三
葉
ニ
而

御
座
候
、
此
以
後
生
出
可
申
も
難
計
奉
存
候
、
土

ハ
所
々
土
江

植
申
候

　

赤
羽
根　

植
木
屋

�

小
右
衛
門　

　

�

去
年
六
月
拝
領
仕
候
朝
鮮
人
参
実
五
拾
粒
不
残
土
地
江

植
申
候
、
土
は
赤
土

ニ

黒
ほ
こ
土
を
交
、
花
段
を
別
ニ

仕
植
申
候
、
秋
は
彼
岸
ニ

植
宜
可
有
御
座

と
相
考
、
去
年
八
月
中
旬
植
付
申
候
処
、
唯
今
迠
壱
本
も
生
出
不
申
候
、
彦

右
衛
門
・
伊
兵
衛
儀
は
去
年
被
下
候
節
、
植
申
候
得
共
生
出
申
候
、
小
右
衛

門
考
宜
候
而

植
付
時
分
遅
ク
御
座
候
故
生
出
不
申
候
哉
と
奉
存
候
由
申
候

　
　
　
　

巳

五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

稲
生
下
野
守

129　

牡
丹
屋
彦
右
衛
門
、
拝
領
朝
鮮
人
参
栽
培
格
別
と
賞
さ
れ
る

「
享
保
撰
要
類
集
」
薬
種
之
部

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）

元
文
二
巳

年
七
月
五
日
申
渡

　
　

牡
丹
屋
彦
右
衛
門
江

朝
鮮
人
参
実
御
預
申
渡
書
付

牡
丹
屋
彦
右
衛
門
、
去
辰
年
被
下
候
朝
鮮
人
参
之
実
、
当
年
生
立
外
々
と
違
格

別
宜
候
ニ

付
、
今
度
朝
鮮
人
参
実
弐
百
粒
御
預
ケ
ニ

成
候
ニ

付
相
渡
候
、
随
分

心
付
、
来
春
生
立
宜
様
ニ

可
心
得
候
、
尤
去
年
ハ
人
参
之
実
、
彦
右
衛
門
ニ

被

下
候
、
当
年
之
弐
百
粒
は
被
下
候
ニ
而

は
無
之
、
御
預
ケ
ニ

候
間
、
無
相
違
様

可
相
心
得
候

　
　
　
　

巳

七
月
五
日
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130　

染
井
花
壇
、
四
時
花
実
の
遊
観
た
ゆ
る
事
な
し

「
江
戸
志
」
三

近
藤
義
休 

撰
・
瀬
名
貞
雄 

補

寛
政
年
間
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
）

　
　

○
染
井
花
檀　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
伊
兵
衛

四
時
花
実
の
遊
観
た
ゆ
る
事
な
し
、
梅
は
残
雪
の
内
よ
り
咲
初
め
、
椿
は
数
品

の
美
花
有
て
紅
白
色
を
争
ひ
、
わ
き
て
つ
ゝ
し
ハ
此
処
の
名
産
に
し
て
氈
を
織

に
似
た
り
、
牡
丹
の
富
貴
な
る
千
種
の
秋
待
か
ほ
に
淋
し
さ
な
と
ゝ
其
外
楓
・

薬
艸
の
奇
品
詠
め
つ
く
す
へ
か
ら
す
、
そ
れ
か
中
に
霧キ

リ

島シ
マ

は
元
薩
州
霧
島
山
の

産
木
な
れ
は
と
て
霧
島
と
名
付
、
そ
の
一
も
と
ハ
、
元
正
保
年
中
薩
州
よ
り
摂

州
大
坂
へ
初
て
来
る
を
、
と
り
木
に
わ
け
て
五
本
と
な
し
、
京
都
へ
の
ほ
す
、

珎
賞
の
余
り
、
そ
の
名
を
冨
土
山
・
麟
角
・
面
向
・
無ム

三サ
ン

・
唐
松
と
名
つ
く
、

冨
士
山
・
麟
角
の
二
本
ハ
大
内
の
大
庭
に
植
ら
れ
、
残
る
三
本
ハ
明
暦
二
丙

申

年
よ
り
此
地
江

下
し
、
今
既
に
百
十
五
・
六
年
に
及
へ
り
と
な
ん

131　

染
井
植
木
屋
伊
藤
伊
兵
衛
、
百
種
の
楓
を
集
め
、
流
行
り
と
な
る

『
東
都
歳
事
記
』
巻
四
・
十
月

斎
藤
月
岑 

他 

編
著
・
長
谷
川
雪
旦
・
雪
堤 
画

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）

○
染
井
植
木
屋
伊
兵
衛

五
三
郎

百
種
の
楓

カ
ヘ
テ

〔
哥
仙
楓
と
い
ふ
、
前
哥
仙
三
十
六
種
、
後

哥
仙
三
十
六
種
、
新
種
二
十
八
種
、
以
上
百
種
と
な
る
、
よ
り
て
百
人
一
首
と

も
い
ふ
、
此
伊
兵
衛
か
先
祖
隠
居
し
て
樹
久
と
い
へ
る
者
、
元
文
丁
巳
の
年
哥

仙
楓
と
い
へ
る
書
を
顕
し
、
悉
く
図
を
出
し
て
詳
な
り
〕
名
目
し
け
ゝ

れ
ハ
略
す

〔
そ
の
書

に
い
ふ
、
も
ミ
ち
の
品
ハ
貞
享
・
元
禄
の
頃
ハ
八
し
ほ
十
二
ひ
と
え
の
む
ら
な

ど
ゝ
て
、
其
数
十
種
に
た
ら
す
、
其
後
実
生
の
か
わ
り
出
て
六
々
の
品
わ
か
る
、

品
数
の
お
か
し
き
と
て
、
哥
仙
楓
と
名
付
し
に
、
世
上
に
は
や
り
、
も
て
遊
ひ

と
な
る
、
猶
年
々
に
変
葉
出
来
、
ま
た
唐
土
よ
り
渡
り
来
る
か
ら
も
み
ち
、
あ

る
ひ
ハ
諸
国
よ
り
葉
か
わ
り
と
て
来
る
も
の
集
植
て
、
百
種
に
ミ
て
り
と
い
へ

り
〕

132　

植
木
屋
伊
兵
衛　

子
孫
衰
え
拝
領
躑
躅
は
見
当
た
ら
ず

「
奴
師
労
之
」

大
田
南
畝 

著

文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
）

（
十
六
）
染
井
の
植う

ゑ

木き

屋や

伊
兵
衛
が
許も

と

に
、
享
保
の
頃
、
〔
有
徳
院
殿
よ
り
〕

拝は
い

領り
や
うせ

し
と
い
ふ
躑つ

ゝ

躅じ

の
大
き
な
る
が
三
本
あ
り
、
面
向
無
三
唐
松
と
い
ふ
木

な
り
。
其
の
ち
尋
ね
て
見
れ
ば
、
其
木
も
い
づ
ち
行ゆ

き
け
ん
見み

え
ず
。
伊
兵
衛

は
「
地
錦
抄
」
つ
く
り
し
者
な
り
し
が
、
其
子
孫
衰お

と

ろ
へ
て
、
植
木
も
す
く
な

し
。
花
屋
十
軒
の
内
、
小
左
衛
門
八
五
郎
な
ど
が
植
木
よ
ろ
し
く
あ
り
し
が
、

是
ま
た
久
し
く
見み

ざ
れ
ば
、
い
か
ゞ
に
や
。

　
　

�

伊
兵
衛
の
園ゑ

ん

中ち
う

に
、
有
徳
公
よ
り
拝は

い

領り
や
うの

楓か
へ

樹で

一
本
あ
り
。
今
猶
存
す
。

拝
領
の
年
月
享
保
十
二
年
九
月
な
り
。

（
十
七
）
「
地
錦
抄
」
の
外
に
、
「
長

ち
や
う

生せ
い

花く
わ

林り
ん

抄せ
う

」
と
い
ふ
あ
り
。
躑つ

ゝ

躅じ

の
事

計は
か
り書

き
し
も
の
な
り
。
浅
草
御
蔵
前
の
さ
ら
し
見
世
に
て
、
半は

本ほ
ん

を
見
し
こ
と

あ
り
き
。
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133　

伊
藤
伊
兵
衛 

庭
の
冬
枯
れ

「
宴
遊
日
記
」
巻
一
下

柳
沢
信
鴻 

著

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
十
一
月
四
日
条

　
　
　
　

四
日　

陰
少
暖
昼
よ
り
繊
雨

八
半
比
よ
り
森
々

（
前
略
）
○
八
過
よ
り
出
宅
、
供
大
谷
・
九
里
・
松
崎
・
新
介
・

浅
野
・
石
河
・
由
兵
衛
・
仙
宅

雨
次
第
に
強
し
、

和
泉
門
前
花
屋
へ
立
寄
、
直
に
花
や
伊
兵
衛
へ
行
、
坐
敷
を
借
暫
く
休
み
、
帰

り
和
泉
表
門
前
よ
り
左
折
、
第
二
番
六
阿
弥
陀
の
前
、
王
子
街
道
へ
出
、
日
暮

帰
（
中
略
）

　
　

〔�

伊
兵
衛
園
中
落
葉
堆
々
、
冬
か
れ
の
気
色
物
ふ
り
た
り
、
洞
津
侯
表
門
前
よ
り

道
滑
大
難
渋
近
下
駄
に
入
て
歩
へ
か
ら
す
、
折
々
新
介
に
取
せ

（

マ

マ

）
ら
せ
て
行
、
六

地
蔵
よ
り
本
道
の
間
釣
木
橋
あ
り
下
駄
に
て
ハ
渡
ら
れ
す
草
履
に
て
わ
た
る
〕

134　

そ
の
利
徳
も
う
そ
う

4

4

4

4

な
ら
ば
千
駄
谷 

八
幡ま
ん

倍
に
殖
し
竹
藪

「
享
和
雑
記
」

柳
川
亭 

著

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

　
　
　

三
十
六　

孟
宗
竹
起
源
の
事

孟
宗
竹
は
其
始
薩
州
に
在
と
云
と
い
へ
共
他
へ
出
す
事
を
堅
く
禁
ぜ
し
故
、
世

上
に
知
る
人
な
し
、
然
る
に
四
ツ
谷
新
屋
敷
に
住
す
永
島
長
兵
衛
と
云
御
旗
本

至
て
植
樹
好
に
て
、
あ
ら
ゆ
る
木
草
を
集
し
か
ど
も
孟
宗
竹
の
薩
州
に
在
と
の

み
聞
及
て
手
に
入
ざ
る
事
を
常
々
心
に
掛
け
る
が
、
時
有
て
明
和
の
頃
き
せ
る

の
ら
う
竹
程
な
る
を
鉢
植
に
し
て
持
来
り
し
を
数
金
ニ
て
買
取
、
そ
れ
を
種
と

し
て
今
の
世
に
は
普
く
取
扱
ふ
程
に
植
殖
し
た
り
、
夫
が
中
に
も
千
駄
ヶ
谷
八

幡
の
隣
に
住
す
樹
屋
権
蔵
い
ち
早
く
植
殖
し
て
今
三
千
坪
の
抱
屋
敷
一
向
に
孟

宗
竹
堅
剛
茂
盛
し
て
猗
々
青
々
た
り
、
し
か
も
大
体
一
尺
五
七
寸
廻
り
の
大
竹

に
て
細
し
と
い
へ
共
尺
よ
り
余
れ
り
、
其
中
に
二
尺
二
寸
廻
り
の
竹
あ
り
、
今

日
本
無
双
大
竹
と
自
讃
せ
り
、
竹
の
子
出
る
頃
須
田
町
の
青
物
問
屋
よ
り
買
切

て
番
人
を
附
置
、
少
し
地
の
割
た
る
を
見
る
と
即
掘
出
す
事
な
れ
ば
、
年
に
よ

り
笋
生
出
る
多
少
あ
り
と
い
へ
共
其
豊
凶
に
拘
ら
ず
、
青
物
屋
銘
々
見
込
次
第

三
十
金
以
上
に
て
買
落
し
、
前
金
を
渡
し
置
て
掘
取
る
也
、
八
百
屋
に
て
は
早

春
に
出
る
を
第
一
と
す
、
樹
屋
に
て
は
初
生
は
余
寒
に
痛
て
竹
と
成
難
き
故
、

四
月
に
入
て
出
る
を
種
竹
と
す
、
其
時
分
は
孟
宗
竹
の
笋
は
料
理
に
用
ひ
難
け

れ
ば
互
に
其
利
を
得
る
事
広
し
、
此
権
蔵
と
云
樹
屋
当
時
抱
屋
敷
此
辺
に
多
く

持
て
、
夥
し
く
植
樹
を
仕
込
て
名
高
き
者
也
、
そ
れ
勤
は
財
を
生
る
所
也
、
倹

は
財
を
足
す
所
也
、
直
に
勤
て
倹
な
ら
ざ
れ
ば
財
足
ら
ざ
る
所
あ
り
、
直
に
倹

に
し
て
勤
ざ
れ
ば
財
其
源
な
し
、
二
ツ
の
者
は
皆
給
せ
ざ
る
の
道
也
、
克
勤
克

倹
に
し
て
以
て
吾
業
を
守
ら
ば
何
の
生
か
治
ら
ざ
ら
ん
や
、
権
蔵
其
始
信
濃
よ

り
鼻
を
た
ら
し
て
来
り
樹
屋
に
奉
公
せ
し
が
、
夫
よ
り
江
戸
に
残
り
居
て
暫
く

様
子
を
見
馴
ひ
て
よ
り
思
ひ
付
て
山
王
祭
り
の
日
桃
売
の
荷
に
残
り
た
る
、
桃

の
実
計
を
百
文
の
銭
に
て
買
集
め
来
り
て
蒔
置
、
三
年
を
経
て
接
木
の
台
と
し

梅
の
枝
を
接
て
、
又
三
年
に
し
て
花
咲
し
を
売
出
せ
し
が
始
に
て
、
夫
よ
り

年
々
歳
々
怠
り
な
く
如

レ

斯
し
て
売
殖
し
け
れ
ば
元
は
僅
に
銭
百
文
よ
り
し
て

今
数
ヶ
所
の
屋
敷
を
求
、
名
高
き
樹
屋
と
な
れ
り
、
是
等
の
事
を
見
聞
及
て
や
、

享
和
の
始
、
目
黒
不
動
よ
り
中
延
の
八
幡
へ
行
道
筋
に
左
右
数
十
町
の
間
、
孟

宗
竹
の
種
竹
を
植
た
り
、
い
ま
だ
繁
茂
に
は
至
ら
ず
、
是
も
後
々
は
深
き
竹
林

と
な
ら
ん
か
、
今
其
機
見
ゆ
る
故
、
畑
中
へ
種
竹
植
し
事
を
蔭
に
記
し
置
り
、
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其
利
徳
も
う
そ
う
申
そ
う

孟　

宗

な
ら
ば
千
駄
谷
八
幡
万

倍
に
殖
し
竹
藪

135　

寺
島
村
の
植
木
屋
、
珍
木
・
珍
花
を
植
え
名
所
と
な
る

『
墨
水
遊
覧
誌
』

佐
原
菊
塢 

著

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）

松
の
隠
居　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
島
村　

二
代
目　
　

植
木
屋
辰
五
郎

　
　

�

松
ハ

為
百
木

ノ

長
霜
雪

ニ

而
不
凋
、
瀝テ
千
年

ヲ

而
不
殞

セ

、
其
花
色
黄ニ

シ
テ而

多
シ

　
　

�

香
、
根
下

ニ

有
伏
苓
為

ル

仙
家
服
食
之
薬

ト

園
中
花
木
奇
石
を
以
て
、
山

水
の
庭
を
つ
く
る
、
又
梅
門
、
松
門
、
槙
木
門
、
有
、
余
ハ
是
に
て
知

る
べ
し
、
異
形
の
珍
木
の
名
所
也

菊
の
隠
居　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　

三
代
目　
　

植
木
屋
甚
平

　
　

�

こ
の
菊
の
隠
居
ハ
、
文
化
ご
ろ
、
川
原
そ
ね
の
何
が
し
、
此
寺
島
村
へ
隠

居
し
て
、
菊
を
つ
く
り
た
の
し
ミ
て
云
く
、
陶
淵
明
独
愛
ス

菊
ヲ　

周
茂

叔
の
云
く
、
菊
ハ
花
の
隠
逸
な
る
も
の
と
い
ひ
し
も
、
今
の
世
ハ
花
壇
に

錦
を
か
ざ
り
し
こ
と
く
、
年
々
珍
花
を
植
添
へ
し
も
、
今
は
名
木
奇
石
を

も
つ
て
、
庭
を
つ
く
り
ま
た
菊
の
や
と
号
し
て
、
即
席
料
理
屋
を
渡
世
と

す
、
風
流
な
る
献
立
に
て
、
日
々
客
来
り
て
は
ん
じ
や
う
す
、
石
灯
籠
の

名
所
也 二

一

レ

二

一

レ

レ

二

一

二

一

レ

第
二
節
　
植
木
鉢
の
普
及
と
植
物
の
商
品
化

136　

鉢
植
の
始
ま
り
は
至
っ
て
近
来
の
事
な
り

『
草
木
錦
葉
集
』
巻
之
一

水
野
忠
暁 

著

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）

　
　

○
鉢
植
附
り
布
入
の
濫は

じ

觴ま
り

を
し
る
す

染�

井
の
野や

夫ふ

三
之
丞
と
い
へ
る
者
○
江
戸
に
て
桃も

ゝ

株だ
い

へ
梅
を
初
て
接つ

ぎ

た
る
ハ
此
三
之
丞
な

る
よ
し
聞
伝
ふ
、
鉢
植
篠し

の

立
の
梅
を
作つ

く

り
初
た
る
ハ
根ね

岸ぎ
し

村
篠
田
村

寿じ
ゆ

軒け
ん

な
り　

地ぢ

錦き
ん

抄し
や
うと

い
ふ
、
六
冊
の
草さ

う

帋し

を
作つ

く

り
、
草
木
の
培や

し

養な
い

に
心
を
用

ひ
し
る
し
置
た
る
ハ
、
元
禄
宝
永
の
頃
の
事
也
、
其
後
同ど

う

所し
よ

の
野
夫
伊
兵
衛

其
書
を
増ぞ

う

補ほ

し
て
正せ

い

画ぐ
ハ

を
加く

ハ

へ
、
植
作
り
方
を
再ふ

た
ゝ
び
く
ふ
う

工
夫
し
た
れ
ど
皆
花く

ハ

壇だ
ん

植う
ゑ

の
事
に
て
た
ま

〱
あ
る
ハ
石せ

き

台だ
い

植
也
、
其
頃こ

ろ

迠
ハ
鉢
植
い
ま
だ
ひ
ら
け
ず

○
又
近
来
岩い

は

崎さ
き

常
正
と
い
ふ
人
著あ

ら
ハし

た
る
草
木
育

そ
だ
て

種ぐ
さ

の
二
巻く

ハ
んに

養
や
し
な

ひ
か
た
委く

ハ

し
く
あ
れ
ど
、
是
も
鉢
植
の
事
而の

已み

に
あ
ら
ず

　

�

○
曩さ

き

に
青
山
金
太
が
著

あ
ら
ハ

せ
し
奇き

品ひ
ん

鏡
か
ゞ
み

三
巻
ハ
奇
木ぼ

く

珍ち
ん

草さ
う

の
出

し
ゆ
つ

所し
よ

持
主
の
略

伝
等
を
記
し
、
風ふ

う

流り
う

の
み
を
宗む

ね

と
し
た
れ
バ
、
其
品
々
を
見
改
む
る
書
に
あ

ら
ず
、
又
手
入
等
の
事
を
も
載の

せ

ず
、
唯
書
画
の
巧た

く

み
を
撰ゑ

ら

み
、
高
貴
の
人
の

見
給
ふ
と
も
恥は

づ

か
し
か
ら
ぬ
事
を
専

も
つ
ハ
らと

し
た
り
○
其
外
草
木
作
方
の
書
数あ

ま

多た

あ
れ
ど
皆
鉢
植
の
事
に
あ
ら
ず

鉢�
植
の
事
ハ
享
保
の
末
、
元
文
の
頃
神さ

か

木き

原
十
太
此
仁
ハ
永
縞
の
先
生
也
、
中
白

柾
焼
刃
青
木
ハ
此
家
よ
り
出
ル

山や
ま

角か
ど

等
の
仁
此
山
角
よ
り
柊
ふ
く
り
ん
出
る
、
青
木
ふ
く
り
ん
い
で
上
方
へ
登
す
、

其
後
江
戸
に
施
又
上
方
よ
り
く
だ
り
た
る
故
難
波
か
へ
り
と
い
ふ

草
木
を

器う
つ
わに

植
、
其
頃
よ
り
奇
品
を
少
し
ヅ
ヽ
翫

も
て
あ
そび

た
る
よ
し
、
其
後
永
縞
と
い
ふ
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人
専
ら
種し

ゆ

々〲
の
欠か

け

陶
と
く
り

又
ハ
麁そ

器き

今
の
兜
鉢
半
胴
鉢
な
ど
也
、
今
に

お
ゐ
て
鉢
植
を
半
胴
植
と
い
ふ
也

抔
へ
植
、
夫そ

れ

よ

り
鉢
植
追
々
開ひ

ら

け
た
り
、
漢か

ら

土
に
ハ
其
以
前
よ
り
鉢
有
た
り
、
其
頃
も
渡わ

た

り

焼や
き

の
鉢
、
稀ま

れ

に
あ
り
た
る
よ
し
永
縞
又
ハ
金
王
栄
伝
な
ど
の
物
語
也
、
鉢
植

の
初
り
た
る
ハ
至
て
近
来
の
事
也
、
花
だ
ん
へ
植
る
事
ハ
い
つ
の
頃
よ
り
初

り
た
る
か
、
其
濫ら

ん

觴し
や
うを

知し

ら
ず

137　

永
島
先
生
＊
初
め
て
尾
張
瀬
戸
の
陶
工
に
命
じ
て
植
木
鉢
を
製
造
す
る

『
草
木
奇
品
家
雅
見
』
巻
之
上

繁
亭
金
太 

撰
輯

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）

＊
永
島
墨
林
（
幕
府
御
家
人
）
ヵ

永な
か

島し
ま

先せ
ん

生せ
い

ハ
東と

う

都と

四よ
つ

谷や

に
住ぢ

う

し
て
享き

や

保う
ほ

の
頃こ

ろ

の
人ひ

と

也な
り

、
天

う
ま
れ

資え
て

花う

木ゑ
き

を
好こ

の

ミ
奇き

品ひ
ん

を
愛あ

い

す
、
其そ

の

始
は
じ
め

花く
わ

壇だ
ん

植う
ゑ

木き

と
て
区

し
き
り

を
別わ

け

、
地ち

に
種う

ゑ

し
を
、
後の

ち

器う
つ
ハ

に
栽う

ゑ

て
壺つ

ぼ

木き

と
呼よ

ぶ

、
先せ

ん

生せ
い

始は
じ
めて

尾を

陽は
り

瀬せ

戸と

の
陶

す
ゑ
も
の

工つ
く
りに

命
い
ゝ
つ
けし

て
盆

ほ
と
ぎ

を
制

つ
く
ら

せ
し
む
、
是こ

れ

を
縁え

ん

付つ
き

と

唱と
な
ふ、

白し
ろ

鍔つ
ば

・
黒く

ろ

鍔つ
ば

鉢は
ち

是こ
れ

な
り
、
其そ

の

弁べ
ん

利り

今い
ま

に
於お

い

て
専

も
つ
ぱ

ら
用

も
ち
ゆ
るる

所
と
こ
ろ

な
り
（
後
略
）

138　

寛
政
頃
よ
り
鉢
植
物
と
生
花
、
殊
の
外
流
行
し
、
朝
顔
当
時
廃
れ
た
り

「
続
飛
鳥
川
」

著
者
未
詳

文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
）

（
前
略
）
鉢
植
物
、
寛
政
の
中
頃
よ
り
殊
の
外
流
行
し
、
価
も
高
直
に
な
り
。

其
頃
生
花
も
流
行
せ
し
な
り
。

（
中
略
）

朝
顔
の
種
類
色
々
出
る
事
、
文
化
の
始
よ
り
の
事
な
る
べ
し
。
夫
よ
り
直
段
も

高
く
な
り
、
会
も
有
り
、
す
り
も
の
も
出
来
、
板
本
も
出
た
り
。
当
時
は
す
た

り
た
り
。

139　
『
草
木
育
種
』
塘
窖
ぬ
り
だ
れ
の
事
な
ら
び
に
図

『
草
木
育
種
』
巻
上

岩
崎
常
正 

編
録

文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
）

図
版
54

　
　
　

塘む
ろ
あ
な
く
ら

窖
ぬ
り
だ
れ
の
事
并

図づ

按あ
ん
ず
るに

。
本ほ

ん

邦ぱ
う

の
北ほ

つ

国こ
く

寒か
ん

地ち

な
ど
へ
。
天て

ん

竺ぢ
く

安あ
ん

南な
ん

等と
う

の
暖だ

ん

国こ
く

の
草さ

う

木も
く

を
植

う
ゆ
る

に
ハ
。

冬ふ
ゆ

の
手て

当あ
て

専せ
ん

要よ
う

な
り
。
冬ふ

ゆ

ハ
皆ミ

な

唐と
う

む
ろ
に
入い

れ

置お
く

べ
し
。
其そ

の

唐と
う

む
ろ
の
建た

て

様や
う

ハ
。

北き
た

塞
ふ
さ
が
りて

南
ミ
な
ミ

あ
き
た
る
地ち

ハ
猶な

を

よ
し
。
南

ミ
な
み

に
陰か

げ

な
く
朝あ

さ

日ひ

よ
り
夕ゆ

う

日ひ

ま
で
よ
く

あ
た
る
所
へ
建た

て

べ
し
。
形

か
た
ち

ハ
図づ

の
如

ご
と
く

蔵く
ら

を
建

た
て
る

と
同
じ
。
土つ

ち

ハ
厚あ

つ

き
ほ
ど
よ
し
。

南ミ
な
み

の
方か

た

皆ミ
な

障
し
や
う

子じ

な
り
。
九
月
頃ご

ろ

に
も
寒

さ
む
さ

風か
ぜ

来き
た
れ

ハ
。
扶ふ

桑さ
う

花く
わ

山さ
ん

丹だ
ん

花く
わ

使し

君く
ん

子し

の

類る
い

ハ
早は

や

く
塘む

ろ

の
内
へ
入
。
障

し
や
う

子じ

を
か
け
置お

き

。
立り

つ

冬と
う

の
頃こ

ろ

十
月
中な

か

旬こ
ろ

よ
り
。
嶺れ

い

南な
ん

琉り
う

球き
う

等
の
暖だ

ん

国こ
く

よ
り
来き

た

る
草さ

う

木も
く

ハ
皆ミ

な

入
べ
し
。
其
内
日ひ

陰か
げ

を
好

こ
の
む

物
ハ
奥お

く

へ
入
。

前ま
へ

に
は
龍あ

舌だ
ん

草
さ

ぼ

て

ん

王
樹
の
類
を
置お

き

。
冬ふ

ゆ

も
塘む

ろ

の
内
ハ
土つ

ち

乾か
わ
くゆ

へ
水
を
折お

り

々〱
か
け

べ
し
。
天て

ん

晴は
れ

て
暖

あ
た
ゝ
かき

日
に
ハ
障し

や

子う
じ

を
は
づ
し
日ひ

を
あ
て
ゝ
よ
し
。
然

し
か
れ

ど
も
南

ミ
な
み

風か
ぜ

吹ふ
く

時
ハ
障し

や

子う
じ

を
取
べ
か
ら
ず
。
寒か

ん

中ち
う

の
南

ミ
な
み

風か
ぜ

ハ
甚

は
な
ハ

悪た
あ
しし

。
寒か

ん

中ち
う

又
曇く

も

り
た
る
日ひ

な
ど
ハ
障し

や

子う
じ

を
取と

る

べ
か
ら
ず
。
夕ゆ

う

七
ツ
時ど

き

頃こ
ろ

よ
り
酒さ

け

む
し
ろ
を
三み

重ゑ

四よ

重ゑ

も
覆

お
ほ
ふ

べ
し
。
若も

し

昼ひ
る

中な
か

に
て
も
俄

に
わ
か

に
く
も
れ
バ
直じ

き

ニ

む
し
ろ
を
か
け
べ
し
。
八
ツ
時
過す

ぎ

に
ハ
障し

や

子う
じ

を
明あ

け

る
事
悪あ

し

し
。
又
塘む

ろ

の
内
へ
鼠

ね
つ
ミ

入
て
草く

さ

木き

を
喰

く
ら
う

事
あ
り
。
其
時
ハ
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針は
り

が
ね
へ
小

ち
い
さ

鈴き
す
ずを

付つ
け

て
置お

け

バ
鼠

ね
つ
ミ

入
る
事
な
し
と
云い

へ

り
。
塘む

ろ

の
家や

根ね

ハ
茅か

や

に
て
も

杦す
ぎ

皮か
わ

に
て
も
葺ふ

く

べ
し
。
春は

る

の
被ひ

岸が
ん

頃ご
ろ

よ
り
丈じ

や

夫う
ぶ

な
る
も
の
を
先さ

き

へ
出い

だ

し
追お

い

々
出い

だ

す
べ
し
。
唐と

う

物も
の

類る
ひ

ハ
清せ

い

明め
い

の
頃こ

ろ

に
ハ
皆

ミ
な

出い
だ

し
て
よ
し

140　

永
島
先
生
＊
の
門
人
、
唐
窖
を
作
り
舶
来
の
種
を
養
う

『
草
木
奇
品
家
雅
見
』
巻
之
上

繁
亭
金
太 

撰
輯

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）

＊
永
島
墨
林
（
幕
府
御
家
人
）ヵ

朝あ
さ

比ひ

奈な

ハ
東と

う

都と

四よ
つ

谷や

新し
ん

邸や
し
き

の
人ひ

と

な
り
、
永な

が

島し
ま

先せ
ん

生せ
い

の
門も

ん

に
入い

つ

て
好か

う

人じ
ん

の
聞

き
こ
え

あ

り
、
奇き

品ひ
ん

を
愛あ

い

す
る
こ
と
衆

し
ゆ
う

に
殊こ

と

な
り
、
寒か

ん

夜や

に
不い

ね

寐ず

し
て
草さ

う

木も
く

の
寒

さ
ふ
さ

を
想

お
も
ひ

像や
り

、
窖む

ろ

を
造

つ
く
り

て
舶わ

た

来り

の
種

く
さ
き

を
養

や
し
な
ふ、

今い
ま

の
唐た

う

窖む
ろ

是こ
れ

な
り
、
但

た
ゝ
し

唐た
う

窖む
ろ

其そ
の

頃こ
ろ

ハ
床ゆ

か

下し
た

に

造
つ
く
る

と
云い

ふ

、
今い

ま

の
法は

ふ

に
異こ

と

な
り
、

後の
ち

世に

改
あ
ら
た
め

て
今い

ま

の
法は

ふ

と
す
と
云い

ふ

始は
し
め

て
草そ

う

木も
く

の
性せ

い

に
随

し
た
が
つて

寒
さ
ふ
さ

暑
あ
つ
さ

陰か
げ

陽ひ
な
た

の
護も

ち

持や
う

を
別わ

か

ち
及

お
よ
び

、
百た

ち

は

な

両
金

の
葉は

を
洗

あ
ら
ひ

て
こ
む
し
を
除

の
ぞ
き

、
且か

つ

当た
う

歳ざ
い

に
花は

な

芽め

を
着つ

く

る
こ
と
を

考
か
ん
が
へ

伝つ
た
ふ、

万よ
ろ
づ

種
の
く
さ

培つ
ち

養か
ひ

、
や
し
な

斯ひ
こ

人
の
ひ
と

最も
つ

抜
と
も
ば

群つ
く
んな

り
と
云

141　

蘭
の
類
、
養
い
が
た
し
と
思
う
は
、
了
簡
違
い
の
も
と
な
り

『
草
木
錦
葉
集
』
巻
之
六

水
野
忠
暁 

著

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）

○
蘭ら

ん

の�

類
至
て
養

や
し
な

ひ
が
た
し
と
思
ふ
ハ
、
是

了
り
や
う

簡け
ん

違ち
が

ひ
の
本
也
、
世よ

の

人ひ
と

多お
ゝ

く

ハ
、
手
当
大
切
過す

ぎ

雨
に
も
当
ず
、
水
を
も
沢
山
懸
ざ
る
故
、
痛
か
と
察さ

つ

し
た
り
、
駿す

る

河が

房ぼ
う

州し
う

辺
ゟ
出い

づ

る
品
ハ
根
を
切
廻ま

ハ

し
て
秋
持
来
る
を
其
儘ま

〻

鉢
植
に
し
て
冬
月
を
凌し

の

ぐ
故
痛
也
。
蘭
を
養

や
し
な
ハん

と
思
ふ
に
ハ
夏な

つ

子こ

生し
や
うず

る
勢

い
き
ほ

ひ
を
見
定さ

だ
めて

求も
と

む
れ
ば
、
決け

つ

し
て
痛
う
れ
ひ
な
し

○
持
方�

ハ
春
室
ゟ
出
し
、
雨
に
当あ

て

、
日
の
当
ら
ざ
る
家
根
下
へ
置
、
尤
薄う

す

日
を

当
る
ハ
よ
し
、
其
当
分
水

晞
か
ハ
く

故
、
日
々
水
を
懸
べ
し
、
八
十
八
夜
頃

霜
の

ふ
ら

ざ
る
を
考
へ
庭
へ
出
し
、
葭よ

し

簀ず

一
枚
懸
を
き
、
暑
気
甚
し
く
ハ
、

其
頃
よ
り
葭
簀
二
枚
懸
て
よ
し
、
八
十
八
夜
ゟ
秋
彼
岸
迠
ハ
大
雨
霖
雨

と
い
へ
ど
取
入
る
に
及
ば
す
、
懸
水
ハ
日
々
見
廻
る
べ
し
、
秋
彼
岸
よ

り
雨
の
当
ら
ざ
る
様
に
手
当
し
、
冬
に
至
り
縁ゑ

ん

側が
ハ

杯
へ
置
、
水

凍
こ
ほ
る

頃
、

室
又
ハ
土
蔵
へ
入
、
懸
水
ハ
夏
の
加
減
ゟ
ハ
少
し
ひ
か
へ
て
よ
し
、
冬

ハ
鉢
の
廻
り
よ
り
水
懸
べ
し
、
葉
の
中
へ
水
懸
れ
バ
、
春
に
至
り
葉
青

く
、
其
儘ま

ゝ

に
て
土
際ギ

ハ

ゟ
抜ぬ

け

る
事
あ
り
、
又
冬
水
晞
ハ
葉
黒
く
痛
、
唐
室

へ
入
れ
ハ
別
し
て
吉
、
南
風
を
嫌き

ら

ふ
品
と
心
得
べ
し
、
春
南
風
吹
節
ハ

早
く
室
よ
り
出
し
、
北
向
の
所
へ
置
ハ
別
し
て
よ
し
、
南
向
に
て
も
室

へ
置
に
ハ
ま
さ
れ
り
、
其
節
水
晞
か
ざ
る
様
に
手
当
す
べ
し

　
　
　

�

○
植
土
ハ
紀
州
和
歌
山
の
砂
を
上
と
す
、
京
都
加
茂
川
、
大
坂
淀よ

ど

川
の

砂
も
よ
し
、
江
戸
近
在
玉
川
其
外
所
々
小こ

川
の
砂
ハ
皆
細
か
故
、
川
の

瀬せ

曲ま
が

り
水
行
当
り
、
出で

洲す

に
成な

り

た
る
所
の
砂
を
中
ふ
る
ひ
に
て
通
し
、

又
味み

噌そ

こ
し
に
て
み
じ
ん
粉こ

を
ふ
る
ひ
捨
、
小
豆
又
ハ
麦む

ぎ

の
挽ひ

き

割わ
り

程
の

品
、
是
を
植
土
の
上
と
す

　
　
　

�

○
植
る
鉢
又
ハ
石
台
に
て
も
深ふ

か

き
か
た
よ
し
、
鉢
の
下
へ
炭
を
入
、
其

上
へ
大ま

豆め

位
の
小
石
少
し
入
、
右
中
ぶ
る
ひ
の
砂
に
て
植
る
○
根
腐く

さ
りあ

ら
ば
は
さ
み
捨
、
根
を
曲ま

げ

る
節
痛
ゆ
へ
、
心
付
べ
し
、
○
上
置
に
荒
き

黒
土
を
四
五
分
置
も
吉
、
是
ハ
其
人
々
の
意
に
す
べ
し
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�

○
植
替
ハ
八
十
八
夜
後
最さ

い

上
の
時
節
也
、
夫
よ
り
後
植
替か

ゆ

れ
バ
子
長の

び

ず
、
外
に
障

さ
ハ
り

な
し
、
秋
彼
岸
前
植
替
る
も
よ
し
、
併

し
か
し

四
月
に
は
及
ば
す

○
年
々
一
本
ヅ
ヽ
に
か
き
植
れ
バ
、
一
本
よ
り
子
一
本
ヅ
ヽ
ふ
ゆ
れ
ど

も
丈
の
び
ず
○
四
年
を
限
り
植
替
て
よ
し
、
植
替
の
節
、
古
根
を
か
き

捨
て
よ
し
、
又
捨
る
古
根
の
玉
植
置
ば
、
芽
出
る
を
と
ち
ふ
き
と
い
ふ

○
上
方
に
て
ハ
年
々
植
替か

ゆ

れ
ど
江
戸
に
て
ハ
年
々
植
替
れ
バ
丈
長の

び

ず

　
　
　

�

○
養
ひ
ハ
八
十
八
夜
よ
り
秋
彼
岸
迠

鰹
か
つ
を

節ぶ
し

肥
一
ヶ
月
三
度
位
よ
し
○

置
肥
○
又
ハ
唐た

う

櫛ぐ
し

の
す
き
か
す
を
鉢
の
廻
り
の
土
を
少
し
掘ほ

り

て
入
る
も

吉よ
し

、
併

し
か
し

む
れ
る
事
有
ゆ
へ
、
勘
弁
し
て
用
ゆ
べ
し
○
蘭
の
名
目
付
た
る

品
数あ

ま

た多
あ
り
、
其
根
雄ゆ

う

蘭
の
根
に
似
た
る
品
ハ
皆
手
当
同
様
に
て
格
別

違
は
ず
○
貝か

い

が
ら
虫
を
し
り
ぞ
く
る
伝
ハ
初
巻
虫
の
部
に
あ
り
（
後
略
）

142　

盆
栽
の
草
木
こ
の
月
室
に
収
め
、
仲
春
に
至
り
て
取
出
す

『
東
都
歳
事
記
』
巻
四
・
十
月

斎
藤
月
岑 

他 

編
著
・
長
谷
川
雪
旦
・
雪
堤 

画

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）

○
盆ハ

チ

栽ウ
エ

の
草
木
こ
の
月
室
に
収
め
、
仲
春
に
至
り
て
取
出
す
、
大
よ
そ
山
丹
花
・

紫
お
も
と
・
茉マ

ツ

莉リ

・
蘇
鉄
・

王
樹
・
阿ア

断ダ
ン

・
麒
麟
角
の
類
寒
を
恐
る
ゝ
も
の

分
て
室
へ
入
る
事
早
く
、
室
は
唐
む
ろ
・
ぬ
り
た
れ
・
あ
ん
ど
う
む
ろ
・
穴
ぐ

ら
等
あ
り
、
種
類
に
よ
り
て
差
別
あ
る
べ
し
、
む
ろ
咲
の
福
寿
草
・
梅
ハ
九
月

の
末
よ
り
あ
り

（
マ
マ
）
サ
ホ 

テ
ン

143　

今
川
橋
焼
物
屋
に
て
植
木
鉢
（
万
古
焼
）
を
購
入
す

「
宴
遊
日
記
」
第
六
上

柳
沢
信
鴻 

著

安
永
七
年
五
月
三
日
条
（
一
七
七
八
）

関
連
図
版
52

　
　
　

三
日
快
晴
東
南
白
雲
少
流
終
日
大
快
晴

○
九
半
前
よ
り
上
邸
江

行
、
（
中
略
）
芝
居
昨
日
よ
り
休
む
由
、
通
町
通
り
万
古

鄽
へ
立
寄
、
今
川
橋
焼
物
や
二
軒
に
て
植
木
鉢
・
蓋
物
求
め
、
浅
野
・
穴
沢
を

残
し
行
、
穴
沢
筋
違
橋
に
て
追
い
つ
く
、
（
中
略
）
土
物
店
に
て
挑
灯
付
け
、

六
過
帰
廬

144　

今
川
橋
付
近
、
陶
器
店
の
光
景

『
江
戸
名
所
図
会
』
巻
之
一

斎
藤
月
岑 

他 

編
著
・
長
谷
川
雪
旦 

画

天
保
五
～
七
年
（
一
八
三
四
～
三
六
）

図
版
52

今い
ま

川か
ハ

橋は
し　

本ほ
ん

銀
し
ろ
か
ね

町ち
や
うの

大お
ほ

通と
ほ
りよ

り
元も

と

乗の
り

物も
の

町ち
や
うへ

渡
わ
た
る

橋は
し

を
云い

ふ

、
此こ

の

堀ほ
り

を
神か

ん

田た

堀ほ
り

と

号な
つ

く
、
元け

ん

禄ろ
く

四
年
辛
未
堀ほ

り

割わ
り

た
り
と
そ
、
其そ

の

頃こ
ろ

此こ
の

地ち

の
里な

ぬ

正し

を
今い

ま

川か
ハ

某
そ
れ
か
しと

云い
ひ

け
れ
ハ
、
直す

く

に
橋は

し

の
号な

に
呼よ

ひ

け
る
と
云い

ふ

、
今い

ま

此こ
の

橋は
し

詰つ
め

の
左さ

右い
う

に
陶せ

と

器も
の

鄽た
な

あ
り
（
後

略
）
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145　

寸
地
の
余
地
な
き
町
住
居
の
花
園
は
こ
の
土
鉢
の
草
花
な
り

『
絵
本
江
戸
風
俗
往
来
』

菊
池
貴
一
郎 

著
・
鈴
木
棠
三 

編

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）

　

植
木
屋　

「
う
え
ー
き
花
ァ
、
う
え
木
や
ァ
、
う
え
ー
き
ァ
、
う
え
ー
き
」

と
呼
ぶ
は
、
金き

ん

盞せ
ん

花か

が
季
の
売
物
に
て
花
盛
り
、
こ
の
外
遊さ

ん

蝶し
き

花す
み
れ・

延
命
菊
な

ど
い
う
や
さ
し
き
土
鉢
仕
立
の
草
花
、
見
る
よ
り
老
少
の
男
女
買
わ
ま
ほ
し
く

馳
せ
出
で
て
求
め
、
肱ひ

じ

か
け
の
小
窓
口
な
ど
へ
並
べ
置
き
て
楽
し
む
。
寸
地
の

余
地
な
き
町
住
居
の
花
園
は
、
こ
の
土
鉢
の
草
花
な
り
。
こ
の
月
の
末
よ
り
、

都と

中
ち
ゆ
う

、
朝

ち
よ
う

夕せ
き

夜や

中ち
ゆ
うを

い
わ
ず
、
テ
ッ
ペ
ン
カ
ケ
タ
カ
と
時
鳥
、
中な

か

空ぞ
ら

に
響
く
よ

り
、
風
雅
人
の
耳
を
な
ぐ
さ
む
。
ま
た
日に

ち

々
曇く

も

り天
多
き
は
、
梅ば

い

雨う

前
な
る
故
な

り
。

　

さ
て
工
商
は
二
月
下
旬
よ
り
こ
の
方
、
諸
大
小
名
方
御
入
府
、
御
出
府
の
道

中
向
き
の
御
用
に
忙
が
わ
し
く
、
暇
日
少
し
も
な
く
、
引
き
つ
づ
き
て
三
月
上

巳み

節
句
に
て
、
公こ

う

辺へ
ん

御
勤
め
御
役
人
衆
は
さ
ら
な
り
、
神
社
仏
寺
は
、
神
式
仏

法
の
諸
器
、
並
び
に
装
束
、
法
衣
類
繕
ろ
い
直
し
あ
り
、
新
調
あ
り
て
、
御
用

甚
だ
繁
忙
な
る
よ
り
、
百
余
人
召
抱
え
使
う
大
店
に
て
も
、
手
廻
り
兼
ね
し
は
、

節
句
と
い
う
物も

の

前ま
え

な
る
に
よ
る
。
上
巳
節
句
も
過
ぎ
て
、
花
見
・
汐
干
・
芝
居

見
物
す
み
、
桜
桃
も
散
る
頃
よ
り
、
ま
た
五
月
端
午
の
節
句
物も

の

前ま
え

と
て
、
工
商

の
繁
忙
ま
た
前
条
の
如
し
。

146　

振
売
の
植
木
売
、
増
加
し
て
地
借
の
植
木
屋
の
減
少
を
も
た
ら
す

「
坂
本
町
旧
記
」
天

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）

　
　
　
　
　

植
木
屋
差
置
候
事

一�

植
木
屋
共
は
享
保
年
中
頃
は
御
拝
借
地
ニ

借
宅
仕
、
拾
軒
程
も
有
之
候
処
、

元
文
元
年
之
頃
は
、
植
木
屋
段
々
借
地
を
上
ケ
、
漸
々
二
三
軒
ニ

相
成
候
、

延
享
年
中
ゟ
所
々
ゟ
大
勢
植
木
持
参
、
往
来
ニ
而

商
売
仕
候
処
ニ

、
宝
暦
六

年
子
四
月
春
、
御
屋
敷
と
植
木
屋
致
口
論
、
町
内
を
騒
せ
世
話
相
懸
申
候
故
、

行
事
并

年
番
は
不
及
申
、
致
迷
惑
候
処
ニ

、
其
折
節
又
候
道
御
奉
行
松
平
権

兵
衛
様
御
道
懸
り
被
成
、
外
ニ

松
弐
三
本
差
置
有
之
ヲ

御
咎
ニ

逢
、
行
事
御

吃
（
叱
カ
）を

請
申
候
、
依
之
御
拝
借
地
年
番
長
右
衛
門
殿
、
市
郎
兵
衛
殿
、
右
植
木

屋
共
八
月
十
二
日
ニ

参
候
而
、
往
来
噪
敷
、
町
内
之
世
話
甚
迷
惑
仕
候
ニ

付
、

此
度
幸
ニ

植
木
屋
共
参
候
事
差
留
可
申
由
、
惣
家
主
不
残
相
談
之
上
、
御
拝

借
地
は
勿
論
、
川
岸
通
往
来
ニ

も
、
此
上
は
急
度
差
置
申
間
敷
候
と
相
談
相

究
、
然
所
ニ

植
木
屋
罷
出
候
事
被
相
留
、
殊
之
外
及
難
儀
候
由
、
名
主
殿
江

罷
越
、
何
卒
是
迠
之
通
植
木
屋
と
も
被
差
置
被
下
候
様
ニ

、
名
主
殿
江

相
頼

申
候
得
共
、
名
主
殿
ニ

も
町
内
之
世
話
多
キ
事
ニ

候
得
は
、
一
向
難
成
由
被

仰
取
上
不
被
申
候
、
然
処
ニ

翌
年
三
月
町
内
ニ

居
候
植
木
屋
平
兵
衛
、
伊
兵

衛
、
仁
兵
衛
、
町
抱
六
右
衛
門
、
右
之
者
共
、
書
役
又
七
を
以
年
番
両
人
江

申
候
は
、
八
日
十
二
日
前
度
ゟ
御
拝
借
地
江

参
渡
世
仕
来
候
処
、
去
年
春
口

論
ニ

付
、
植
木
屋
共
不
残
罷
出
候
義
御
留
被
成
候
段
御
尤
ニ

御
座
候
ニ

付
、

植
木
屋
共
我
々
共
を
以
、
達
而

御
詫
を
仕
呉
候
様
ニ

度
々
相
願
申
候
間
、
依

之
此
已
来
随
分
喧
嘩
口
論
無
之
様
ニ

相
慎
、
御
町
内
江

御
苦
労
ニ

不
相
成
様
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ニ

惣
植
木
屋
と
も
相
慎
可
申
由
申
候
、
依
之
私
共
加
判
仕
、
御
町
内
江

一
札

差
出
可
申
由
達
而

相
詫
申
候
ニ

付
、
町
内
相
談
之
上
、
右
之
者
共
相
詫
候
ニ

付
、

可
差
出
と
存
候
得
共
、
是
迠
何
も
町
内
江

余
徳
も
無
之
故
、
此
度
は
町
内
世

話
為
諸
入
用
植
木
屋
壱
人
前
ゟ
拾
六
銅
宛
取
立
可
差
出
与

致
相
談
候
而

、
右

世
話
諸
入
用
銭
高
一
ヶ
月
ニ

両
日
分
三
貫
文
余
ニ

相
見
江

都
合
十
二
ヶ
月
分

晴
雨
共
ニ

平
均
凡
四
拾
貫
文
余
も
有
之
候
得
共
、
右
世
話
諸
用
銭
取
立
候

ハ
ヽ
、
此
上
共
ニ

我
儘
等
申
、
町
内
ニ
而

申
事
も
相
用
申
間
敷
候
間
、
所
詮

取
立
候
義
は
不
宜
候
間
、
是
迠
之
通
壱
銭
も
不
請
上
は
、
植
木
屋
共
喧
嘩
口

論
其
外
物
噪
敷
事
有
之
候
共
、
町
内
存
分
を
申
、
取
静
候
事
ニ
候
、
此
上
之

所
、
右
四
人
之
者
共
一
札
を
差
入
、
達
而

相
詫
申
候
故
、
丑
四
月
ゟ
前
々
之

通
、
植
木
売
差
置
申
候
、
右
一
札
は
会
所
又
七
方
ニ

取
置
有
之
候
、
以
上

　
　
　

宝
暦
七
年
丑

五
月

147　

茅
場
町
薬
師
参
り
で
、
近
来
盆
種
の
草
木
、
縁
日
ご
と
に
商
わ
れ
る

『
東
都
歳
事
記
』
巻
之
一
上

斎
藤
月
岑 

他  

編
著
・
長
谷
川
雪
旦
・
雪
堤 

画

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）

八
（
正
月
）

日� 

　
　

 

　

薬
師
参　

茅
場
町
〔
別
当
知
泉
院
、
当
所
こ
と
に
参
詣
多
し
、

縁
日
毎
に
夕
方
よ
り
商
人
多
く
、
又
盆ハ

チ

植ウ
エ

の
草
木
庭
木
等
を
售
ふ
事
夥

し
、
故
に
坂
本
町
の
辺
を
植
木
店
と
い
ふ
、
都
て
近
来
盆
種
の
草
木
、
世

に
行
れ
て
縁
日
毎
に
商
ふ
内
に
も
当
所
を
首
と
す
〕

毎
月

148　

四
谷
荒
木
町 

町
内
植
木
屋
多
く
、
新
木
を
直
し
て
所
々
へ
売
買
す
る

「
町
方
書
上
」
四
谷 

壱

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
谷
伝
馬
町
弐
丁
目

（
中
略
）

一

�

町
内
北
側
西
境
横
町
ヲ

里
俗
荒
木
横
町
と
唱
来
候
、
右
は
往
古
横
町
内
ニ

植
木
屋
多
く
住
居
、
近
在
ゟ
新
木
ヲ

買
入
同
所
ニ
而

木
振
ヲ

直
し
、
所
々
江

売
買
致
候
由
、
右
躰
新
木
数
多
引
入
候
故
新
木
横
町
之
名
目
有
之
候
処
、

い
づ
れ
之
頃
ゟ
か
新
字
ヲ

荒
字
ニ

誤
り
荒
木
横
町
と
唱
来
候
、
併
古
之
姿
ヲ

残
し
今
以
植
木
屋
四
軒
住
居
仕
候
（
後
略
）

149　

花
売
り
お
よ
び
植
木
売
り

『
絵
本
江
戸
風
俗
往
来
』

菊
池
貴
一
郎 

著
・
鈴
木
棠
三 

編

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）

　

花
売
及
び
植
木
売　

金き
ん

盞せ
ん

花か

末す
え

な
り
。
花
菖
蒲
・
杜か

き

つ

ば

た

若
花
・
か
つ
み
・
躑つ

つ

躅じ

を
花
盛
り
と
す
。
植
木
売
も
こ
れ
等
の
花
を
売
り
あ
る
く
。
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150　

仏
花
の
振
売

「
宝
暦
現
来
集
」

山
田
桂
翁 

著

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

○
花
売
、
寛
政
度
迠
は
、
御
花
三
文
づ
ゝ
と
申
、
仏
花
一
把
売
け
り
、
毎
朝
御

花
三
文
づ
ゝ
迚
売
来
る
也
、
い
ま
は
五
文
、
三
文
は
買
に
く
し
、
八
文
か
十
二

文
か
の
外
売
も
せ
ず
、
買
も
し
に
く
し
、

151　

花
売
は
男
子
多
く
、
稀
に
老
婆
も
あ
り

「
守
貞
謾
稿
」
巻
六

喜
田
川
守
貞 

著

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
以
降

花
売　

三
都
ト
モ
ニ
花
売
ニ
ハ
男
子
多
ク
、
又
稀

ニ
老
姥
モ
ア
リ
、
仏
ニ
供
ス
ル
花
ヲ
専
ト
シ
、
活

花
ニ
用
フ
ル
花
ハ
少
シ
、
京
坂
ハ
仏
供
ノ
花
価
三

銭
以
上
ヲ
売
ル
、
三
文
或
ハ
五
文
モ
ア
リ
、
夫
ヨ

リ
十
廿

（
カ
）

文
ヲ
供
ス
ル
モ
ア
リ
、
親
鸞
宗
ハ
、
貴
価

ノ
花
ヲ
供
ス
ル
コ
ト
三
都
相
似
シ
、
江
戸
ハ
八
文
以
上
ヲ
売
ル
、
大
約
、
江
戸

小
価
ノ
物
ハ
四
文
八
文
ヨ
リ
、
四
十
八
文
、
六
十
四
文
卜
、
凡
テ
四
ヲ
積
テ
価

ト
ス
ル
コ
ト
、
四
当
銭
ヲ
専
用
ス
ル
故
也

152　

植
木
売
り

「
守
貞
謾
稿
」
巻
六

喜
田
川
守
貞 

著

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
以
降

植
木
売　

都
テ
草
木
ノ
類
、
専
ラ
此
具
ヲ
以
テ
担

レ

之
、

大
樹
ニ
ハ
不

レ

用
レ

之
、
又
貴
価
鉢
木
ノ
類
ハ
、
御
膳
篭

ニ

納
テ
担

レ

之
、
御
膳
篭
ノ
真
図
、
紙
屑
買
ノ
下
ニ
図
ス

者
卜
同
ク
、
深
キ
ヲ
用
フ
、
又
深
サ
半
ナ
ル
篭
、
諸
戸
ノ

専
用
ト
ス
、
サ
ク
ラ
草
売
・
朝
皃
売
・
ヒ
ヱ
マ
キ
ウ
リ
・

瓦
器
売
・
古
傘
買
ノ
荷
具
各
与

レ

之
同
制

153　

躑
躅
花
売
り

「
守
貞
謾
稿
」
巻
六

喜
田
川
守
貞 

著

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
以
降

躑
躅
花
売　

初
夏
ノ
頃
、
近
キ
山
家
ヨ
リ
来
テ
売

レ

之
、

四
月
八
日
、
日
天
ニ
供
モ
是
也
、
又
蕨
ヲ
兼
売
ル
、

詞
ニ

「
花
ヤ
、
ワ
ラ
ビ

〱
、
云
々
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154　

稗
蒔
売
り
・
桜
草
売
り
・
蕣
花
売
り

「
守
貞
謾
稿
」
巻
六

喜
田
川
守
貞 

著

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
以
降

稗
蒔
売　

サ
ク
ラ
草
ハ
季
春
ノ
比
売
レ

之
、
瓦
鉢
ニ
植
ル
、
ヒ
ヱ
マ
キ
ハ
初
夏

桜
草
売　

ノ
比
売
レ

之
、
是
又
瓦
盆
ニ
稗
種
ヲ
マ
キ
、
芽
ヲ
出
シ
テ
四
五
分
ナ

蕣
花
売　

ル
物
ニ
田
家
人
畜
ノ
製
物
ヲ
置
ク

　
　
　
　

植
木
屋
ト
同
形
ノ
具
ヲ
以
テ
担
ヒ
廻
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鉢
大
小
ア
リ

　
　
　
　
　
　

 

155　

土
焼
の
小
鉢
に
植
え
付
け
て
、
桜
草
売
り
よ
り
買
う
薄
紅
の
花

『
絵
本
江
戸
風
俗
往
来
』

菊
池
貴
一
郎 
著
・
鈴
木
棠
三 

編

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
序

　

桜
さ
く
ら

草そ
う

売う
り　

「
エ
ー
桜
草
や
、
桜
草
」
と
声
た
か
く
呼
ぶ
。
植
木
屋
の
荷
な
い

売
は
、
戸
田
河
原
辺
に
生
い
繁
り
て
花
咲
く
桜
草
に
し
て
、
至
っ
て
野
生
の
種

な
り
。
か
の
大
久
保
辺
に
て
種
を
選
び
、
根
を
吟
味
し
て
作
れ
る
名
花
大
輪
に

あ
ら
ず
。
土
焼
の
小
鉢
に
植
え
付
け
て
、
ふ
さ
ふ
さ
と
薄

紅
く
れ
な
い

の
花
な
り
し
も
、

姿
や
さ
し
く
士し

女じ
よ

の
め
ず
る
よ
り
買
う
こ
と
多
し
。
ま
た
売
り
声
も
鄙ひ

な

め
き
た

る
所
、
都
の
春
に
趣
を
添
え
け
る
。
已す

で

に
桜
草
売
の
手
踊
、
振ふ

り

事ご
と

す
ら
作
ら
れ

桜
草　

長
サ
二
三
寸

た
り
。

156　

朝
顔
売
り

『
絵
本
江
戸
風
俗
往
来
』

菊
池
貴
一
郎 

著
・
鈴
木
棠
三 

編

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）

　

朝
顔
売　

朝
顔
は
五
月
中
ば
よ
り
売
り
出
し
、
八
月
前
迠
を
限
り
と
す
。
す

べ
て
こ
の
朝
顔
は
土
焼
の
小
鉢
造
り
、
花
は
紅べ

に

白し
ろ

・
瑠
璃
・
浅
黄
・
柿
色
・
縁へ

り

と
り
・
し
ぼ
り
の
種
々
あ
り
て
、
輪り

ん

は
大
鉢
な
る
も
の
売
れ
口
よ
し
。
こ
の
鉢

仕じ

立た
て

の
朝
顔
は
、
入
谷
・
浅
草
辺
の
古
き
土ど

溝ぶ

の
土
を
と
り
、
よ
く
枯
ら
し
た

る
を
鉢
に
い
れ
て
、
種
を
蒔
き
付
け
て
花
を
咲
か
し
む
る
と
か
や
。
さ
れ
ば
花

に
価
な
く
し
て
、
土
と
鉢
の
価
を
も
っ
て
商
う
と
き
き
ぬ
。
毎ま

い

朝
ち
よ
う

未
明
よ
り

荷
な
い
出
し
、
正ひ

午る

前
迠
に
売
り
切
っ
て
帰
る
。
朝
露
を
含ふ

く

め
る
花
の
姿
は
、

短
夜
の
ね
ぶ
た
き
眼
を
さ
ま
さ
し
む
る
よ
り
、
争
い
て
需も

と

め
け
る
な
り
。
当
時

は
朝
顔
見
物
に
入
谷
へ
行
く
人
、
実
に
ま
れ
な
り
。
ま
た
武
家
方
に
て
は
、
手

造
り
の
名
花
を
仕
立
て
て
、
知ち

己き

ま
た
縁
辺
へ
贈
る
も
あ
り
。
こ
れ
等
の
花
は

全ま
つ
たく

、
眼
の
覚
め
る
も
の
あ
り
た
る
。

157　

隠
居
大
名
、
花
売
り
か
ら
岩
檜
葉
と
仙
翁
花
、
桔
梗
を
求
む

「
宴
遊
日
記
」
巻
四
上

柳
沢
信
鴻 

著

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
六
月
十
八
日
条
よ
り
抜
粋

谷
中
に
て
花
う
り
の
荷
の
岩
檜
葉
を
買
ひ
、
棧
崎
に
て
仙
翁
花
生
華
を
買
ひ
、
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本
根
津
に
て
桔
梗
を
買
ひ
、
植
木
屋
を
見
、
帰
路
甚
涼
し
く
雰
次
第
に
薄
し
、

門
前
に
て
鹿
手
習
に
行
に
逢
ふ
、
五
少
過
帰
廬
、
楊
枝
・
桔
梗
を
お
隆
へ
、
太

鼓
を
お
か
ね
へ
遣
す

158　

神
仏
の
縁
日
に
出
る
水
仙
売
り

『
江
戸
名
所
花
暦
』
巻
四

岡
山
鳥 

編
・
長
谷
川
雪
旦 

画

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）

　
　
　
　
　

○
水す

ひ

仙せ
ん

押お
し

上あ
け�

植う
へ

木き

屋や　

此こ
の

地ち

に
限か

き

ら
す
、
染そ

め

井ゐ

・
三さ

ん

崎さ
き

・
巣す

鴨か
も

・
四よ

ツつ

谷や

・
目め

黒く
ろ

辺へ
ん

処し
よ

々〱
に
て
つ
く
り
、
花は

な

少す
こ

し
も
早は

や

く
咲さ

き

出い
づ

る
を
よ
し
と
し
て
、
神し

ん

仏ふ
つ

の
縁え

ん

日に
ち

に
も
ち
出い

て

て
鬻ひ

さ

く

159　

毎
月
八
日
・
十
二
日　

薬
師
の
縁
日
に
は
植
木
商
い
夥
し

『
江
戸
名
所
図
会
』
巻
之
一

斎
藤
月
岑 

他 

編
著
・
長
谷
川
雪
旦 

画

天
保
五
～
七
年
（
一
八
三
四
～
三
六
）

夕
や
く
し
す
ゝ
し
き
風
の
誓
か
な　
　

其
角

毎
月
八
日
・
十
二
日
、
薬や

く

師し

の
縁え

ん

日に
ち

に
ハ
植う

へ

木き

を
商

あ
き
な

ふ
こ
と
夥

お
ひ
た
ゝし

く
、
参さ

ん

詣け
い

群く
ん

集し
ふ

し
て
賑

に
き
わ

え
り

160　

浅
草
寺
門
前
、
毎
日
植
木
の
市
立
て
り

『
東
都
歳
事
記
』
巻
之
一
上

斎
藤
月
岑 

他 

編
著
・
長
谷
川
雪
旦
・
雪
堤 

画

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）

十
（
正
月
）

�

七
日
（
中
略
）
毎
月
　

観
音
参
廿
三
日
迠
〔
七
観
音
と
い
ふ
〕
浅
草
寺
〔
十
七

日
に
は
夜
中
ま
て
参
詣
あ
り
て
賑
し
、
当
寺
は
四
時
参
詣
た
え
す
、
門
前
毎

日
植
木
の
市
立
り
〕
（
後
略
）

161　

神
仏
の
縁
日
は
夏
を
専
ら
と
し
て
植
木
商
人
多
し

『
東
都
歳
事
記
』
巻
二

斎
藤
月
岑 

他 

編
著
・
長
谷
川
雪
旦
・
雪
堤 

画

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）

廿
（
五
月
）

八�

日
（
中
略
）
○
両
国
橋
の
夕
涼
、
今
日
よ
り
始
り
、
八
月
廿
八
日
に
終
る
、

并
に
茶
屋
・
看ミ

せ
物モ

ノ

・
夜ヨ

店ミ
セ

の
始
に
し
て
、
今
夜
よ
り
花
火
を
と
も
す
、

逐マ
イ

夜ヤ

貴
賤
群
集
す
（
中
略
）

納ス
ゞ

涼ミ�

○
両
国
橋
辺
前
に　

い
へ
り

大
川
通　

隅
田
川　

不シ
ノ

忍バ
ズ

池
辺
〔
五
月
の
半
よ
り
ハ

黄タ
ソ

昏カ
レ

よ
り
辻
々
広
場
等
に
仮
の
出
茶
屋
を
儲
け
な
ら
ひ
に
街
の
商
人
多
く

夜
々
の
賑
ひ
い
ふ
も
更
な
り
、
神
仏
の
縁
日
ハ
夏
を
専
と
し
て
植
木
そ
の

余
商
人
わ
け
て
多
し
、
乁
江
戸
店
や
戸
さ
ゝ
ぬ
御
代
の
下
す
ゝ
み　

梅
翁

　
　

�
通
り
町
筋　

上
野
黒
門
前
広
小
路　

山
下　

浅
草
雷
神
門
前　

四
谷
御
門

外　

市
谷
御
門
外　

芝
神
明
宮
境
内　

赤
羽
根
川
端
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162　

植
木
屋
共
縁
日
へ
の
出
商
い
出
願
の
こ
と

「
江
戸
町
触
集
成
」
一
三
二
九
〇

天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

町
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年

番

名

主

共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
掛
名
主
共

御
府
内
町
道
場
之
儀
、
其
寺
院
社
人
修
験
陰
陽
師
ニ
至
迠
、
追
々
寺
社
奉
行
所

ニ
お
ゐ
て
取
調
之
上
、
及
沙
汰
候
筋
有
之
間
、
地
主
家
主
等
ニ
お
ゐ
て
も
其
旨

相
心
得
、
全
ク
之
古
跡
地
は
格
別
、
其
余
平
日
参
詣
人
等
は
勿
論
、
縁
日
之
砌

道
場
最
寄
り
諸
商
人
差
出
候
類
之
義
は
一
切
不
相
成
候
、
此
旨
町
々
不
洩
様
申

合
、
猥
之
儀
無
之
様
町
役
人
共
ゟ
厳
敷
制
当
可
致
候
、
此
外
武
家
屋
敷
勧
請
之

神
仏
最
寄
江

立
商
人
之
類
差
出
候
義
は
難
相
成
段
、
去
亥
十
二
月
相
触
、
辻
番

廻
り
場
之
内
は
其
向
々
ニ
而

心
得
候
得
共
、
町
方
最
寄
之
屋
敷
町
方
付
往
還
之

分
は
其
町
役
人
共
相
制
、
右
立
商
人
之
類
差
置
間
敷
候

右
之
通
被
仰
渡
奉
畏
候
、
為
後
日
仍
如
件

　
　
　

天
保
十
一
子
年
八
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　

 

町
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年

番

名

主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
掛
名
主

（
中
略
）

　

�

御
府
内
町
道
之

（
場
脱
ヵ
）儀

ニ
付
、
当
月
十
七
日
南
御
番
所
被
仰
渡
、　

一
同
奉
畏
候
、

右
ニ
付
町
役
人
心
得
方
左
ニ
奉
伺
候

（
中
略
）

一�

参
詣
人
差
留
候
儀
、
町
役
人
共
厳
敷
制
当
可
仕
候
得
共
、
昼
夜
立
番
附
切

（
闕
字
）

ニ
も
相
成
兼
候
間
、
表
江

参
詣
人
無
用
と
申
札
差
出
、
情
々
相
制
候
様
可
仕

奉
存
候
、
右
差
当
心
得
方
奉
伺
候
、
此
外
御
府
内
場
広
之
町
々
、
種
々
之
振

合
可
有
御
座
哉
、
其
次
第
ニ
寄
、
猶
又
可
伺
義
も
可
有
御
座
候

　
　

�

本
文
之
次
第
、
年
久
敷
諸
商
人
出
来
候
薬
研
堀
不
動
、
西
河
岸
地
蔵
、
本

銀
町
観
世
音
等
ハ
勿
論
、
其
外
近
年
繁
昌
日
々
参
詣
人
、
縁
日
之
砌
諸
商

人
助
成
相
成
候
場
所
ニ
、
土
地
之
衰
微
ニ
相
成
、
或
は
其
日
目
当
ニ
出
商

仕
候
小
前
之
者
共
歎
願
仕
候
類
、
難
計
奉
存
候
、
以
上

　

右
之
通
、
先
差
当
候
義
奉
伺
候
、
以
上

　
　
　

天
保
十
一
子
年
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
掛
名
主
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
町
三
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主　

文
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
針
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

雄
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堺　

町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

五
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
松
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

弥
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

源　
　

七

（
中
略
）

　
　
　

�

外
ニ
右
伺
中
、
植
木
屋
共
出
商
ひ
御
憐
愍
願
出
候
処
、
本
文
之
通
寺
社

方
御
持
場
ニ
而

、
一
社
一
寺
ニ
相
立
候
古
跡
地
之
分
ハ
、
新
規
幷

是
迠

よ
り
出
商
人
相
増
候
共
、
子
細
無
之
候
得
共
、
其
余
は
都
而

不
相
成
筋

被
仰
渡
、
其
旨
申
渡
候
間
、
是
又
為
心
得
申
聞
置
候

　
　
　
　
　

子
十
月
十
四
日

　
　
　

右
之
通
被
仰
渡
奉
畏
候
、
為
御
請
御
帳
ニ
印
形
仕
置
候
、
以
上
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天
保
十
一
子
年
十
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
掛
名
主
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
町
三
丁
目

　

�

文
左
衛
門　
　

　

�

外

四

人　
　

　

「
右
は
館
市
右
衛
門
殿
ニ
而

被
申
渡
候
、
是
八
月
廿
二
日
伺
之
下
知
」

「
植
木
屋
惣
代

　
　

�

駒
込
富
士
前
町
家
持
久
八
、
小
石
川
七
軒
町
家
持
権
兵
衛
、
同
所
宮
下
町

家
持
権
左
衛
門
、
巣
鴨
町
家
持
紋
太
郎
、
小
石
川
春
日
町
名
主
長
左
衛
門
、

小
石
川
白
山
前
町
房
次
郎　

右
之
者
共
縁
日
商
人
、
先
日
館
市
右
衛
門
殿

江

相
願
候
処
、
古
跡
地
之
分
御
免
ニ
相
成
、
除
地
之
分
御
聞
済
無
之
趣
被

申
渡
候
由

　
　
　

十
月
十
四
日
」

163　

大
江
戸
の
市
街
な
る
花
屋
に
出
し
て
鬻
く
事
も
っ
と
も
夥
し

『
江
戸
名
所
図
会
』
巻
之
七

斎
藤
月
岑 

他 

編
著
・
長
谷
川
雪
旦 

画

天
保
五
～
七
年
（
一
八
三
四
～
三
六
）

図
版
57

葛か

西さ
い

の
辺

あ
た
り

ハ
、
人し

ん

家か

の
後こ

う

園ゑ
ん

あ
る
ハ
、
圃

は
た
け

畦あ
せ

に
も
悉
く
四し

季き

の
草さ

う

花く
わ

を
栽う

ゑ

並な
ミ

は

え
る
か
ゆ
え
に
、
芳は

う

香か
う

常つ
ね

に
馥ふ

く

郁い
く

た
り
、
土と

人し
ん

開か
い

花く
わ

の
時と

き

を
待ま

ち

得え

て
こ
れ
を
刈か

り

取と
り

、
大
江
戸
の
市い

ち

街ま
ち

な
る
花は

な

戸や

に
出
し
て
鬻ひ

さ

事く

も
つ
と
も
夥

お
ひ
た
ゝし

（
朱
書
）

こ
と

〱

164　

江
戸
の
周
辺
村
々
、
植
木
・
草
花
を
作
り
て
出
荷
す
る
事
夥
し

「
四
神
地
名
録
」
葛
飾
郡 

七
之
巻

古
河
古
松
軒 

著

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）

　
　
　

篠
原
村

（
中
略
）
さ
て
此
近
郷
は
菊キ

ク

を
第
一
と
し
、
牡
若
・
あ
や
め
・
花
菖
蒲
、
い
ろ

〱
の
草
花
か
ぎ
り
も
な
き
事
に
て
、
花
園
を
め
ぐ
る
こ
と
く
目
を
よ
ろ
こ
ば

せ
し
事
也
、
京
大
坂
の
在

〱
に
も
、
諸
州
へ
下
す
植
木
屋
も
有
る
事
な
が
ら
、

な
べ
て
か
く
の
こ
と
く
広
大
な
る
に
は
あ
ら
ず
、
此
度
南
方
よ
り
数
十
里
江
戸

を
と
り
ま
き
し
村

〱
に
、
専サ

ン

菜ザ
ヒ

物
を
初
と
し
、
上
方
に
て
青
物

と
い
ふ
也　
　

植
木
・
草
花
を

作
り
て
江
戸
へ
出
す
事
お
び
た
ゝ
し
き
事
也
、
按
に
江
戸
の
繁
栄
し
て
大
ひ
な

る
事
は
、
諸
人
の
察
し
よ
り
も
外〻
に〻
広
き
事
に
思
ひ
侍
り
ぬ

165　

夏
菊
・
石
竹
を
江
城
の
花
屋
に
毎
日
出
す
所
何
百
朶
ぞ
や

「
東
都
紀
行
」

辻
雪
洞 

著

享
保
四
年
（
一
七
一
九
） 

五
月
二
十
六
日
条

廿
（
五
月
）

六
日
、
け
ふ
も
猶
北
本
所
を
心
ざ
し
て
、
大
河
の
川
に
付
て
、
水
上
に
さ
か

の
ぼ
れ
ば
、
夏
を
よ
そ
な
る
冷
し
さ
な
り
、
名
に
お
ふ
椎
の
木
の
下
に
至
り
ぬ
、

（
中
略
）
河
よ
り
西
は
浅
草
に
し
て
、
浅
草
寺
、
金
龍
山
、
駒
形
の
堂
は
、
ま

ぢ
か
く
見
わ
た
す
程
な
り
、
水
戸
侯
の
石
揚
場
、
筋
違
な
ゝ
め
に
か
け
な
ら
べ

た
る
橋
共
、
景
気
殊
に
感
有
、
此
横
に
流
る
ゝ
は
、
北
割
下
水
成
べ
し
、
爰
よ

り
瓦
町
を
経
て
、
中
の
郷
へ
出
が
て
に
顧
み
る
に
、
己
が
手
に
て
作
れ
ば
と
て
、

（
朱
書
）「
よ
り
も
」
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厠
迠
を
瓦
に
て
ふ
き
た
る
事
よ
、
紺
屋
の
白
ば
か
ま
と
は
こ
と
成
哉
、
石
原
、

小
梅
、
梅
沢
な
ど
、
武
家
の
す
ま
ゐ
有
村
里
、
け
ふ
こ
そ
尋
ね
尽
さ
め
と
、
物

の
隈
々
ま
で
尋
ぬ
れ
ば
、
此
ほ
と
り
は
、
夏
菊
、
石
竹
を
作
り
、
此
花
共
を
江

城
の
花
屋
に
わ
た
す
に
て
ぞ
有
け
り
、
此
畠
を
目
送
す
る
に
、
更
に
限
り
も
み

え
ず
、
毎
日
江
戸
に
出
す
所
何
百
朶
ぞ
や
、
根
引
に
す
る
石
竹
猶
多
し
、

　

仙
人
の
山
路
の
種
を
移
す
ら
ん
夏
よ
り
秋
を
白
菊
の
花

　

夕
顔
の
宿
は
い
づ
く
ぞ
露
含
む
影
も
え
な
ら
ぬ
撫
子
の
花

な
ど
古
め
か
し
き
事
引
出
て
、
業
平
塚
に
出
ぬ
、
（
後
略
）

166　

農
間
草
花
商
い
、
草
花
見
物
相
手
の
酒
食
の
渡
世
増
え
る「

差
上
申
御
請
書
之
事
」

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）

　
　
　
　

差
上
申
御
請
書
之
事

一 �


私
儀
農
間
草
花
商
ひ
渡
世
仕
来
候
処
、
近
頃
草
花
見
物
之
も
の
多
く
集
る

趣
き
被
及
御
聴
、
今
般
被
召
出
、
右
草
花
作
方
之
儀
、
余
り
大
行
に
不
致
、

成
丈
ケ
穀
物
作
付
候
様
心
掛
可
申
、
且
酒
食
は
勿
論
、
茶
水
等
の
商
ひ
一

切
仕
間
敷
、
右
之
段
草
花
作
方
致
し
候
者
共
へ
も
可
申
通
段
被
仰
渡
、
承

知
奉
畏
候
、
然
ル
上
は
一
同
申
合
せ
、
向
後
花
作
方
相
減
じ
、
夫
食
に
可

成
品
を
作
増
、
都
而
不
目
立
様
可
仕
候
、
依
之
御
請
書
差
上
申
処
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
葛
西
領
堀
切
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓

　
　
　

弘
化
三
午
年
五
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
役
人
惣
代　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
左
衛
門

斎
藤
嘉
兵
衛
様

　
　

御 

役 

所

167　

駿
河
国
富
士
郡
の
町
役
人
、
江
戸
の
土
産
に
植
木
を
買
う

「
東
行
記
」

角
田
桜
岳
＊
著

嘉
永
ニ
年
（
一
八
四
九
）
十
月
二
十
八
日
・

十
一
月
二
日
・
十
一
月
四
日
条
よ
り
抜
粋

＊
角
田
桜
岳
（
駿
河
富
士
郡
大
宮
の
組
頭
・
町
年
寄
）

十
月
二
十
八
日

一

四
拾
八
文	

菊
花

三
品
代
、
銀
ざ
い
□

（
虫
損
）ツ

丶
ミ
そ
め
わ
け

一

百
文	

山
茶
花
三
本
代
、
や
け
ん
ほ
り
ニ
而

十
月
二
日

一

金
壱
分
卜
百
長
五
拾
文	

谷
中
団
子
坂
玉
屋
七
人
酒
食
代

一

百
弐
拾
四
文	

伝
中
植
木
屋
庄
分
茶
代
幷

す
り
も
の
代

一

弐
百
文	

染
井
植
木
屋
留
五
郎
方
ニ
而

庄
助
ヒ
バ
壱
鉢
代

十
一
月
四
日

一

五
十
文	

清
八
染
井
行
小
遣
ひ

一

金
弐
朱
卜
四
百
六
文	

染
井
留
次
郎
方
ニ
而

芳
野
桜
苗
百
五
十
本

一 

三
匁	

同
八
重
桜
弐
拾
本

一 
六
匁	

同
ひ
さ
く
ら
弐
十
本

一 
壱
貫
弐
百
文	

同
き
や
ら
ほ
く
五
本

　

 

金
弐
分
卜
百
四
拾
弐
文

（
一
脱
）
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168　

東
両
国
に
草
花
持
ち
寄
る
花
市
あ
り

「
両
国
橋
東
西
広
小
路
書
留
」

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）

　
　
　
　

乍
恐
以
書
付
申
上
候

一�

両
国
橋
東
橋
番
請
負
人
嘉
右
衛
門
・
安
左
衛
門
申
上
候
、
私
共
助
成
地
葭

簀
張
日
除
ケ

之
儀
は
御
免
之
場
所
ニ

而
、
夜
分
計
取
片
付
候
処
、
此
節
右
葭

簀
張
不
取

（
朱
書
）

払
「
片
付
」

、
其
儘
差
置
候
場
所
も
有
之
趣
并

荷
商
人
共
儀
往
来
江

出
張
、

差
障
ニ

相
成
候
趣
御
尋
ニ

御
座
候
、
此
儀
私
共
心
附
候
儀
ニ

御
座
候
得
共
、

夏
之
内
は
前
々
ゟ
水
茶
屋
其
外
之
商
人
共
夜
分
も
罷
出
、
四
時
頃
仕
廻
候
ニ

付
、
短
夜
之
儀
故
自
然
と
葭
簀
張
取
片
付
方
等
閑
ニ

罷
成
、
且
毎
朝
六
半
時

ゟ
五
時
頃
迠
近
在
所
々
ゟ
草
花
持
寄
市
有
之
候
処
、
右
商
人
共
儀
荷
籠
道
幅

御
傍
示
石
ゟ
往
来
江

出
張
不
申
候
様
為
仕
候
得
共
、
草
花
荷
物
多
候
節
出
張

候
様
ニ

罷
成
、
右
両
様
未
熟
之
段
御
察
斗
請
奉
恐
入
候
、
已
来
右
躰
等
閑
無

御
座
候
様
為
仕
、
葭
簀
張
之
儀
夜
分
は
為
取

（
朱
書
）「
片
付
」

払
并

毎
朝
花
市
は
暫
時
之
内
故
、

荷
籠
出
張
不
申
候
様
、
急
度
可
申
付
候
間
、
此
度
之
儀
は
何
も
御
慈
悲
を
以

御
聞
済
被
成
下
候
様
奉
願
上
候
、
已
上

　
　

寛
政
六
寅
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
国
橋
東
橋
番
請
負
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
本
所
元
町
御
同
心
屋
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
主　

嘉
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
所
大
徳
院
門
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

安
左
衛
門
㊞

〻

〻

169　

近
郊
農
村
か
ら
草
花
伐
出
し
て
東
両
国
花
市
場
で
売
る

「
草
花
伐
出
売
々
仲
間
規
定
」

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）

嘉
永
七
寅
年
六
月

　

草
花
伐
出
売
々
仲
間
規
定

　
　
　

規
定

一
、
草
花
伐
出
売
々
仲
間
今
般
左
之
通
八
ヶ
村
ニ

相
定
、
草
花
作
附
、
農
業
之

間
伐
出
、
銘
々
取
続
為
二

助
成
一、
毎
朝
東
両
国
花
市
場
ニ

お
ゐ
て
、
売
々
ニ

致
候

節
、
往
来
之
障
ニ

不
二

相
成
一

様
、
相
互
ニ

心
附
合
、
喧
嘩
口
論
等
無
レ

之
様
、
相

慎
可
レ

申
候
事
。

一
、
畑
場
市
場
等
ニ
而

草
花
紛
失
致
候
節
ハ
、
相
互
ニ

心
附
合
、
若
見
当
心
当

等
有
レ

之
節
ハ
、
当
人
へ
為
二

相
知
一

可
レ

申
候
事
。

右
之
通
仲
間
一
同
取
極
、
年
行
事
相
定
、
毎
年
壱
度
つ
ゝ
参
会
致
、
諸
事
行
事

江

相
任
、
若
規
定
相
背
、
仲
間
内
節
差
障
等
之
儀
致
候
者
は
、
行
事
へ
申
出
、

一
同
評
義
之
上
、
取
計
可
レ

申
事
。

　

嘉
永
七
寅
年
六
月

（
後
略
）

170　

花
屋
の
店
前
に
目
印
の
柳
を
植
え
る
こ
と

「
江
戸
町
触
集
成
」
一
一
一
二
九

享
和
ニ
年
（
一
八
〇
二
）

十
一
月
廿
三
日
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奈
良
屋
市
右
衛
門
殿
ニ
而

年
番
名
主
江

被
申
渡

　

�
花
商
売
致
候
も
の
表
店
宅
前
下
水
際
水
桶
壱
ツ
差
置
、
幷

宥
板
ニ
小
サ
キ
柳

木
植
置
願
済
之
例

　

�

右
有
無
返
答
書
、
壱
組
年
番
江

取
集
、
来
十
六
日
奈
良
屋
役
所
江

差
出
候
様
、

此
旨
組
合
可
申
継
候
事

　
　
　

十
一
月
廿
三
日

171　

三
都
と
も
花
店
の
看
板
に
柳
樹
を
植
え
る

「
守
貞
謾
稿
」
巻
五

喜
田
川
守
貞 

著

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
以
降

花
店
招
牌　

見
世
前
ニ
柳
樹
ヲ
栽
ル
也
、
三
都
ト
モ
用
之
、
三
都
有
之

（
看
カ
）

第
三
節
　
奇
品
の
流
行
と
大
衆
化

172　

菊
・
奇
品
の
流
行
に
乗
じ
て
利
徳
を
得
と
す
る
も
の
あ
り「

江
戸
風
俗
総
ま
く
り
」

著
者
未
詳

天
保
期
（
一
八
三
〇
～
四
四
）
以
降

　
　
　
　

植
木
の
流
行

良
夜
の
設
に
野
菜
郎
が
芒

ス
ヽ
キ

う
る
に
、
近
年
は
百
日
紅
と
い
ふ
草
の
花
を
あ
い
し

ら
ふ
、
む
か
し
よ
り
菊
作
る
は
巣
鴨
も
秋
毎
に
有
て
、
植
木
屋
弥
三
郎
、
庄
右

衛
門
な
ん
ど
よ
く
養
ひ
奇
花
共
植
え
て
み
せ
け
る
が
、
享
和
度
我
も

〱
と
作

り
て
菊
の
珍
品
は
い
は
ず
、
鳥
獣
に
人
物
風
景
を
か
た
ど
り
、
或
は
不
二
に
白

菊
を
お
き
、
在
五
中
持
の
吾
妻
下
り
の
形
又
は
道
成
寺
の
舞
姫
、
又
は
伊
勢
二

見
の
岩
に
波
の
類
、
巣
鴨
染
井
数
多
く
作
り
、
是
が
為
に
其
番
附
と
し
道
し
る

べ
と
唱
へ
、
其
形
を
書
き
植
木
屋
の
名
な
ん
ど
を
顕
は
し
て
う
る
故
に
、
つ
ね

淋
し
き
巣
鴨
、
染
井
往
来
た
へ
ず
、
茶
店
料
理
屋
新
に
開
く
中
に
、
半
九
郎
と

い
へ
る
者
、
蕎
麦
店
を
出
せ
し
が
、
頗
る
奇
品
美
味
に
し
て
、
菊
は
て
ゝ
さ
へ

此
そ
ば
く
ひ
に
遥
々
通
ふ
も
の
あ
り
て
、
そ
ば
店
の
名
品
と
よ
ば
れ
し
が
、
此

き
く
の
事
作
れ
る
植
木
屋
は
、
い
た
づ
ら
に
見
ら
る
ゝ
、
而
已
に
し
て
、
徳
つ

か
ぬ
ま
ゝ
に
二
三
年
に
し
て
止
み
、
か
の
そ
ば
も
半
九
郎
う
せ
て
、
他
の
も
の

是
を
ひ
さ
い
で
は
、
美
味
初
の
如
く
な
ら
ず
、
よ
し
を
な
じ
料
理
に
て
も
、
元

辺
鄙
な
れ
ば
終
に
た
え
た
り
、
し
か
る
に
弘
化
の
今
、
又
々
此
菊
作
る
事
始
り

し
は
、
時
の
か
ね
う
つ
霊
観
院
が
読
経
の
行
ひ
あ
り
て
、
参
詣
を
ま
ね
ぐ
た
め

に
、
雑
司
谷
会
式
餝
ら
せ
た
れ
ば
、
菊
を
も
て
蓮
祖
の
一
代
記
を
二
つ
三
つ
作

（
マ
マ
）

（
マ
マ
）
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ら
（
マ
マ
）け

れ
ば
、
昔
を
お
も
ひ
出
し
て
や
、
つ
ゞ
い
て
植
木
屋
も
う
ゑ
木
こ
ら
ぬ
、

明
や
し
き
地
守
る
翁
も
こ
ゝ
に
は
兎
を
作
り
、
か
し
こ
に
は
二
見
が
う
ら
を
作

り
て
よ
り
、
思
ひ

〱
人
形
風
景
作
り
、
つ
い
に
そ
の
次
の
年
は
、
享
和
の
昔

に
ま
さ
り
て
数
多
く
な
り
し
が
、
是
も
又
一
二
年
に
す
ぐ
べ
か
ら
ず
、
よ
し
又

つ
ゞ
く
と
も
此
二
と
せ
三
と
せ
の
如
く
数
多
く
は
つ
ゞ
く
ま
じ
と
、
土
地
の
も

の
さ
へ
批
評
し
た
り
、
さ
れ
ば
享
和
は
、
巣
鴨
菊
に
な
ら
ひ
て
品
川
に
作
り
、

今
又
本
所
に
も
作
る
は
人
気
の
よ
る
所
た
る
べ
き
か
、
享
和
度
は
、
わ
づ
か
に

番
附
の
み
な
り
し
が
、
此
度
は
錦
絵
手
拭
な
ん
ど
に
も
、
き
く
を
出
す
も
の
か

ら
、
番
附
は
猶
更
様
々
の
絵
を
な
し
、
小
冊
さ
へ
出
来
た
り
、
只
是
が
為
に
半

九
郎
の
名
を
お
こ
せ
し
如
き
は
な
く
、
料
理
茶
や
蕎
麦
も
軒
を
並
べ
し
而
已
、

囚
み
に
い
ふ
、
寛
政
よ
り
文
化
に
流
行
専
ら
に
し
て
前
後
比
類
な
き
は
、
立
花

を
翫
ぶ
事
、
実
に
是
む
か
し
に
も
き
か
ず
、
四
民
是
が
た
め
に
業
を
忘
れ
、
往

来
に
立
花
の
植
木
を
た
づ
さ
へ
ざ
る
者
も
な
く
、
奇
木
珍
品
月
々
年
々
に
出

で
、
価
又
百
金
を
も
越
、
実
生
に
珍
品
を
出
す
時
は
、
其
家
号
の
木
に
負
は
せ
、

巣
鴨
は
草
木
の
た
め
に
、
土
地
相
当
の
場
所
な
れ
ば
、
植
木
売
時
を
得
て
各
立

花
に
の
み
、
其
業
を
励
む
、
上
は
諸
侯
よ
り
下
は
市
人
に
至
る
迠
、
此
木
を
養

ひ
翫
ば
ざ
る
は
な
く
、
奇
品
を
出
し
て
大
に
利
徳
を
得
、
家
を
起
す
も
の
も
あ

り
、
又
は
奇
木
を
産
ん
せ
ん
と
多
く
、
常
に
実
生
を
買
て
貯
の
黄
金
を
失
ふ
も

の
も
多
く
、
け
ふ
こ
ゝ
に
千
金
の
木
を
売
て
、
あ
し
た
に
忽
ち
三
拾
金
に
、
そ

の
木
を
う
ら
れ
て
悔
む
も
の
も
あ
り
、
是
に
な
ら
ひ
惜
み
て
う
ら
ず
、
外
に
同

品
出
で
価
い
や
し
く
な
り
、
臍
を
か
む
は
浪
花
の
堂
島
の
米
の
価
に
損
失
利
徳

の
須
臾
か
は
る
が
如
し
、
四
五
ヶ
年
盛
ん
な
る
や
次
第

〱
に
増
長
し
、
終
に

公
庁
よ
り
罰
せ
ら
れ
、
高
価
通
用
を
止
め
ら
れ
た
る
触
書
の
あ
し
た
は
、
百
金

の
奇
木
床
下
に
ひ
そ
み
、
是
が
流
行
に
つ
い
て
、
植
木
鉢
の
陶
器
師
、
真
鍮
の

（
マ
マ
）

泥コ

鏝テ

に
、
先
き
の
所
を
く
り
て
土
な
ら
す
木
を
除
事
の
を
作
り
出
せ
し
金
具

師
、
葉
を
洗
ふ
べ
き
刷
毛
師
迠
も
、
終
に
手
を
空
し
く
せ
り
、
そ
の
後
葉
物
と

と
な
へ
、
斑フ

白イ
リ

の
草
木
石
菖
の
奇
品
と
う
つ
り
て
は
、
中
々
に
立
花
に
は
似
ず
、

文
化
の
末
、
文
政
に
は
、
浅
草
閻
魔
堂
に
会
莚
を
開
き
、
朝
顔
の
奇
花
を
出
し
、

是
よ
り
し
て
専
ら
朝
顔
流
行
し
て
、
是
も
草
の
花
な
ら
ぬ
、
そ
の
実
生
よ
り
小

判
に
近
き
価
も
出
て
、
浪
花
の
富
商
も
是
に
遊
び
お
さ

〱
行
は
れ
し
が
、
も

と
よ
り
秋
の
み
花
あ
り
て
常
に
は
実
を
も
て
論
ず
る
の
み
、
立
花
は
木
に
し

て
、
奇
工
は
二
葉
の
名
品
を
常
木
に
継
た
る
術
な
ど
あ
り
、
又
は
偽
品
を
作
る

悪
徒
も
あ
れ
ど
、
此
朝
顔
は
只
名
品
を
生
ず
る
の
み
也
、
次
に
衰
へ
し
内
、
文

政
の
末
天
保
に
は
、
松
葉
蘭
専
ら
行
は
れ
、
や
ん
こ
と
な
き
人
に
も
愛
し
玉
ひ

け
れ
ば
、
こ
れ
は
さ
ら
に
憚
か
ら
ず
、
高
価
を
さ

〱
立
花
に
も
お
と
る
ま
じ

く
、
流
行
も
三
都
に
唱
り
、
是
に
つ
ぐ
に
石セ

キ

薢コ
ク

に
万ヲ

年モ

青ト

な
ど
翫
ぶ
内
に
、
御

代
改
り
て
貴
人
も
翫
は
ず
、
何
事
も
分
外
を
禁
じ
ら
れ
、
玉
獅
々
の
名
も
尊
ぶ

と
か
ら
ず
な
り
ぬ
、

173　

こ
の
ご
ろ
は
世
上
功
者
に
な
り
し
よ
り
菊
の
珍
花
も
又
多
し『

花
壇
菊
花
大
全
』

養
寿
軒
雲
峰 

著

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）

按
ル

に
、
昔

そ
の
か
ミ、

実ミ

生は
へ

蒔ま
き

様や
う

口
伝
せ
し
時
、
珍
花
も
ま
れ
也
し
を
此
比
ハ
世
上
功

者
に
な
り
し
よ
り
珍
花
も
又
多
し
、
お
も
へ
ば
菊
の
時
至
れ
り
と
や
い
ハ
ん
、

山さ
ん

野や

の
草
花
に
変へ

ん

花く
わ

ま
れ
也
、
是
ハ
唯た

ゞ

天
地
自し

然ぜ
ん

と
は
ゆ
る
故
非ひ

し

性や
う

の
も
の
ハ

春し
ゆ
ん

夏か

秋し
う

冬と
う

、
生

し
や
う

盛せ
い

実じ
つ

枯こ

の
時
を
わ
か
ず
花
も
又
な
ん
ぞ
変へ

ん

有
事
有
ン

、
然
ル
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に
家や

庭て
い

の
牡ぼ

芍し
や
く、

石せ
き

竹ち
く

、
け
い
と
う
を
初
め
菊
に
至
ル

ま
で
如
此
変へ

ん

有
事
ハ
有

性
の
人
ゟ
蒔ま

き

時
、
土

拵
こ
し
ら
へ、

作
り
や
う
其
外
品
々
の
理
を
か
ん
が
へ
変へ

ん

を
こ
し

ら
へ
て
あ
て
が
ふ
ゆ
へ
、
さ
ま

〱
の
珍
花
い
づ
る
事
な
り
、
こ
れ
を
お
も
ひ
、

心
を
付
実ミ

蒔ま
き

せ
ば
紺こ

ん

色
咲
分
出
ま
じ
き
も
の
に
不あ

ら
レ

有ず

、
花く

ハ

実じ
つ

時
を
た
が
へ
ず
と

い
へ
ど
も
遅を

そ

花
を
早
く
さ
か
せ
、
早
花
を
を
そ
く
さ
か
す
る
ハ
皆
是
非
性
の
生

徳
に
あ
ら
ず
、
人
よ
り
其
変へ

ん

を
を
し
ゆ
る
也
、
諸
花
□
是
を
か
ん
が
ミ
給
へ
、

扨
、
冬と

う

至じ

ま
き
、
立
春
蒔
、
ひ
が
ん
ま
き
ハ
面
々
流
義
有
と
い
へ
共
、
冬と

う

至じ

ま

き
と
て
も
冬
の
内
に
ハ
は
へ
ず
、
節
分
蒔
と
て
早
春
に
も
不
レ

生
、
見
ル

に
花

壇
仕
舞
の
比
、
実た

ね

を
干ほ

す

時と
き

、
自し

然ぜ
ん

と
地
に
実
の
落
た
る
有
、
冬
の
内
に
は
へ
ず
、

ひ
が
ん
の
後
に
は
ゆ
る
な
り
、
是
を
お
も
ヘ
ハ
少
の
ち
そ
く
ハ
あ
れ
ど
も
前
後

廿
日
ハ
不
レ

違
、
其
内
ひ
が
ん
ま
き
ゟ
立
春
蒔
、
立
春
ゟ
節
分
蒔
、
冬
至
ま
き
は

へ
す
く
な
し
、
冬と

う

至じ

・
節せ

つ

分ぶ
ん

蒔ま
き

ハ
百
実
三
十
な
ら
で
不
レ

生
、
立
春
蒔
ハ
五
十
、

ひ
が
ん
ま
き
ハ
た
ね
ほ
ど
生
ス
、
然
ハ
ひ
が
ん
ま
き
よ
ろ
し
と
す
べ
し
、
苗な

へ

少

を
く
れ
た
る
共
、
肥

こ
や
し

の
か
げ
ん
さ
へ
よ
け
れ
バ
六
月
の
比
ま
で
に
ハ
同お

な

敷し
く

な
る

也174　

千
朶
の
花
の
色
よ
り
も
、
移
る
は
人
の
心
な
ら
ず
や「

玄
同
放
言
」
植
物
之
部
抜
粋

曲
亭
馬
琴 

著

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
刊

今
ノ
俗ヨ

ニ
弄

モ
テ
ア
ソベ

ル
牽ア

サ

ガ

ホ

牛
花
モ
、
亦マ

タ

復〱
カ
ク
ノ
如
ク
ナ
ラ
ン
、
花ク

ワ

キ卉
ノ
楽
ミ
ニ
志

ヲ
移
シ
ツ
ヽ
、
可ア

タ

ラ惜
日
ヲ
消ク

ラ

サ
ン
コ
ト
ハ
、
小
丈
夫
ノ
所ワ

為ザ

ニ
シ
ア
レ
ド
、
彼

レ
モ
一
時
ナ
リ
、
此
レ
モ
一
時
ナ
リ
、
カ
ク
イ
フ
モ
、
後
ハ
昔
ゾ
、
サ
メ
ヤ
ス

（
虫
損
）

キ
千チ

朶ヱ
ダ

ノ
花
ノ
色
ヨ
リ
モ
、
ウ
ツ
ル
ハ
人
ノ
コ
ヽ
ロ
ナ
ラ
ズ
ヤ

　

�

因
ミ

ニ
イ
フ
、
コ
ノ
両
三
年
ノ
刻
本
、
牽
牛
品
及
朝
皃
通
ヲ
閲ケ

ミ

ス
ル
ニ
、
異

様
雑
色
、
数
十
種
ヲ
載
タ
リ
、
シ
カ
レ
ド
モ
黒
牽
牛
ハ
サ
ラ
ナ
リ
、
黄
花
モ

亦
稀
ナ
リ
、
好
ム
モ
ノ
ヽ
云
、
今
年
真
黄
処
々
ニ
出
ツ
、
コ
レ
未
曾
有
ノ
奇

品
ナ
リ
ト
イ
ヘ
リ
、
按
ス
ル
ニ
、
元
禄
三
年
ノ
印
本
、
俳
諧
物
見
車
ノ
巻
端

ニ
、
朝
皃
ニ
黄
ア
リ
白
キ
ア
リ
ト
イ
フ
腰
句
ヲ
出
シ
テ
、
当
時
ノ
俳
諧
師
、

似
船
、
晩
山
、
言
水
等
数
人
ニ
、
上
ノ
五
文
字
ヲ
ヲ
カ
セ
タ
ル
ニ
、
似
船
ハ

末
ノ
世
ヤ
云
云
、
常
牧
ハ
僧
イ
カ
ニ
云
云
、
我
黒
ハ
時
世
カ
ナ
云
云
、
晩
山

ハ
蝕
ノ
夜
ヤ
云
云
ト
五
文
字
ヲ
冠
ラ
セ
タ
リ
、
又
如
泉
ハ
当
分
ハ
五
モ
ジ
置

カ
ネ
申
候
ト
辞
シ
、
言
水
ハ
朝
皃
ニ
黄
ナ
ル
ハ
稀
也
ト
ノ
ミ
イ
ヒ
テ
、
五
文

字
ヲ
置
ズ
、
方
山
ハ
返
答
モ
セ
サ
リ
シ
ヨ
シ
ヲ
、
ソ
ノ
名
ノ
上
ニ
注
シ
タ
リ
、

コ
ノ
事
ハ
北
条
団
水
ガ
犢

コ
ト
ヒ
ウ
シ

牛
ニ
、
飽
マ
デ
弁
シ
タ
レ
ド
モ
コ
ヽ
ニ
要
ナ
ケ
レ

バ
贅
セ
ズ
、
ヨ
リ
テ
思
フ
ニ
、
天
和
貞
享
ノ
コ
ロ
、
牽
牛
花
ノ
流
行
セ
シ
コ

ト
ア
ル
ナ
ル
ベ
シ
、
モ
シ
シ
カ
ラ
ズ
ハ
、
黄
花
ハ
今
モ
稀
ナ
ル
ニ
、
当
初
ア

ル
ベ
ウ
モ
ア
ラ
ズ
、
ア
ラ
ズ
ハ
黄
ア
リ
白
ア
リ
ト
イ
フ
ベ
カ
ラ
ズ
、
元
禄
ノ

椿
ハ
百
椿
ノ

譜
今
ナ
ホ
ア
リ
、
宝
永
ノ
牡
丹
ハ
牡
丹
論
談
ニ
輯
録
シ
、
寛
政

ノ
橘
ハ
橘
品
論
ト
カ
イ
フ
モ
ノ
出
タ
リ
、
只
朝
皃
ノ
ミ
、
当ソ

ノ

初カ
ミ

書
ヲ
ケ
ル
モ

ノ
ヲ
見
ズ
、
今
朝
皃
ヲ
メ
ツ
ル
人
、
コ
ヽ
ラ
ニ
考
索
ア
リ
ヤ
シ
ラ
ズ
、
縦
ヒ

今
ニ
シ
テ
真
黄
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
得
タ
リ
ト
モ
、
元
禄
以
来
ノ
二
ノ
町
ナ
リ
、
彼

隋
唐
ノ
世
ニ
、
牡
丹
ニ
黄
花
浅
紅
ノ
モ
ノ
ナ
シ
ト
イ
ヘ
ル
ト
同
日
ノ
談
ナ
ル

ベ
シ
、
件
ノ
物
見
車
ハ
柳
淵
歩
雲
ト
イ
フ
モ
ノ
、
独
吟
ノ
歌
仙
ヲ
当
時
高
名

ナ
ル
俳
諧
師
、
二
十
余
人
ニ
判
ヲ
乞
ヒ
、
コ
レ
ニ
自
評
ヲ
加
ヱ
ツ
ヽ
、
ソ
ノ

巧
拙
ヲ
弁
論
セ
リ
、
団
水
ガ
犢
牛
ハ
、
物
見
車
ノ
返
報
ナ
リ
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175　

奇
樹
の
流
行
折
々
に
あ
り
、
大
金
を
費
や
し
そ
の
禁
を
き
か
ず「

筆
の
す
さ
び
」

菅 

茶
山 

著

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
刊

一�

奇き

樹じ
ゆ　

寛
政
の
中
頃
予
京
に
有
り
し
に
、
美み

濃の

よ
り
か
ら
た
ち
花
〔
割
註
〕

平
地
木
地
金
牛
の
類
。
」
十
盆ぼ

ん

を
駄
し
来
り
ひ
さ
ぐ
。
数
日
の
中
か
ひ
て
来

り
集

あ
つ
ま

り
て
、
ひ
さ
ぐ
人
百
余
金
を
得
て
帰
る
、
其
頃
此
も
の
は
や
り
て
甚
し

き
は
三
百
金
余
に
あ
た
る
、
数
寸
の
盆は

ち

栽う
ゑ

な
り
。
其
後
紀
州
に
蘭ら

ん

を
う
ゝ
る

こ
と
は
や
り
、
是
も
大
金
を
費

つ
ひ
や

す
故
、
官
よ
り
禁き

ん

ぜ
ら
れ
て
も
其
禁
を
き
か

ず
、
は
て
は
官く

わ

吏ん
り

家
々
に
ふ
み
こ
み
其
根ね

株か
ぶ

を
断だ

ん

じ
た
り
。
其
後
石い

は

菖あ

や

め蒲
は

や
り
て
、
京
の
一い

ち

医い

一
盆ぼ

ん

を
十
六
金
に
て
買
ふ
を
見
る
。
近
頃
文
化
亥
子
丑

の
頃
、
牽あ

さ

が

ほ

牛
花
奇
を
争

あ
ら
そ

ひ
佳か

種し
ゆ

百
品
七
十
金
に
あ
た
る
、
備
中
の
人
一い

方ち

金ぶ

に
て
一
種
を
求も

と

め
し
に
、
名
種
は
こ
れ
ば
か
り
に
て
買
ふ
べ
き
は
な
し
と

て
、
こ
ぼ
れ
種た

ね

と
い
ふ
名
も
な
き
数す

う

種し
ゆ

を
得
て
か
へ
る
、
其
後
江
戸
に
も
此

事
は
や
り
て
、
岡
花
亭
そ
の
記
を
つ
く
り
て
余
に
示
す
、
文
政
の
は
じ
め
な

り
。
享き

や
う
わ和

の
こ
ろ
備
中
備
前
に
文ぶ

ん

鳥て
う

を
畜か

ふ
こ
と
は
や
り
、
こ
れ
も
一
羽
数

十
金
に
あ
た
る
、
岡を

か

山や
ま

藩は
ん

よ
り
い
た
く
禁き

ん

じ
ら
れ
て
つ
ひ
に
や
み
ぬ
。
芥あ

く

た川

と
い
ふ
書
に
其
時
の
事
を
記
せ
し
中
に
、
芸
州
広
島
の
上
流
に
て
、
一
僧
仏

具
を
川
岸き

し

に
あ
ら
ひ
し
が
、
一
花
の
流
れ
来
る
を
見
れ
ば
椿

つ
ば
き

の
奇き

種し
ゅ

也
、
其

ま
ゝ
と
り
て
挿

さ
し
は
さみ

、
三
四
年
に
奇
花
を
ひ
ら
く
、
城
下
の
人
日
々
に
見
に
来

り
、
川
上
に
其
種
あ
り
や
と
尋
る
に

迹せ
き

な
し
、
さ
て
奇き

異い

の
花
な
り
と

い
ひ
伝
へ
て
、
い
よ

〱
来
客
多
く
な
り
ぬ
。
あ
る
人
た
は
ぶ
れ
に
、
貴き

僧そ
う

の
椿

つ
ば
き

名
花
な
り
と
て
、
国
主
よ
り
所し

ょ

望も
う

あ
る
よ
し
を
か
た
り
け
れ
ば
、
其
日

じ
ゅ
う

其
花
を
鉢は

ち

植う
ゑ

に
し
て
、
其
夜
亡か

け

命お
ち

せ
し
よ
し
を
載の

す
、
毛
利
家
広
島
に
お
は

せ
し
時
な
り
。
か
ゝ
る
事
を
り

〱
に
あ
る
こ
と
に
や
。

176　

奇
品
の
流
行
、
す
べ
て
人
の
好
む
に
よ
り
て
出
来
る
も
の
な
り

『
嬉
遊
笑
覧
』

喜
多
村
信
節 

著

天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）

関
連
図
版
20
・
30
ー
2
～
38
・
40

45
～
47
・
53
・
58　
　

（
前
略
）
す
べ
て
物
は
人
の
好
む
に
よ
り
て
種
々
珍
ら
し
き
品
出
来
る
も
の
な

り
、
寛
政
の
末
の
こ
ろ
ま
ん
り
や
う
山
た
ち
ば
な
一
時
に
も
て
は
や
し
た
る
に

実
に
赤
き
も
の
な
る
に
、
白
も
黄
も
で
き
、
葉
は
繻
子
烏
頭
斑
入
な
ど
さ
ま

〱
高
価
に
て
あ
り
き
、
其
頃
何
に
よ
ら
ず
草
木
い
さ
葉
な
る
も
の
は
や
り
、

其
後
文
化
中
江
戸
よ
り
牽
手

（
牛
）

花
は
や
り
て
京
難
波
に
及
べ
り
（
安
永
七
八
年
さ

く
ら
草
形
の
め
づ
ら
し
き
が
は
や
り
権
家
の
贈
り
も
の
と
す
、
数
百
種
に
及

ぶ
、
こ
れ
は
下
谷
和
泉
橋
通
り
に
谷
七
左
衛
門
と
い
ふ
大
番
与
力
あ
り
、
其
人

の
老
母
花
を
植
作
る
事
を
好
み
桜
草
を
多
く
植
作
れ
り
、
其
花
を
入
た
る
も
の

を
み
し
に
小
介
を
集
め
入
る
箱
の
や
う
に
こ
ま
か
に
し
き
り
た
る
箱
を
多
く
重

て
内
外
と
も
黒
く
漆
を
ぬ
り
其
内
に
か
ん
て
ん
を
と
き
て
流
し
入
た
る
格
子
の

間
ご
と
に
桜
草
の
花
一
ツ
ヽ
か
ん
て
ん
に
さ
し
各
名
を
書
た
る
札
あ
り
、
是
を

見
物
に
行
も
の
も
あ
り
、
つ
て
を
も
と
め
て
其
箱
を
か
り
て
見
る
も
の
あ
り
も

し
が
さ
ま
で
行
は
れ
ず
、
こ
は
享
和
の
こ
ろ
な
り
、
其
後
朝
が
ほ
を
多
く
作
り

さ
ま
〳
〵
の
花
出
来
し
か
ば
こ
の
度
は
六
枚
折
の
小
屛
風
を
葭
簀
に
て
作
り
細

き
青
竹
処
々
節
あ
る
処
に
て
竹
の
花
生
の
や
う
に
口
を
切
て
節
毎
に
水
を
貯

ﾞ
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へ
、
朝
か
ほ
の
蔓
の
先
葉
一
寸
ち
ぎ
り
た
る
と
花
一
り
ん
と
を
花
生
の
口
こ
と

に
挿
み
、
こ
れ
を
件
の
屛
風
に
か
け
な
ら
べ
て
屛
風
は
た
ゝ
ま
る
ゝ
や
う
に
縁

を
厚
く
作
る
な
り
、
是
も
人
に
貨
し
て
見
せ
た
り
、
こ
の
屛
風
は
あ
ま
た
有
き

文
化
五
六
年
の
事
な
り
、
一
と
せ
谷
氏
大
坂
に
在
番
し
た
る
頃
は
彼
地
へ
多
く

牽
牛
子
を
送
り
た
り

〇
文
政
に
至
り
て
は
石
菖
（
び
ろ
う
ど
正
宗
何
く
れ
種
々
多
し
）
万オ

年モ

青ト

（
葉

背
紫
色
な
る
を
む
ら
さ
き
お
も
と
ゝ
云
）
松
葉
ら
ん
又
す
べ
て
小
き
盆
植
に
高

価
な
る
も
の
あ
り
、
殊
に
近
ご
ろ
は
植
木
鉢
美
を
尽
し
尾
張
焼
も
さ
ま
〳
〵
手

を
こ
め
た
る
あ
り
（
松
葉
ら
ん
に
も
種
々
形
状
の
変
り
た
る
あ
り
、
高
価
な
る

は
一
鉢
百
金
に
至
れ
り
）

177　

一
時
の
利
潤
を
求
め
る
な
か
れ
ー
百
姓
、
植
木
屋
へ
の
誡
め

『
草
木
錦
葉
集
』
後
編
緒
巻

水
野
忠
暁 

著

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）

草
木
錦
葉
集
緒
巻

　

附
録

　
　

○
元
召め

し

遣つ
か

ひ
た
る
者
へ
教

き
や
う

訓く
ん

予
が
家か

僕ぼ
く

前
々
よ
り
百
姓
或
ハ
植
木
や
に
成な

り

た
る
者
数
多
あ
り
、
其
者
ど
も
へ

云い
ひ

聞き
か

せ
し
教
訓
左
に
し
る
す

第
一
黒く

ろ

き
を
白
き
と
偽

い
つ
は

り
商

あ
き
な

ふ
べ
か
ら
ず
、
直ね

段だ
ん

の
高か

う

下げ

ハ
相あ

い

対た
い

な
れ
バ
、
其

人
々
の
心
に
任ま

か

す
べ
し
と
い
へ
ど
、
年
久ひ

さ
しく

所
持
せ
ざ
る
品
を
高
利
を
む
さ
ぼ

り
、
或
ハ
其
品
に
も
あ
ら
ざ
る
物
、
又
ハ
枝
葉
根ね

株か
ぶ

痛い
た
むに

か
ま
ハ
ず
、
其
木
の

ﾞ

姿す
が
たの

み
を
か
ざ
り
初
心
の
者
を
欺だ

ま

し
、
望の

ぞ

む
人
な
き
品
を
シ
売う

り

抔
す
る
者
ハ
植

木
の
み
に
限か

ぎ

ら
ず
、
万
の
売
物
に
こ
れ
あ
る
事
、
誠
に
天
道
を
恐お

そ

れ
ざ
る
働

は
た
ら

キ
、

又
不
正
の
行
ひ
あ
る
是
等
の
者
ハ
一
旦た

ん

の
利り

潤じ
ゆ
んを

得う
る

と
も
永
く
子し

孫そ
ん

の
繁は

ん

栄ゑ
い

を

見
る
事
能あ

た
ハず

、
か
ゝ
る
者
ど
も
の
成な

り

行ゆ
き

古
今
其
た
め
し
少
か
ら
ず

望の
ぞ

む
人
な
き
品
と
お
も
ハ
ヾ
猶
さ
ら
手
入
よ
く
し
て
其
品
に
厭あ

く

べ
か
ら
ず
、
時

節
の
至
る
を
待ま

つ

べ
し
、
古ふ

る

き
品
又
ハ
下
品
也
と
い
へ
ど
も
木
ぶ
り
よ
く
手
入
し

て
年
久
く
所
持
す
れ
バ
必
望
人
あ
り
、
慰

な
ぐ
さ
みに

所
持
す
る
人
ハ
品
多
く
な
れ
バ
面お

も

白し
ろ

か
ら
ず
、
菊き

く

桜
草
抔
も
其
根
を
切
捨
、
又
ハ
堀ほ

り

埋う
め

抔
す
れ
ど
、
是
ハ
元も

と

慰

な
ぐ
さ
み

な
れ
バ
苦く

る

し
か
ら
ず
、
其
品
ゆ
へ
に
世よ

渡わ
た

り
す
る
身
に
て
二
三
年
所
持
し
、
望

の
ぞ
む

人
な
き
と
て
其
品
時
節
に
て
痛

い
た
む

ハ
是ぜ

非ひ

も
な
し
、
麁そ

末ま
つ

に
す
る
ハ
其
道
の
冥

み
や
う

利り

よ
ろ
し
か
ら
ず
。
た
と
へ
雇

や
と
ハ

れ
莫ば

く

太た
い

の
賃ち

ん

銭せ
ん

を
貰も

ら

ふ
と
も
痛

い
た
む

を
知し

り

な
が
ら
時
節

違
ふ
品
植
替
抔
す
べ
か
ら
ず
○

古
い
に
し
へ

百
姓
ハ
塩し

ほ

刃
物
一
切さ

い

の
鉄
物
五
器
椀わ

ん

桶お
け

の

外
、
万
物
を
調

と
と
の

ず（
マ
マ
）よ

し
聞
及
び
た
り
、
さ
れ
バ
当
世
も
お
ご
る
事
を
つ
ゝ
し
む

べ
し
、
此
戒

い
ま
し
めを

努ゆ
め

〱
忘わ

す
るべ

か
ら
ず

先
年
予
が
所
持
せ
し
立
花
よ
り
種し

ゆ

々〱
替か

ハ

り
出
た
る
を
家か

作さ
く

土ど

蔵ぞ
う

を
補

こ
し
ら
へ
る

理
頃
、
売う

り

払は
ら

ひ
し
事
あ
り
、
然
る
に
其
親お

や

木
如い

か

何ゞ
し
て
か
痛

い
た
ミ

葉
萎し

ほ

れ
た
る
を
床と

こ

の
上
に

置
、
人に

ん

参じ
ん

を
煎せ

ん

じ
灌
て
居
た
る
を
朋と

友も

来
き
た
り

見
て
此
親
木
ハ
年
久
く
貴き

殿で
ん

の
目

を
慰

な
ぐ
さ
め

し
大
切
の
木
な
る
よ
し
予か

ね

て
聞き

ゝ

及
べ
り
、
今
切
て
接つ

げ

バ
痛

い
た
み

た
る
も
助

た
す
か

ら

ん
、
は
や
く
接つ

ぎ

て
然

し
か
る

べ
し
と
い
ふ
、
予
こ
た
へ
て
此
親
木
ハ
種う

へ

樹き

の
業わ

ざ

を
予
に

教お
し
へあ

り
し
朝
比
奈
翁
よ
り
遺ゆ

い

物も
つ

の
立
花
ゆ
へ
、
余よ

の
鉢
木
に
越こ

え

て
愛あ

い

翫ぐ
ハ
んし

、
殊

に
此
木
の
実た

ね

よ
り
種し

ゆ

々〱
替か

ハ

り
生は

へ

出
た
る
を
見
て
目
を
悦

よ
ろ
こ
ばし

、
心し

ん

気き

を
養

や
し
な

ひ
、
彼

是
恩お

ん

あ
れ
ば
縦た

と

へ令
今
接
木
に
し
て
枯い

き

廻か
へ
る

と
も
親
木
へ
刀や

い

ば刃
を
あ
つ
る
に
忍し

の

び

ず
、
痛
ハ
彼か

れ

が
天
命
と
心
得
、
切
接
て
助

た
す
く

べ
き
代

か
ハ
り

に
人に

ん

参じ
ん

を
用も

ち

ひ
た
り
、
譬

た
と
へ

バ

君
父
の
病
に
刀
刃
を
充あ

て

て
療

り
や
う

す
れ
バ
必
愈い

ゆ

る
理り

あ
り
と
も
、
臣し

ん

子し

と
し
て
刀
刃
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を
当あ

て

る
ハ
天
道
に
背

そ
む
き

て
な
す
に
忍し

の

び
ざ
る
こ
と
く
、
恩お

ん

の
一
字
を
顧

か
へ
り
みれ

バ
心
な

き
草
木
と
い
へ
ど
も
替

か
ハ
る

所
な
し
と
答こ

た

へ
け
り
、
其
木
後の

ち

已す
で

に
枯か

れ

け
る
ゆ
へ
仏ふ

つ

壇だ
ん

に
入
れ
て
今
に
あ
り

178　

唐
橘
の
流
行
、
人
力
の
な
す
業
に
あ
ら
ず

『
草
木
錦
葉
集
』
巻
之
四

水
野
忠
暁 

著

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）

関
連
図
版
30
ー
2
・
58

唐か
ら

立た
ち

花ば
な

上
方
に
て
は

木
柑
子
と
云

と
い
へ
る
ハ
元も

と

漢か

土ら

よ
り
渡わ

た

り
た
る
ゆ
へ
唐た

う

の
一
字
を
唱と

な

ふ

る
や
、
又
ハ
往む

か

し古
よ
り
此
国
に
あ
り
し
品
を
漢か

土ら

の
平へ

い

地ち

木ぼ
く

に
充あ

て

た
る
か
、
其

出
所
を
知し

ら

ず
○
万ま

ん

量り
や
う

ハ
今
鉢
植
に
て
弄
ふ
品
に
あ
ら
ず
、

大
万
量
又
ハ
紫
錦
じ
や
う
の
事
也

倭わ

国こ
く

に
も
あ
る
品
な
り
、

す
で
に
駿
州
足あ

し

高た
か

山
又
ハ
中
国
辺へ

ん

の
山
々
に
も
あ
る
よ
し
○
万
量
の
種た

ね

よ
り
替か

ハ

り
て
○
立
花
万
量
と
い
ふ
品
、
予
が
方
に
て
も
生は

へ

た
る
こ
と
あ
り
、
葉
形が

た

、
木

の
容

か
た
ち

、
万ま

ん

量り
や
う

に
似に

た
り
○
又
立
花
の
種た

ね

よ
り
○
立
花
万
量
生は

へ

た
る
ハ
其

容
か
た
ち

立

花
に
近ち

か

け
れ
ど
万
量
よ
り
生
た
る
も
同
品
な
り
○
又
立
花
万
量
よ
り
常つ

ね

の
万
量

へ
も
戻も

ど

り
又
立
花
へ
も
戻
り
た
る
事
あ
れ
バ
何い

づ

れ
○
万
量
と
立
花
ハ
元も

と

一
種し

ゅ

よ

り
別

わ
か
れ

た
る
物も

の

な
ら
ん
か
、
い
に
し
へ
其
名
を
百

ひ
や
く

両
り
や
う

金き
ん

と
唱

と
な
へ

た
る
も
後
来
時
を

得ゑ

て
、
栄さ

か

え
べ
き
吉き

ち

瑞ず
い

成な
る

べ
し
、
明
和
の
初
頃
迠
、
立
花
の
替か

ハ

り
ハ
越
前
白

上
方
に
て
ど

ぶ
白
と
い
ふ

と
い
ふ
薄う

す

黄き

色い
ろ

な
る
白し

ろ

実み

一
品
あ
り
、
其
後
雪
白
の
白
実
何
方
に
て

か
出で

来き

、
夫そ

れ

よ
り
安
永
の
末す

へ

駿
河
国
よ
り
白
実
を
持
下
り
○
又
し
か
み
立
花

当

時

い

ふ

ち
り
め
ん
也
出
、
追お

い

々〱
葉
の
替か

ハ

り
出
た
り
、
又
其
替
り
た
る
種た

ね

よ
り
元も

と

の
性

し
や
う

常
の

立
花
へ
戻も

ど

り
た
る
品
を
予よ

不ふ

斗と

植う
へ

置お
き

た
る
を
人
々
見
て
、
何
ゆ
へ
常つ

ね

の
品
を
大

事
に
手
入
し
て
置
ぞ
と
訝

い
ぶ
か

し
く
思お

も

ふ
人
多
し
、
其
戻
り
木
の
種た

ね

よ
り
色い

ろ

々〱
替か

ハ

り

出
れ
ど
も
、
人
々
ハ
さ
ら
に
心
付つ

か

ざ
り
し
が
○
天
明
の
末す

へ

其
木
よ
り
ち
り
め
ん

立
花
砂す

な

子ご

布ふ

出
た
り
、
夫そ

れ

よ
り
世
上
に
て
戻も

ど

り
木
よ
り

弥
い
よ
〳
〵

替
り
出
る
事
を
知し

り

て
少
し
ヅ
ヽ
試

こ
こ
ろ
みに

植
置
く
人
あ
り
し
が
○
寛
政
七
八
の
頃こ

ろ

よ
り
立
花
流り

う

行こ
う

し
て

追お
い

々〱
諸し

よ

国こ
く

に
て
弄

も
て
あ
そぶ

事
一
朝て

う

一
夕せ

き

の
事
な
ら
ず
、
其
頃
近
江
・
伊
勢
・
尾
張
・

京か
み
が
た都

辺へ
ん

に
て
ハ
別べ

つ

し
て
望の

ぞ

む
人
而の

已み

に
て
売あ

き

び

と

買
人
も
売う

る

品
な
き
ゆ
へ
、
莫ば

く

太た
い

の

直あ

た

へ段
に
て
取

と
り

扱
あ
つ
か
ひ

、
北き

た

ハ
上
州
よ
り
西に

し

ハ
九
州
迠
流り

う

行こ
う

す
る
事
人じ

ん

力り
よ
くの

な
す
業わ

ざ

に

あ
ら
ず
天
の
し
か
ら
し
む
る
処
な
り
、
其
頃こ

ろ

あ
ま
り
時は

や

り花
あ
た
へ
も
日
々
に
登の

ぼ

り
し
ゆ
へ
前ま

へ

に
も
記し

る

せ
し
如ご

と

く
寛
政
十
午

年
八
月
廿
三
日
な
り
し
が
、

■
（
入
れ
木
）

無む

益や
く

の
翫

も
て
あ
そび

物
、
高か

う

直ぢ
き

に
売

し
や
う

買ば
い

す
べ
か
ら
ず
の
令れ

い

下
り
、
大
風
の
吹ふ

き

た
る
跡あ

と

の

こ
と
く
不ふ

日じ
つ

に
又
元も

と

の
あ
た
へ
に
成な

り

た
る
事　

天
光
の
程
、
誠
に
感か

ん

ず
べ
し
、

○
立
花
の
写

ゑ

生
ハ
六
七
月
頃
う
つ
し
置
た
る
品
多
け
れ
バ
、
花
芽め

い
ま
だ
見み

え

ざ
る
品
あ
り
、
其
心
に
て
見
る
べ
し

179　

寛
政
七
、八
年
よ
り
、「
た
ち
ば
な
」
と
い
う
植
木
流
行
せ
り

「
宝
暦
現
来
集
」
巻
之
五

山
田
桂
翁 

著

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

関
連
図
版
30
ー
2
・
58

○
寛
政
七
八
年
よ
り
、
立
花
と
云
小
さ
き
藪
か
う
じ
の
様
な
る
植
木
流
行
せ

り
、
黄
の
実
、
白
実
又
丸
葉
抔
、
或
は
た
や
ら
葉
、
縮
緬
葉
、
斑
入
葉
、
凡
百

種
も
分
て
り
、
大
造
に
流
行
た
る
も
の
に
て
、
実
生
一
本
に
て
代
金
五
両
七
両

位
の
品
も
有
レ

之
、
余
り
高
金
珍
敷
も
の
故
、
後
は
盗
賊
な
ど
有
り
て
、
御
咎

（
闕
字
）



江戸東京博物館　調査報告書　第31集

－ 153 －

等
有
レ

之
故
、
右
高
金
に
は
売
申
間
敷
と
御
触
有
レ

之
て
、
高
金
は
停
止
と
な
り

け
る
、
な
れ
ど
今
に
一
本
一
分
二
分
之
品
は
有
レ

之
け
る
、

180　

下
駒
込
染
井
植
木
屋
の
鉢
植
橘
、
盗
難
の
届

「
出
火
・
捨
物
な
ど
届
書
控
帳
」

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

関
連
図
版
30
・
58

　
　
　

乍
恐
以
書
付
御
届
申
上
候

五
十
八

一� 

御
寺
領
駒
込
村
植
木
屋
小
兵
衛
・
文
次
郎
申
上
候
。
私
共
儀
昨
十
二
日
御

町
奉
行
村
上
肥
後
守
様
御
番
所
御
呼
出
ニ

付
罷
出
候
処
、
私
共
当
七
月
廿
九

日
同
所
千
駄
木
御
鷹
方
同
心
近
藤
弥
十
郎
殿
と
申
仁
ニ

被
頼
、
同
組
同
心
高

井
元
三
郎
殿
品
の
由
ニ

て
鉢
植
橘
弐
本
相
払
呉
候
様
被
申
候
ニ

付
、
則
私
共

世
話
仕
、
代
金
四
両
弐
分
ニ

買
取
、
同
所
天
栄
寺
門
前
家
主
八
兵
衛
倅
忠
兵

衛
と
申
も
の
方
え
、
金
五
両
ニ

売
渡
候
所
、
右
品
の
儀
は
当
七
月
中
、
同
所

上
駒
込
染
井
植（

木
脱
カ
）

屋
五
三
郎
方
ニ

て
紛
失
の
品
の
由
、
五
三
郎
方
よ
り
断
有
之

候
付
、
驚
早
速
右
品
取
戻
、
弥
十
郎
殿
え
相
返
し
、
代
金
の
儀
も
是
又
忠
兵

衛
方
え
相
返
候
処
、
右
一
件
今
般
右
御
番
所
御
掛
り
ニ

て
御
吟
味
ニ

相
成
、

私
共
儀
御
吟
味
中
村
役
人
え
御
預
ケ
被
仰
付
、
尤
其
段
寺
社
御
奉
行
御
月
番

板
倉
周
防
守
様
御
役
所
え
も
御
訴
申
上
、
御
聞
被
置
候
ニ

付
、
此
段
御
届
申

上
候
。
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
政
九
巳

年
八
月
十
三
日	

植
木
屋�

小　

兵　

衛

	

同�

文　

次　

郎

駒
込
村
百
姓

	

五
人
組�

庄　

次　

郎

	

名
主�

甚

右

衛

門

　
　
　

先
崎
彦
十
郎
様

181　

禁
令
の
替
り
物
植
木
高
料
の
品
々
商
い
の
顚
末

「
出
火
・
捨
物
な
ど
届
書
控
帳
」

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

　
　
　

乍
恐
以
書
付
御
届
申
上
候

一� 

御
寺
領
駒
込
村
百
姓
植
木
屋
長
左
衛
門
悴
平
次
郎
申
上
候
。
私
儀
昨
廿
四

日
町
御
奉
行
村
上
肥
後
守
様
御
番
所
え
御
呼
出
ニ

付
罷
出
候
所
、
私
并

外

所
々
植
木
屋
一
同
被
召
出
、
唯
今
迠
植
木
替
も
の
高
金
の
品
商
ひ
仕
候
儀
不

埒
の
段
御
吟
味
の
上
、
則
私
所
持
の
植
木
品
書
上
候
処
、
右
品
御
吟
味
中
御

預
ヶ
被
仰
付
候
。
尤
其
段
寺
社
御
奉
行
御
月
番
松
平
右
京
亮
様
御
役
所
え
も

御
訴
申
上
候
処
、
御
聞
被
置
候
ニ

付
、
此
段
御
届
申
上
候
。
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
込
村
百
姓

　
　
　

寛
政
九
巳
年
九
月
廿
五
日　
　
　
　
　

長
左
衛
門
悴　

平　

次　

郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
人
組　

甚　

治　

郎

　
　
　
　

先
崎
彦
十
郎
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主　
　

甚

右

衛

門

　
　
　

乍
恐
以
書
付
御
届
申
上
候

一� 
御
寺
領
駒
込
村
百
姓
植
木
屋
長
左
衛
門
悴
平
次
郎
申
上
候
。
私
儀
当
九
月

廿
五
日
御
届
申
上
置
候
替
り
物
植
木
高
料
の
品
々
、
買
売
仕
候
御
吟
味
一
件

ニ

付
、
外
植
木
屋
共
一
同
猶
又
昨
六
日
御
奉
行
村
上
肥
後
守
様
御
番
所
え
御

（
マ
マ
）
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呼
出
ニ

付
、
則
罷
出
候
処
、
先
達
て
よ
り
御
糺
御
座
候
替
り
物
植
木
高
料
ニ

売
買
仕
候
段
、
心
得
違
ニ

付
、
以
後
植
木
相
当
の
値
段
ニ

取
引
仕
度
申
上
候

得
は
、
此
度
の
儀
は
御
宥
免
被
成
下
候
ニ

付
、
向
後
高
料
ニ

取
扱
不
仕
、
正

路
ニ

商
売
可
仕
旨
被
仰
渡
、
一
同
証
文
指
上
、
尤
先
達
て
御
預
ヶ
の
植
木
類

御
返
被
下
、
一
件
相
済
申
候
。
勿
論
其
段
寺
社
御
奉
行
所
え
も
御
届
申
上
候
。

依
之
尚
又
此
段
御
届
申
上
候
。
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
込
村
百
姓

　
　
　

寛
政
九
巳
年
十
月
七
日　
　
　
　
　
　

長
左
衛
門
悴　

平　

次　

郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
人
組　

五

郎

兵

衛

　
　
　
　

先
崎
彦
十
郎
樣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主　
　

甚

右

衛

門

　

（
後
略
）

182　

珍
し
き
鉢
植
物
、
高
値
売
買
の
禁
制

「
江
戸
町
触
集
成
」
一
〇
六
〇
七

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）

近
来
品
珍
敷
鉢
植
之
も
の
ニ
至
迠
、
高
直
可
売
買
致
候
趣
相
聞
候
、
都
而

不
用

之
品
不
相
応
ニ
高
価
な
る
を
翫
候
義
は
有
之
間
敷
事
ニ
候
、
高
価
商
売
致
間
敷

段
、
商
売
向
之
も
の
其
外
江

も
可
被
申
渡

　
　
　

八
月

右
之
通
被
仰
出
候
間
、
植
木
屋
と
も
は
不
及
申
、
家
持
借
屋
店
借
裏
々
迠
、
不

洩
様
入
念
為
申
聞
、
都
而

不
用
之
品
不
相
応
ニ
高
価
之
も
の
商
売
為
致
間
敷
、

若
右
之
触
於
相
背
ハ
吟
味
之
上
急
度
可
申
付
候
、
此
旨
町
中
不
残
可
相
触
候
、

已
上

　
　

八
月
廿
五
日�

町
年
寄
役
所　
　

183　

唐
橘
、
そ
の
価
値
日
一
日
に
加
わ
り
、
数
十
百
金
に
至
る

「
楓
軒
偶
記
」

小
宮
山
楓
軒 

著

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
序

関
連
図
版
30
ー
2
・
58

十
年
前
予
侍
読
ノ
命
ヲ
蒙
リ
、
小
石
川
邸
ニ

在
ル
コ
ト
数
月
、
時
ニ

都
下
競
テ

盆
翫
異
種
ノ
立
花
ヲ
購
ル
立
花
俗
ニ

橘
ノ
字
ヲ
用
ル
ハ
誤
ナ
リ
、
長
尾
景
福
云
、
桃
葉
珊
瑚

ナ
リ
、
佐
藤
成
裕
云
景
福
ノ
言
是
ナ
リ
、
小
野
蘭
山
桃
葉
珊
瑚
ヲ

以
青
木
ニ
ア
ツ
ル
ハ
非
ナ

リ
。
青
木
ハ
桃
葉
ニ
ア
ラ
ズ
」

其
価
日
一
日
ニ

加
ハ
リ
、
数
十
百
金
ニ

至
ル
、
逐
日

テ
奔
走
、
殊
ニ

甚
シ
、
近
郊
数
里
ニ

求
テ
得
ズ
、
得
ル
モ
ノ
ハ
必
厚
利
ア
リ
、

此
ニ

鬻
キ
彼
ニ

売
ル
、
花
肆
其
利
ヲ
射
ン
ト
ス
、
是
ヲ
数
十
里
ノ
外
ニ

求
ル
ニ

至
ル
、
凡
如
此
モ
ノ
年
余
ナ
リ
、
其
後
寂
ト
シ
テ
聞
ユ
ル
ナ
シ
、
此
事
京
師
モ

同
シ
カ
リ
シ
ヨ
シ
、
閑
田
耕
筆
ニ

見
ヱ
タ
リ
、
コ
レ
ニ

ハ
平
地
木
卜
記
セ
リ
、

按
ニ

、
寛
永
十
五
年
刻
ノ
清
水
物
語
ニ

、
近
頃
椿ツ

ハ
キ

ノ
花
ノ
ハ
ヤ
ル
ヤ
ウ
ニ

付
テ

聞
モ
オ
ヨ
ハ
ヌ
見
ヌ
事
ナ
ル
花
ア
マ
タ
、
ア
ナ
タ
コ
ナ
タ
ヨ
リ
出
タ
リ
ト
ア

リ
、
太
平
ヲ
楽
ム
人
ノ
所
為
、
其
頃
ヨ
リ
既
ニ

如
此
ナ
リ
、
又
羅
山
文
集
ニ

百

椿
図
序
ア
リ
。
寛
永
十
二
年
ノ
作
ナ
リ
、
松
平
伊
賀
太
守
忠
晴
尤
愛
此
花
「＊

取

諸
方
、
所
有
品
色
及
百
、
其
名
者
一
百
種
図
其
形
様
卜
見
ヱ
タ
リ

追
記
、
文
化
十
二
三
ノ
頃
、
蕣
花
大
ニ

流
行
シ
テ
、
異
種
ノ
物
ヲ
以
テ
勝
負
ヲ

兢
ア
リ
シ
ナ
リ
」
又
按
ニ

玄
同
放
言
ニ

カ
ヽ
ル
コ
ト
ヲ
載
テ
、
元
禄
ノ
椿
ハ
百

椿
譜
ア
リ
、
宝
永
ノ
牡
丹
ハ
牡
丹
論
談
ニ

輯
録
シ
、
寛
政
ノ
橘
ハ
橘
品
論
ト
カ

イ
フ
モ
ノ
出
タ
リ
、
今
朝
皃
ヲ
メ
ツ
ル
人
コ
ヽ
ラ
ニ
考
索
ア
リ
ヤ
知
ラ
ズ
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「　

」
内
、
国
会
図
書
館
Ｄ
Ｃ
で
は
綴
部
に
て
閲
覧
不
可
の
為
、
『
日
本
随
筆
大
成
』
〈
第
二
期
〉

19
（
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
り
補
っ
た
。

184　

百
両
金
、
貴
重
前
日
に
百
倍
せ
し
も
暫
時
に
し
て
廃
す
る
に
い
た
る

『
草
木
奇
品
家
雅
見
』
巻
之
上

繁
亭
金
太 

撰
輯

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）

　
　
　
　
　

百
両
金
譜
序　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

素
天
甫
撰

　

今
や
昇

し
よ
う

平
の
和く

ハ

、
四し

海か
い

に
溢

あ
ふ
れ

て
、
四し

民み
ん

鼓こ

腹ふ
く

の
時じ

節せ
つ

諸し
よ

技ぎ

百
ひ
や
く

戯げ

人
以
て
常

と
す
、
そ
が
中
に
我わ

が

輩
と
も
が
らの

愛
す
る
花く

わ

木ぼ
く

こ
そ
殊
に
風
流
温を

ん

雅が

の
楽た

の
し
ミ事

な
れ
、

さ
れ
ば
九き

う

成せ
い

の
楽が

く

至
ら
ざ
る
辺へ

ん

鄙ぴ

も
鳳ほ

う

皇わ
う

た
ち
ば
な
ハ
来ら

い

儀ぎ

せ
り
、

抑
そ
も
〳
〵

花く
わ

木ほ
く

の
時
に
従
て
興こ

う

廃は
い

あ
る
、
寛
永
に
山つ

ば

き茶
の
珍
花
、
元
禄
の
楓
、
享
保
の
菊
こ
れ

也
、
ま
た
寛
保
の
こ
ろ
島し

ま

馬ぼ

蘭た
ん

、
文ふ

ん

鳥
ち
や
う

草さ
う

の
二に

種し
ゆ

江ご
う

の
彦
根
よ
り
産さ

ん

し
て
衆

し
ゆ
う

人じ
ん

奇き

と
称
す
、
宝
暦
の
頃
予
が
師
栄え

い

伝で
ん

な
る
も
の
百た

ち

ば

な

両
金
の
斑ふ

を
愛
す
、
し
か

も
世
い
ま
だ
行

お
こ
な
ハれ

す
、
明
和
の
頃
葉は

実ミ

異こ
と

な
る
奇
種
を
生
じ
て
漸や

う

々〱
行
れ
、
天

明
に
至
て
寵

ち
や
う

光こ
う

殊
に
熾

さ
か
ん

な
り
、

勢
い
き
ほ
ひ

極き
ハ
ま

り
や
ゝ
哀

お
と
ろ
ふと

い
へ
ど
も
、
寛
政
の
始

は
じ
め

再

灯
を
か
ゝ
け
貴き

重
ち
や
う

前
日
に
百
倍
せ
し
も
暫し

ば

し時
に
し
て
又
廃は

い

す
る
に
い
た
る
、

一
枯
一
栄
万
物
の
恒つ

ね

な
れ
ば
猶
後こ

う

来ら
い

の
寵

ち
や
う

辱ち
よ
く

期き

す
べ
か
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、

寸す
ん

余よ

に
し
て
火さ

ん

ご珠
の
如
き
実
を
結

む
す
ひ

、
葉は

変
か
ハ
り

実み

変
か
は
り

の
数
品
歳
々
に
出
て
樹じ

ゆ

品ひ
ん

野や

な

ら
ず
、
形か

た

ち状
清せ

い

が雅
、
室む

ろ

天
目
先
生
屈く

つ

頌せ
う

樹じ
ゆ

趙て
う

后こ
う

艶え
ん

の
名な

を
蒙

か
ふ
し

ら
し
む
、
実
に
過く

わ

当た
う

な
ら
ず
、
漢か

ら

に
百
両
金
と
い
ふ
、
暗あ

ん

に
後
来
の
栄

さ
か
へ

を
は
か
り
て
名
の
実
を
得

た
る
に
似
た
り
、
和
に
た
ち
ば
な
と
い
ふ
、
橘
と
同
名
異
物
な
れ
ど
も
是
も
又

か
の
実
さ
へ
花
さ
へ
其
葉
さ
へ
栄さ

か

行ゆ
く

末
の
す
へ
ま
で
も
天
下
和く

ハ

順じ
ゆ
ん

の
吉き

ち

瑞ず
い

に
し

て
盆は

ち

栽も
の

家し

の
第
一
品
と
も
称
す
べ
し
と
云
爾

　
　

欣き
ん

栄え
い

集し
ふ

の
序
別
に
あ
り
、
く
た

〱
し
け
れ
ば
こ
ゝ
に
載の

せ

せ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

霞
亭
書
印
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橘
は
わ
ず
か
五
、六
寸
の
小
草
に
し
て
価
百
両
二
百
両
に
あ
り

『
金
生
樹
譜 

別
録
』
巻
一

長
生
舎
主
人
（
栗
原
信
充
） 

著

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）

往む

か

し昔
月げ

つ

桂け
い

庵あ
ん

橘
た
ち
は
な

品ひ
ん

類る
い

考か
う

を
序し

よ

し
て
い
は
く
無な

し
二

世よ
に

金か
ね

之の

生な

る

き樹
一

云と
い

乎ふ
か

、
今
在あ

り
レ

焉
こ
ゝ
に

と
誠

ま
こ
と

な
る
か
な
、
嗚あ

呼あ

橘
た
ち
ハ
なハ

僅
わ
つ
か

に
五ご

六ろ
く

寸す
ん

の
小こ

草く
さ

に
し
て
一い

つ

升せ
う

許は
か
り

の
土つ

ち

を
得ゑ

て
根ね

を
安

や
す
く

し
価

あ
た
い

百
ひ
や
く

両
り
や
う

二に

百
ひ
や
く

両り
や
う

に
あ
り
、
夫そ

れ

秦し
ん

の
世よ

の
譬

た
と
へ

に
謂ゐ

川せ
ん

千せ
ん

畝ほ
の

竹た
け

藪や
ふ

を
持も

て

ハ
、
冨と

ミ

万は
ん

戸こ

侯こ
う

に
等

ひ
と
し

と
か
や
、
謂
川
ハ
都

ミ
や
こ

の
近き

ん

処し
よ

な
れ
ハ
筍

た
け
の
こを

堀ほ
り

、
竹た

け

を

売う
り

た
る
金か

ね

高た
か

万は
ん

戸こ

侯こ
う

の
蔵く

ら

入い
り

と
つ
り
合あ

ふ

と
云い

ふ

こ
と
な
る
べ
し
、
昔

む
か
し

よ
り
百

ひ
や
く

畝ほ

八は
ち

人に
ん

ぐ
ら
し
と
唐と

う

人し
ん

の
平な

ら

し均
積つ

も
りに

し
て
も
千せ

ん

畝ほ

ハ
八
十
人
也
、
八
十
人
の
暮く

ら

し
か

た
何な

に

ほ
ど
倹け

ん

約や
く

し
て
も
年と

し

に
今い

ま

の
文ぶ

ん

金き
ん

四
百
両
な
り
、
さ
す
れ
ハ
千せ

ん

畝ほ

の
竹た

け

藪や
ぶ

一
年
の
収し

ゆ

納な
う

五こ

百
両
過す

く

べ
か
ら
す
、
も
し
然

し
か
ら

ハ
秦し

ん

の
世よ

の
万は

ん

戸こ

侯こ
う

ハ

橘
た
ち
ば
な

三さ
ん

四し

本ほ
ん

の
価

あ
た
い

に
等

ひ
と
し

し
、
此こ

の

橘
た
ち
ば
なを

か
の
竹た

け

藪や
ぶ

を
伐き

り

払は
ら
い

て
植う

ゑ

た
ら
ハ
、
其そ

の

価あ
た
い

は
る
か
に

倍ば
い

す
へ
し
、
急い

そ

き
此こ

の

種た
ね

を
求も

と

め
来き

た

れ
と
、
徐ぢ

よ

福ふ
く

に
宣せ

ん

旨じ

の
有あ

り

し
由よ

し

、
唐た

う

土ど

の
書し

よ

物も
つ

に
見ミ

え
ざ
る
は
、
史し

く

官わ
ん

の

闕
か
き
お
と
しか

、
但

た
だ
し

御ご

内な
い

勅ち
よ
くに

て
表

お
も
て

の
役や

く

人に
ん

知し
ら

ざ
る
か
、
何な

に

に
て
も
是こ

れ

に
過す

き

た
る
金か

ね

の
生な

る

樹き

ハ
あ
る
ま
じ
と
昔

む
か
し

は
人ひ

と

か
思お

も

ひ
し
が
、
今い

ま

ま
た

こ
れ
に
劣を

と

ら
ぬ
万を

年も

青と

あ
り
、
そ
の
性

し
よ
う

い
つ
も
を
若わ

か

ひ
青あ

を

月さ
か

代や
き

万ま
ん

々〱
年ね

ん

の
寿じ

ゆ

命め
う

長て
う

久き
う

年ね
ん

々〱
実ミ

し

生や
う

蕃は
ん

昌じ
や
う

し
て
、
た
と
へ
ハ
今こ

歳と
し

五こ

両り
や
う

の
株か

ぶ

に
来ら

い

年ね
ん

廿に
し
う

の
実ミ

を
結む

す

び
、
其そ

の

明
あ
く
る

年と
し

此こ
の

実ミ

生ば
へ

ミ
な
や
が
て
五
両
の
気き

を
含ふ

く

め
ハ
、
親を

や

樹き

ハ
又ま

た

廿に
じ
う

の
実ミ

ご
い
う
ひ
つ
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を
結む

す

ぶ
、
前ぜ

ん

後ご

七
八
年
が
其そ

の

中な
か

に
五
両
の
卵

た
ま
こ

か
七
八
十
神し

ん

農の
う

か
つ
て
知し

ろ

し
め
さ

ず
、
釈し

や

尊か
も

け
つ
し
て
知し

ら

ざ
る
証し

や

拠う
こ

五
千
余よ

巻ぐ
わ
んの

経け
ふ

論ろ
ん

に
更さ

ら

に
其そ

の

名な

を
出い

だ

し
玉
は

ず
、
た
ゞ
東と

う

方バ
う

粟そ
く

散さ
ん

辺へ
ん

土ど

と
た
と
へ
た
る
、
此こ

の

日ひ
の

本も
と

の
神か

ミ

風か
ぜ

に
吹ふ

き

起を
こ

し
た
る
功

い
さ
ほ

と
思

お
も
へ

バ
、
外ほ

か

に
類

た
く
ひ

な
き
福ふ

く

寿し
ゆ

無む

量り
や
うの

黄を
う

金ご
ん

花く
わ

ち
と
流り

う

行こ
う

に
後を

く

れ
た
る
古ふ

る

も
の
め

で
た
き
百た

ち

は

な

両
金
を
跡あ

と

付つ
け

に
し
火ひ

ぶ
せ
の
蘇そ

鉄て
つ

・
毒ど

く

け
し
の
南な

ん

天て
ん

燭
・
常と

き

は盤
か
き

は
の
君き

ミ

か
代よ

の
千ち

世よ

に
八や

千ち

代よ

を
松ま

つ

葉バ

蘭ら
ん

、
栄

さ
か
へ

久ひ
さ

し
く
動う

ご

き
な
き
天あ

ま

つ
乙を

と

め女
の

羽は

衣
こ
ろ
も

に
な
づ
と
も
尽つ

き

ぬ
石せ

き

斛こ
く

や
、
こ
れ
ら
ハ
何な

に

も
か
さ
ば
ら
す
、
僅

わ
づ
か

な
盆ほ

ん

に
う

つ
し
植う

ゑ

、
紫し

檀た
ん

・
黒こ

く

檀た
ん

・
鉄た

が

や

さ

ん

刀
木
・
唐か

ら

木き

の
台た

い

に
居ゐ

す
は
り
て
、
大た

い

紋も
ん

小せ
う

紋も
ん

高か
う

麗ら
い

の
縁へ

り

に
す
こ
し
も
場ば

う
て
せ
す
、
御を

床と
こ

御を

棚た
な

の
御を

道と
う

具く

と
付つ

き

合あ
い

な
が
ら
欲よ

く

気け

ハ
微ミ

塵ぢ
ん

も
油ゆ

断だ
ん

せ
ず
、
年と

し

々〱
実み

生
し
や
う

し
根ね

分わ
け

し
て
、
躰て

い

よ
く
品し

な

よ
く
物も

の

い
は
ず
、

山や
ま

吹ふ
き

色い
ろ

の
金

こ
か
ね

華は
な

さ
く
、
金き

ん

生せ
い

樹し
ゆ

七し
ち

福ふ
く

神し
ん

の
御こ

夢む

想そ
う

に
よ
つ
て
そ
の
い
と
口く

ち

を
と

く
こ
と
云し

か

尓り

天
保
第
四
癸
巳
歳
六
月　

長て
う

生せ
い

舎
し
や
の

主あ

る

し人
書し

る
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印　

印

186　

石
菖
鉢
植
の
値
、
五
ヶ
月
間
の
高
騰
と
下
落

「
宝
暦
現
来
集
」
巻
之
六

山
田
桂
翁 
著

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

○
文
政
七
年
八
月
よ
り
十
二
月
廿
日
頃
迠
、
石
菖
の
鉢
植
流
行
せ
り
、
先
年
の

立
花
の
如
し
、
さ
ま
〳
〵
替
り
た
る
も
の
出
来
、
斑
入
又
は
異
形
の
品
等
分
た

る
事
二
三
十
種
を
過
た
り
、
中
に
も
高
金
之
品
は
、
有
栖
川
、
政
宗
、
黄
金
、

虎
の
巻
、
雪
山
、
黒
龍
、
腰
蓑
、
黄
島
、
虎
髭
、
昼
夜
な
ど
ゝ
申
て
大
造
に
流

ﾞ

行
け
る
、
其
品
々
今
に
間
々
有

レ

之
け
る
が
、
今
は
雨
落
或
は
泥
腐
の
淵
な
ど

に
植
置
な
り
、
誰
振
向
見
る
も
の
な
し
、
流
行
と
云
ふ
も
の
は
何
の
訳
や
ら
、

人
々
移
り
気
な
る
も
の
な
り
、
其
時
予
根
津
藪
下
植
木
や
勇
蔵
方
に
て
、
流
行

始
め
に
政
宗
と
云
片
身
替
り
之
石
菖
七
鉢
に
て
、
金
一
両
一
分
に
買
、
両
三
日

過
染
井
花
や
茂
右
衛
門
来
り
て
、
金
四
両
二
分
に
買
度
よ
し
申
故
、
金
五
両
に

売
遣
け
る
、
直
さ
ま
翌
日
彼
茂
右
衛
門
、
四
ッ
谷
大
木
戸
相
馬
何
某
方
石
菖
会

へ
持
参
し
、
金
七
両
に
売
け
る
、
又
有
栖
川
と
申
を
八
寸
ぐ
ら
い
の
香
炉　

植

付
有

レ

之
を
、
予
植
木
や
清
助
よ
り
金
十
両
に
買
受
、
直
さ
ま
番
町
七
郎
左
衛

門
殿
と
申
御
旗
本
へ
、
十
三
両
二
分
に
売
け
り
、
是
を
売
た
る
は
十
二
月
十
六

日
、
同
廿
日
頃
よ
り
俄
直
段
下
落
し
て
、
損
せ
し
も
の
も
有
り
、
予
は
仕
合
よ

く
、
僅
十
四
五
日
之
間
に
彼
是
八
九
両
徳
分
有
け
る
、
流
行
と
云
も
の
、
手
廻

し
能
く
慾
少
く
す
れ
ば
損
は
せ
ま
じ
、
夫
を
ま
ご

〱
と
引
張
居
る
と
損
を
す

る
な
り
、
流
行
も
の
は
面
白
物
也
、
是
は
若
い
了
簡
で
な
け
れ
ば
出
来
ぬ
也
、

187　

松
葉
蘭
・
小
万
年
青
等
、
奇
に
耽
り
変
り
品
に
募
り
、
売
買
高
騰
す
る

「
市
中
取
締
類
集
」  

市
中
取
締
之
部

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）

一�

植
木
之
儀
、
近
頃
松
葉
蘭
・
小
万
年
青
等
ニ
而

、
百
両
或
は
弐
百
両
と
高

金
之
品
売
買
有
之
候
由
、
尤
右
は
非
力
成
小
前
之
植
木
屋
ニ
而

は
及
ひ
兼
候

得
共
、
染
井
巣
鴨
千
駄
木
辺
有
福
之
植
木
屋
と
も
ニ

は
一
ト
室
千
両
余
之
所
、

三
室
位
迠
位
所
持
罷
在
、
奇
ニ

耽
り
変
り
品
ニ

募
り
、
右
様
之
事
ニ

成
行
候
由
、

専
ら
風
聞
仕
候

　
　
　

�

此
儀
、
植
木
鉢
植
之
類
好
人
ニ

ゟ
高
価
ニ

至
り
候
儀
ニ
而

望
之
も
の
無

（
マ
マ
）
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之
候
得
は
、
仮
令
百
両
・
二
百
両
と
申
居
候
と
も
持
人
之
定
而
已
実
に

画
餅
同
様
之
儀
、
売
買
無
之
候
而

は
、
其
直
段
実
用
ニ

は
無
之
、
町
家

之
も
の
右
躰
莫
太
高
価
之
鉢
植
等
慰
ニ

買
入
候
も
の
は
及
承
不
申
、
右

躰
之
風
聞
有
之
候
は
、
諸
侯
之
買
入
ニ
而

も
可
有
之
哉
、
猶
得
と
風
聞

等
相
探
、
弥
実
事
ニ

候
ハ
ヽ
、
其
仕
儀
ニ

寄
及
沙
汰
候
様
可
仕
候

188　

万
年
青
の
珍
奇
は
金
三
四
百
両
の
位
に
至
る

「
万
年
青
種
蒔
」

牧
島
某 

著

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

関
連
図
版
32

　
　
　

○
流
行
之
事

（
前
略
）
此
の
ご
と
く
万
事
の
祝
儀
ご
と
に
、
お
も
と
を
賞
美
し
て
用
ゆ
る
こ
と
、

皇
国
の
松
竹
を
用
ゆ
る
が
ご
と
し
、
夫
は
漢
土
の
こ
と
、
是
は
江
府
の
こ
と
な

り
し
が
、
其
始
て
流
行
る
こ
と
は
、
去
る
天
保
年
中
よ
り
専
ら
な
り
し
に
、
弘

化
の
頃
は
少
し
く
廃
れ
、
又
嘉
永
元
申
年
の
頃
よ
り
再
び
行
る
こ
と
、
南
京
生

を
宗
と
し
て
、
常
草
ま
で
一
統
に
流
行
出
し
て
、
同
四
亥
年
の
秋
ご
ろ
よ
り
此

春
に
至
て
、
其
盛
ん
な
る
こ
と
余
の
流
行
も
の
に
こ
と
な
り
て
、
雑
草
は
銭

二
三
十
孔
位
よ
り
、
珍
奇
は
金
三
四
百
両
の
位
に
至
て
、
其
品
数
お
び
た
ゞ
し

く
言
葉
を
以
て
す
べ
か
ら
ず
、
士
農
工
商
と
も
に
何
の
差
別
も
な
く
、
家
ご
と

に
黒
鍔
の
鉢
に
南
京
生
を
植
て
、
是
を
飾
る
こ
と
さ
な
が
ら
花
戸
屋
に
こ
と
な

ら
ず
、
軒
端
ご
と
に
大
鍔
の
鉢
に
常
葉
物
を
植
て
、
是
を
並
ぶ
る
こ
と
さ
な
が

ら
花
壇
に
こ
と
な
ら
ず
、
或
ひ
は
内
に
奇
し
き
床
棚
を
造
り
て
善
を
尽
し
、
外

に
麗
し
き
花
壇
を
営
み
て
美
を
尽
し
、
善
美
の
金
網
を
以
て
八
重
機
の
八
百
盆

を
覆
ひ
飾
れ
る
有
様
は
、
実
に
三
月
の
雛
祭
よ
り
も
す
さ
ま
じ
く
、
其
造
営
は

奇
麗
と
い
ふ
も
お
ろ
か
に
て
、
言
語
に
絶
る
計
也
、
是
ぞ
四
海
静
謐
に
住
し
、

都
鄙
恩
波
に
浴
し
て
昇
平
二
百
有
余
年
、
目
に
鉾
戟
の
憂
ひ
を
看
ず
、
耳
に
金

丸
の
恐
を
聞
ず
、
治
も
久
し
け
れ
ば
珍
重
か
ら
ず
、
遊
も
常
と
な
れ
ば
面
白
か

ら
ず
、
諺
に
云
色
気
よ
り
喰
気
と
や
ら
ん
は
昔
の
こ
と
、
今
は
物
見
遊
山
も
あ

き
は
て
栄
花
栄
耀
も
つ
き
は
て
ゝ
、
四
民
各
々
其
職
を
忘
れ
、
お
も
と
な
ど
賞

美
す
る
こ
と
ゝ
は
な
り
ぬ
か
し
、
嗚
呼
時
な
る
哉
、
時
な
る
哉
、

　
　

時
に
嘉
永
て
ふ
歳
の
五
年
萩
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
学
舎　

磯
牧
島
戯
奏

189　

小
万
年
青
の
高
価
売
買
に
携
わ
る
は
卑
劣
の
至
り
な
り

「
老
中
阿
部
伊
勢
守
宛 

町
奉
行
上
申
書
」

池
田
頼
方 

作
成

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
十
月

一�　

昨
年
中
ゟ
小
藜
蘆
ニ

高
価
之
品
々
出
来
致
し
、
高
砂
友
白
髪
抔
と
名
付
稀

成
流
行
ニ
而

、
弐
百
金
以
上
之
類
も

有
之
、
素
人
ニ
而

多
分
之
利
徳
を
得
候
も

の
共
間
々
有
之
、
右
売
買
之
為
メ
武
家
町
方
之
も
の
共
打
交
集
会
致
し
、
利

徳
を
争
ひ
候
儀
所
々
ニ

有
之
、
町
人
之
利
潤
ニ

拘
り
候
は
無
拠
共
可
申
候
得

共
、
武
家
之
利
を
争
ひ
候
は
不
似
合
之
所
業
ニ

有
之
、
奢
侈
ニ

心
を
被
奪
武

家
之
見
識
悉
衰
金
銭
之
為
ニ

は
恥
を
も
忘
レ

候
趣
、

　
　

�

此
儀
再
風
聞
之
趣
ニ
而

は
一
躰
小
藜
蘆
は
拾　

年
程
以
前
ゟ
下
駒
込
村
植

木
屋
ニ
而

肴
屋
松
五
郎
と
申
も
の
種
々
之
奇
品
を
作
出
し
、
其
外
根
岸
千

ヶ
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駄
木
白
山
高
田
大
久
保
辺
植
木
屋
共
も
同
様
種
品
作
出
し
、
上
品
之
分
松

五
郎
元
祖
之
由
ニ
而

肴
屋
と
名
付
、
其
外
凡
奇
品
十
五
六
種
有
之
、
其
余

は
銘
有
之
候
得
共
上
品
之
小
藜
蘆
ニ

は
無
之
、
異
名
万
年
草
又
は
い
つ
ま

て
草
と
唱
、
不
浄
除
鬼
門
除
ニ

目
出
度
草
抔
と
申
流
行
為
致
候
間
自
然
世

上
江

流
布
致
し
高
価
之
取
引
相
成
、
其
品
ニ

寄
金
壱
分
位
ニ
而

買
求
、
手

入
次
第
奇
品
ニ

仕
上
候
得
は
、
一
葉
凡
五
両
程
五
枚
定
一
株
弐
拾
五
両

五
ッ
株
植
込
、
一
躰
代
金
百
弐
拾
五
両
位
相
成
、
古
株
植
込
之
模
様
次
第

三
百
両
以
上
ニ

売
候
分
も
稀
ニ

有
之
利
徳
を
得
候
ニ

付
、
植
木
屋
武
家
寺

院
素
人
と
も
打
交
売
買
致
、
去
亥

年
中
別
而

流
行
所
々
江

集
会
致
し
候
由
、

右
は
先
年
松
葉
蘭
流
行
之
節
、
上
方
表
ゟ
種
々
之
奇
品
を
差
下
高
価
之
分

は
一
本
ニ

付
七

（
朱
書
）「
八
」拾

両
ゟ
百
両
以
上
之
類
も
有
之
候
間
、
小
藜
蘆
を
流
行
為

致
同
所
江

差
遣
し
利
徳
を
得
候
心
組
之
処
、
松
葉
蘭
流
行
之
様
ニ

は
無
之

候
上
、
御
当
地
山
之
手
赤
土
ニ

無
之
候
而

は
手
入
致
し
候
而

も
、
出
来
方

不
宜
よ
し
ニ
而

、
御
府
内
限
流
行
之
様
相
成
、
此
節
直
段
少
々
相
下
、
上

方
表
も
不
向
之
由
ニ

付
、
一
旦
之
流
行
迠
ニ
而

、
追
々
直
段
引
下
可
申
哉

ニ

相
聞
、
素
人
ニ
而

上
手
ニ

造
リ

候
は
何
レ

も
御
旗
本
之
隠
居
又
は
御
家
人

等
ニ
而

、
町
人
ニ

は
無
之
由
、
右
高
直
ニ

成
鉢
植
も
の
之
儀
ニ

付
而
は
、
去

ル

丑
年
以
来
巌
重
之
町
触
有
之
、
既
ニ

金
三
両
以
上
之
品
は
決
而

売
買
致

間
敷
旨
等
之
文
言
も
有
之
、
其
上
高
価
之
鉢
植
売
買
之
為
メ
集
会
致
し
候

は
如
何
に
付
、
右
躰
之
儀
無
之
様
取
締
名
主
共
江

申
渡
候
儀
等
も
有
之
候

処
、
前
書
之
通
所
々
江

集
会
高
価
之
鉢
植
売
買
致
し
候
段
、
法
則
ニ

当
而

何
レ

も
不
埒
之
至
ニ
而

、
不
相
済
儀
ニ

有
之
候
ニ

付
、
穿
鑿
之
上
夫
々
及
吟

味
候
様
可
仕
哉
ニ

候
得
共
、
右
素
人
に
而
売
買
致
し
候
も
の
并

造
出
し
候

も
の
も
身
分
柄
之
隠
居
御
家
人
又
は
寺
院
之
類
重
モ
ニ
而

、
却
而

町
人
と

も
は
纔
ニ

相
聞
候
ニ

付
、
品
ニ

寄
候
ハ
ヽ
右
等
江

お
よ
ほ
し
容
易
不
成
手

重
モ

之
吟
味
発
覚
致
し
可
申
哉
も
難
斗
、
何
レ
ニ

も
右
之
面
々
風
儀
改
り

不
申
候
而
は
取
締
は
附
申
間
敷
哉
、
右
武
家
之
隠
居
等
植
物
培
養
を
慰
ニ

致
し
候
は
格
別
、
売
買
ニ

携
候
は
卑
劣
之
至
ニ
而

、
以
之
外
之
儀
ニ

有
之

候
処
、
是
迠
町
方
之
も
の
共
江

は
前
書
之
通
触
申
渡
等
致
し
候
儀
も
有
之

候
得
共
、
武
家
江

は
右
丑

年
町
触
之
得
其
意
、
惣
而
花
美
高
価
之
品
誂
申

間
敷
、
此
度
之
御
趣
意
弥
厚
く
相
心
得
、
諸
事
奢　

間
敷
儀
無
之
様
可
致

旨
御
触
有
之
候
迠
迠
ニ
而

、
其
以
来
植
木
類
之
儀
ニ

付
御
触
渡
等
無
之
候

ニ

付
、
一
概
ニ

巌
重
之
及
所
置
候
も
不
穏
成
哉
ニ

奉
存
候
ニ

付
、
別
紙
之

通
惣
御
触
有
之
、
町
方
江

も
其
段
触
示
候
上
尚
不
相
用
族
有
之
候
ハ
ヽ
、

其
節
は
貴
賤
之
無
厭
、
規
則
之
通
取
斗
候
様
仕
候
ハ
ヽ
、
聢
と
取
締
相
附

可
然
哉
ニ

奉
存
候
、

190　

金
三
両
以
上
の
鉢
植
物
は
決
し
て
売
買
致
す
ま
じ
き
事

「
江
戸
町
触
集
成
」
一
三
六
七
五

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
七
月

一�

瀬
戸
も
の
類
、
近
来
専
ら
新
製
を
競
ひ
製
造
い
た
し
、
就
中
石
灯
籠
之
形
、

或
は
井
桁
等
瀬
戸
も
の
ニ
不
似
合
之
品
、
以
来
売
買
令
停
止
候
、
其
外
植
木

鉢
之
類
通
例
之
器
物
ニ
候
共
、
総
而

奢
侈
高
価
之
品
決
而

売
買
致
間
敷
事

一�
高
直
之
鉢
植
も
の
売
買
令
停
止
候
段
、
去
年
十
月
相
触
候
通
弥
堅
相
守
、
金

三
両
以
上
之
品
は
決
而

売
買
致
間
敷
事

　

右
之
通
町
中
不
洩
様
可
触
知
者
也

　
　
　

七
月

ヶ
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�

右
之
通
従
町
御
奉
行
所
被
仰
渡
候
間
、
町
中
家
持
借
屋
店
借
裏
々
迠
入
念

早
々
可
相
触
候

　
　
　

七
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
年
寄
役
所

191　

高
価
鉢
植
物
売
買
の
為
の
集
会
の
禁
止

「
江
戸
町
触
集
成
」
一
四
三
八
七

弘
化
ニ
年
（
一
八
四
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
中
取
締
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸

色

懸

り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

名　

主　

共　

鉢
植
も
の
之
儀
ニ
付
而

は
、
度
々
触
置
候
趣
も
有
之
処
、
此
節
植
木
屋
共
素
人

共
、
高
価
之
鉢
植
物
売
買
之
為
、
集
会
等
致
し
候
義
も
有
之
趣
相
聞
如
何
之
義

ニ

付
、
右
躰
之
義
無
之
様
、
猶
無
油
断
可
心
付

　
　

巳
十
一
月

（
後
略
）

（
幷
か
）

192　

高
金
の
鉢
植
物
流
行
い
た
し
、
武
家
方
内
職
に
仕
立
て
利
潤
を
争
う

「
市
中
取
締
類
集
」
鳥
類
鉢
植
之
部

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）

（
朱
書
）

「
巳
十
月
廿
六
日

　

伊
勢
守
殿
御
書
取
壱
通
御
直
御
下

　

�

風
聞
書
弐
冊
壱
通
・
鉢
植
番
附
弐
枚
壱
通
并

差
出
置
候
鳥
類
帳
面
弐
冊
・
風

聞
書
壱
通
、
最
前
御
下
ヶ
御
書
取
弐
通
」

　
　
　
　
　

覚

市
中
鳥
屋
共
高
売
い
た
し
趣
ニ

付
、
取
締
方
之
儀
見
込
之
趣
先
達
而
被
申
聞
候

通
、
鳥
屋
共
呼
出
利
解
為
申
聞
、
以
後
鳥
類
価
何
程
以
上
売
買
不
相
成
、
何
程

迠
を
限
と
申
境
を
立
置
候
得
は
、
増
長
致
間
敷
と
被
存
候
得
共
、
是
等
は
如
何

な
も
の
ニ

可
有
之
哉
、
其
段
享
保
・
寛
政
度
并

其
後
も
相
触
候
趣
を
以
、
去
ル

丑
年
相
達
候
不
益
ニ

手
間
懸
候
高
直
之
品
々
ニ

付
数
ヶ
条
相
達
候
内
、
取
締
付

居
候
儀
も
可
有
之
候
得
共
、
中
ニ

は
等
閑
ニ

相
心
得
候
も
の
も
有
之
哉
ニ

承
り

及
候
、
殊
ニ

植
木
屋
共
は
寅
年
七
月
別
段
相
達
候
趣
も
有
之
処
、
此
節
ハ
高
金

之
品
々
内
々
会
日
等
有
之
、
持
出
し
在〻
々〻
売
買
い
た
し
候
趣
相
聞
、
甚
如
何
之

事
ニ

被
存
候
、
乍
去
い
か
様
高
売
い
た
し
候
共
と
ゝ
の
へ
候
者
無
之
候
得
は
、

終
ニ

ハ
可
相
止
儀
ニ

候
へ
共
、
兎
角
奢
侈
之
風
不
相
止
候
故
之
儀
と
相
聞
、
左

候
時
は
素
ゟ
小
利
を
争
候
商
人
共
之
儀
、
事
情
ニ

お
ゐ
て
一
概
ニ

不
埒
共
難
申

候
得
共
、
右
様
相
達
候
儀
徒
法
ニ

相
成
候
而

は
実
ニ

不
宜
候
間
、
鳥
屋
共
を
初

右
等
之
類
取
締
方
、
勘
弁
致
し
可
被
申
聞
、
乍
併
事
情
実
ニ

難
被
行
儀
も
候
は
、

（
朱
書
）「
互
ニ
」
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是
又
無
服
臓
可
被
申
聞
候
事

御
改
革
以
来
市
中
其
外
都
而

相
弛
候
儀
及
見
聞
候
ハ
ヽ
可
申
上
旨
被
仰
渡
候
ニ

付
、
左
ニ

申
上
候

（
中
略
）

一� 

植
木
之
儀
、
藜
蘆
・
松
葉
蘭
等
も
其
葉
色
ニ
寄
壱
両
壱
分
位
ゟ
四
拾
両
位
迠
、

松
葉
蘭
流
行
之
節
は
、
一
鉢
ニ

二
葉
三
葉
植
候
而
も
怔
合
ニ

寄
拾
両
位
も
致

し
候
由
、
当
時
は
下
落
致
し
、
替
柑
子
鉢
植
も
の
流
行
致
し
、
当
時
其
品
ニ

寄
壱
両
位
ゟ
三
拾
両
位
も
致
し
候
由
、
当
九
月
下
旬
ゟ
之
催
ニ
而

、
同
十
月

二
日
・
三
日
、
四
谷
太
宗
寺
客
殿
等
借
受
、
諸
方
ゟ
高
金
之
鉢
植
物
差
出
、

餝
附
見
物
為
致
、
右
は
植
木
屋
は
勿
論
、
持
主
も
慰
ニ

は
無
之
、
鉢
植
も
の

流
行
可
致
為
メ
景
気
と
申
も
の
ニ
而

、
小
普
請
又
ハ
御
旗
本
之
隠
居
・
厄
介

人
・
家
来
、
諸
組
御
番
方
之
与
力
・
同
心
等
内
職
ニ

鉢
植
も
の
仕
立
、
利
潤

を
争
ひ
候
而
已
ニ
而

、
右
両
日
入
用
五
拾
両
も
相
掛
、
差
当
り
銘
々
出
銀
致

し
候
得
共
、
流
行
さ
へ
致
し
候
得
は
引
合
申
候
由
、
且
其
時
々
鉢
植
も
の
直

段
高
下
有
之
候
儀
は
相
場
も
の
商
同
様
ニ
而

、
損
徳
を
見
不
申
候
而

は
融
通

ニ

不
相
成
候
故
之
儀
ゟ
相
聞
申
候

上

一� 

右
植
木
餝
附
之
節
、
内
藤
新
宿
旅
籠
屋
飯
盛
女
共
馴
染
之
客
ゟ
鉢
植
物
借

受
、
女
名
前
ニ
而

差
出
候
積
之
処
、
右
宿
名
主
ゟ
差
留
、
然
共
旅
籬
屋
名

前
ニ
而

鉢
植
も
の
差
出
、
其
席
江

見
物
ニ

参
候
者
見
料
同
様
ニ

酒
肴
之
切
手
正

金
ニ
而

持
参
、
凡
百
二
拾
両
程
も
集
金
有
之
、
世
話
人
共
配
分
致
シ
候
由

（
中
略
）

　

鉢
植
物
飾
附
世
話
人
并

右
差
出
候
者
大
概
之
名
前

当
十
月
二
日
・
三
日
四
谷
太
宗
寺
ニ

而
鉢
植
も
の
餝
附
致
し
候
節
之
世
話
人
并

所
持
鉢
植
も
の
差
出
候
名
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
番
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
木
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

健　
　

次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
吟
味
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
忠
太
夫
悴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
市
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
先
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
越
上
野
介
組
与
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
為
之
丞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
組
同
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
嶋
岩
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
丸
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両
御
番
之
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

押
田
三
左
衛
門
家
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

此
者
元
植
木
屋
之
由　

山
田
勘
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
谷
忍
町
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

里
俗
麴
屋
横
町
住
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
人
組
与
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
沢
弥
兵
衛
隠
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
前
不
知

右
、
世
話
人
ニ

而
所
持
鉢
植
も
の
差
出
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
所
左
衛
門
町
住
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
御
番
之
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
定
之
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
方
同
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
普
請
之
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山
倉
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

麴
町
元
山
王
住
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
御
勘
定
之
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
善
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
世
三
四
郎
家
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
仲
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
先
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
尾
小
源
太
組
同
心
之
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
谷
主
水
組
同
心
之
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
と
申
名
前
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
隠
居
名
前
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
御
番
組
与
力
之
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
と
申
名
前
不
知

此
も
の
植
鉢
之
外
生
類
之

形
致
し
候
寄

（
マ
マ
）石
差
出
候

伊
垣
と
申
名
前
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
谷
塩
町
弐
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

里
俗
湯
屋
横
町
住
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
家
人
之
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
中
と
申
名
前
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
宿
上
ケ
地
住
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
御
番
之
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
寺
と
申
名
前
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
番
町
住
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
御
番
御
帳
役
之
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
高
と
申
名
前
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
町
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
役
名
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
江
と
申
名
前
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川
と
申
名
前
不
知

右
は
金
高
之
鉢
植
も
の
差
出
、
右
之
外
名
・
住
所
不
知
諸
方
ゟ
凡
鉢
植
物
数
千

余
と
申
触
候
得
共
、
数
七
百
余
差
出
候
由
、
凡
金
高
ニ

積
四
千
両
程
之
品
之
由
、

高
金
之
鉢
植
物
ハ
、
右
之
内
数
百
五
拾
も
有
之
、
壱
鉢
ニ

付
代
金
八
拾
両
位
惣

金
高
之
由
ニ

御
座
候
、
以
上

　
　
　

巳
十
月

「
巳
十
一
月
十
一
日
」

ヒ
レ
付
末
有
之

［
伊
勢
守
殿　

「
御
直
上
ル
、
同
十
七
日
、
御
同
人
御
書
取
添

　

承
ヒ
レ
付
致
し
、
同
十
九
日
」　
　
　
　
　
　

　

鳥
類
鉢
植
物
之
儀
ニ

付
勘
弁
仕
候
趣
申
上
候
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
山
左
衛
門
尉

（
朱
書
）

（
朱
書
）
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去
月
廿
六
日
、
一
己
之
勘
弁
申
上
候
様
被
仰
渡
御
渡
被
成
候
御
書
取
之
内
、
市

中
鳥
屋
并

植
木
屋
共
奢
侈
之
風
儀
不
相
止
候
付
、
飼
鳥
類
定
直
段
申
渡
候
方
ニ

も
可
有
之
哉
、
取
締
方
之
儀
勘
弁
仕
候
処
、
此
儀
一
躰
唐
鳥
類
持
渡
之
元
直
段

ニ

有
之
候
得
共
、
和
鳥
類
之
儀
ハ
餌
付
養
方
に
よ
り
善
悪
之
次
第
、
手
数
并
ニ

入
用
等
も
相
懸
、
直
段
も
不
同
ニ

可
有
之
候
得
共
、
斑
替
り
等
之
奇
品
先
は
自

然
之
儀
ニ

而
、
其
類
無
之
を
賞
翫
致
し
、
求
而

難
造
出
場
合
よ
り
別
ニ

相
場
之

境
も
無
之
、
時
花
之
世
評
ニ

よ
り
格
外
高
価
ニ

も
売
買
致
し
候
儀
と
相
見
、
是

迠
右
廉
々
御
触
は
無
之
候
得
共
、
既
寛
政
度
衣
服
・
鼈
甲
等
之
直
段
御
定
有
之
、

其
後
去
ル
寅
年
、
馬
并

植
木
鉢
物
・
庭
石
・
手
遊
物
等
直
段
定
り
候
得
共
、
馬

抔
は
実
用
之
品
ニ

而
事
欠
置
難
申
品
故
、
却
而
彼
是
差
支
、
無
拠
組
馬
等
ニ

而

定
直
段
之
法
を
偽
候
売
買
之
仕
方
出
来
候
趣
承
り
お
よ
ひ
候
、
手
遊
等
ハ
素
ゟ

無
益
之
翫
弄
故
直
段
定
り
居
、
何
様
之
品
物
下
品
ニ
成
、
或
ハ
払
底
ニ

候
共
差

支
は
無
之
、
此
度
之
飼
鳥
之
類
も
実
用
之
品
ニ

は
無
之
間
、
差
支
は
有
之
間
敷

奉
存
候
得
共
、
多
分
高
貴
之
人
好
ミ
ニ

任
せ
買
上
候
事
故
、
自
然
高
料
ニ

も
至

可
申
歟
、
植
木
屋〻
・
庭
石
之
類
も
同
様
ニ

而
、
相
対
之
儀
ハ
詰
り
無
是
非
候
得

共
、
定
り
居
候
品
々
ニ

候
得
ハ
、
右
ニ

背
候
得
は
発
覚
之
節
は
咎
は
不
遁
も
の

ニ

而
、
買
上
候
も
の
も
不
束
之
事
故
、
売
先
ニ

よ
り
調
方
自
然
取
扱
ニ

差
支
、

却
而
偏
頗
ニ

相
当
り
自
ラ
徒
法
ニ

流
可
申
間
、
只
々
広
ク
高
価
之
売
買
を
禁
候

迠
ニ

而
可
然
、
併
高
価
と
申
候
而
も
次
第
も
可
有
之
候
得
共
、
実
用
品
ニ

も
無

之
上
は
、
惣
而
拾
両
以
上
は
賊
刑
人
命
ニ

も
及
申
候
間
、
拾
両
以
上
を
高
価
之

品
と
奉
行
所
之
内
規
矩
ニ

定
置
、
若
発
覚
之
節
ハ
、
右
を
目
当
ニ

咎
申
付
候
様

致
し
候
ハ
ヽ
可
然
哉
、
左
候
得
は
、
一
卜
先
市
中
鳥
屋
と
も
一
同
呼
出
し
、
飼

付
方
又
ハ
運
送
等
ニ

付
実
々
元
直
段
失
却
懸
り
候
儀
顕
然
致
し
候
分
ゟ
、
右
元

高
ニ

応
し
相
当
之
売
徳
を
懸
商
致
し
、
其
余
無
謂
高
価
ニ

売
買
致
し
候
ハ
ヽ
、

（
マ
マ
）

急
度
可
申
付
旨
、
厚
く
利
解
申
聞
候
様
可
仕
奉
存
候
、
且
植
木
屋
共
儀
ハ
、
去

ル
丑
年
并

同
寅
年
中
金
三
両
以
上
之
鉢
植
も
の
売
買
致
間
敷
旨
触
置
候
儀
に

付
、
右
之
趣
を
以
市
中
取
締
懸
名
主
共
ゟ
猶
無
油
断
為
心
付
、
向
後
相
背
候
も

の
有
之
候
ハ
ヽ
、
吟
味
之
上
夫
々
相
当
之
咎
申
付
候
様
可
仕
哉
ニ

奉
存
候
、
尤

小
給
之
御
家
人
杯
ニ
而

、
鉢
植
も
の
売
買
筋
ニ

携
候
向
有
之
哉
ニ

も
相
聞
候
得

共
、
渡
世
筋
之
も
の
取
締
相
立
候
ハ
ヽ
、
自
然
相
響
、
右
様
之
風
儀
相
止
可
申

哉
ニ

奉
存
候
、
依
之
此
段
申
上
候
、
以
上

　
　
　

巳
十
一
月�

遠
山
左
衛
門
尉　

ヒ
レ
付

　

�

書
面
高
価
之
飼
鳥
は
売
買
不
相
成
旨
一
応
諸
向
江

相
触
候
上
、
掟
を
背
候
も

の
有
之
候
ハ
ヽ
咎
申
付
候
方
と
被
思
召
候
間
、
触
書
案
取
調
可
差
上
、
尤
拾

両
以
上
を
奉
行
所
内
規
矩
之
儀
は
伺
之
通
可
相
心
得
旨
、
被
仰
渡
奉
承
知
候

　
　
　
　

巳
十
一
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
山
左
衛
門
尉

193　

武
家
方
・
僧
侶
、
植
木
屋
・
町
人
共
に
交
り
鉢
植
物
集
会
売
買
す
る

「
江
戸
町
触
集
成
」
一
五
三
四
六

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

高
直
之
鉢
植
物
売
買
令
停
止
候
段
、
去
年
十
月
相
触
候
通
弥
堅
相
守
、
金
三
両

以
上
之
品
決
而

売
買
致
間
敷
旨
、
去
ル
寅
年
七
月
中
相
触
置
、
其
後
猶
又
植
木

屋
幷

素
人
共
、
高
価
之
鉢
植
売
買
之
為
メ
集
会
等
致
し
、
如
何
之
儀
ニ
付
、
右

躰
之
儀
無
之
様
申
渡
置
候
趣
も
有
之
処
相
寛
ニ

、
近
来
小
万
年
青
流
行
ニ

付
、

寄
品
ニ

至
候
而

は
格
外
高
価
之
取
引
致
、
其
上
植
木
屋
之
外
平
人
ニ
而

売
買
致

（
ミ
）

（
奇
）
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し
候
も
の
、
幷

造
立
候
も
武
家
方
又
は
寺
院
之
類
重
モ
ニ
而

、
身
分
を
も
不
顧
、

植
木
屋
或
は
町
人
共
ニ

打
交
、
所
々
江

集
会
売
買
致
候
趣
相
聞
、
以
之
外
之
事

ニ

候
、
以
来
右
躰
之
義
無
之
様
、
武
家
方
江

も
此
度
御
触
有
之
候
間
、
町
方

ニ
而

も
触
面
之
趣
急
度
相
守
可
申
旨
、
右
渡
世
筋
之
者
共
は
勿
論
、
銘
々
江

得

と
申
聞
置
候
様
可
致
候

右
之
通
町
中
不
洩
様
可
触
知
も
の
也

　
　

子
十
一
月

右
之
通
従
町
御
奉
行
所
被
仰
渡
候
間
、
町
中
家
持
は
不
及
申
借
屋
店
借
裏
々

迠
、
不
残
入
念
可
相
触
候

　
　

十
一
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
年
寄
役
所

第
四
節
　
菊
細
工
の
流
行

194　

一
本
の
菊
の
花
に
て
大
造
り
、
樹
芸
の
奇
功
を
極
む

「
塵
塚
談
」

小
川
顕
道 

著

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）

○
巣
鴨
村
植
木
屋
菊
の
事
、
我
等
廿
歳
頃
は
、
花
壇
長
サ
七
八
間
或
は
十
間
程
、

巣
鴨
根
生
の
四
郎
左
衛
門
は
、
拾
二
三
間
に
て
、
み
な

〱
中
菊
の
み
造
り
し

也
、
菊
を
愛
る
人
多
く
好
み
も
て
あ
つ
か
ひ
て
よ
り
、
其
変
態
百
出
せ
り
、
文

化
初
年
の
頃
よ
り
、
大
造
り
と
い
ふ
事
始
り
、
一
本
の
菊
花
に
て
、
富
士
山
、

屋
根
船
、
島
台
、
帆
か
け
船
、
衝
立
、
開
き
扇
、
二
見
ヶ
浦
、
岩
に
牡
丹
、
獅

子
の
類
、
其
外
種
々
の
物
を
作
れ
り
、
誠
に
樹
芸
の
奇
工
を
極
む
、
文
化
十
年

癸
酉
に
、
三
十
五
軒
に
て
造
る
、
村
中
に
て
、
百
姓
、
商
人
も
交
り
造
れ
り
、

こ
れ
が
為
に
、
遊
観
の
人
、
東
は
鶏
声
ヶ
窪
、
西
は
大
塚
よ
り
往
来
、
群
集
市

を
な
せ
り
、
酒
食
の
店
数
百
軒
出
来
、
巣
鴨
村
開
け
し
よ
り
の
繁
栄
、
一
村
の

潤
と
な
れ
り
、

195　

巣
鴨
菊
の
形
造
り

「
十
方
庵
遊
歴
雑
記
」
二
編
之
上

釈
敬
順 

著

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）

関
連
図
版
21
・
22

　
　
　
　
　
　
　

 

巣
鴨
通
り
形
造
り
菊
花
の
評

一
、
巣
鴨
花
壇
造
り
の
菊
の
は
な
は
、
元
文
寛
保
年
間
の
頃
よ
り
土
地
の
植
木

屋
の
家
々
に
造
り
初ソ

メ

し
か
ど
、
僅
か
七
八
軒
に
過
ず
、
そ
の
頃
は
花
壇
作
り
に

し
て
菊
の
根
を
行
儀
に
植
な
ら
べ
、
花
檀
の
幅
凡
三
尺
長
さ
は
三
間
よ
り
五
間

七
間
、
折
曲
り
た
る
花
た
ん
も
あ
り
て
、
三
方
と
屋
根
を
ば
明
り
障
子
を
以
て

し
、
菊
の
脊
を
揃
へ
次
第
し
て
三
段
に
植
た
る
あ
り
、
又
三
段
に
脊
揃
へ
た
る

も
あ
り
、
菊
の
丈
高
き
は
四
尺
余
低
き
は
三
尺
余
、
前
通
り
正
面
の
見
込
を
奇

麗
に
磨ミ

ガ

葭キ
ヨ
シの

類
に
て
囲
ひ
、
菊
は
数
品
を
尽
し
お
の

〱
菊
の
銘
を
紙
札
に
し

る
し
見
せ
け
る
が
、
中
頃
大
輪
の
菊
廃ス

タ

れ
て
よ
り
一
同
み
な
中
輪
の
み
を
植
な

ら
へ
、
或
年
は
高
作
と
号
し
て
菊
の
丈
一
丈
四
五
尺
に
も
作
り
、
下
よ
り
は
菊

花
の
裏
を
見
て
、
二
階
へ
あ
が
り
て
漸
く
に
花
形
の
善
悪
を
見
し
か
ど
、
是
も

一
両
年
に
し
て
廃ス

タ

り
、
又
む
か
し
に
戻
り
て
一
流
に
中
輪
の
花
を
翫
び
け
る

二
十
七
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を
、
十
二
三
ヶ
年
以
来
菊
一
本
に
数
百
の
中
輪
の
は
な
を
咲
せ
、
樹
の
格
好
幅

二
間
に
お
よ
ぶ
あ
り
、
双
方
三
間
余
に
蔓

ハ
ビ
コ

る
も
あ
り
て
樹
の
太
さ
、
漸
々
二
寸

廻
り
よ
り
三
寸
廻
り
に
お
よ
ぶ
は
少
な
し
、
斯
一
本
の
菊
の
幹
太
く
三
間
余
に

も
は
び
こ
り
、
数
百
の
中
輪
の
花
を
咲
せ
し
手
際
は
、
名
誉
な
り
と
東
武
一
円

評
判
せ
し
が
、
そ
の
翌
年
は
一
樹
の
菊
に
、
い
ろ

〱
の
咲
分
の
菊
な
ど
処
々

に
作
出
せ
り
、
爰
に
或
鍛
錬
の
人
の
噺
せ
し
は
、
去
年
の
菊
を
囲
ひ
置
い
か
様

も
接
木
に
な
る
よ
し
を
私サ

ヽ

語ヤ
キ

け
り
、
夫
よ
り
い
ろ

〱
の
好
事
を
案
じ
て
、
文

化
八
九
年
の
頃
よ
り
形
造
り
と
い
ふ
こ
と
を
家
々
に
専
ら
と
す
、
そ
の
作
り
方

は
白
菊
の
み
を
あ
つ
め
植
て
富
士
山
に
造
り
た
る
あ
り
、
白
象
の
形
を
摸
し
た

る
あ
り
、
又
は
黄
菊
の
み
を
以
て
虎
の
形
に
作
り
、
鳥
に
拵
之
或
は
舟
に
造
り

灯
籠
に
仕
立
、
己
が
工
夫
区
な
れ
ば
菊
つ
く
る
も
の
ゝ
、
利
鈍
に
よ
り
て
出
来

不
出
来
さ
ま
〳
〵
あ
り
し
が
、
こ
れ
ら
更サ

ラ

菊
の
花
形
を
愛
す
る
に
は
あ
ら
で
、

只
そ
の
形
の
よ
し
あ
し
の
み
を
評
す
る
こ
と
ゝ
な
り
て
、
菊
花
を
賞
す
る
の
本

意
を
失
へ
り
、
菊
花
も
し
も
の
い
は
ゞ
嘸
や
心
外
に
思
ふ
ら
め
、
左
な
き
だ
に

負
じ
と
思
ふ
人
ご
ゝ
ろ
、
鶏
声
が
窪
の
利
兵
衛
と
い
ふ
者
の
庭
中
を
初
と
し

て
、
西
の
方
は
巣
鴨
上ウ

ハ

町マ
チ

次
郎
吉
と
か
や
い
ふ
も
の
ゝ
庭
前
ま
で
五
十
四
軒
、

途
の
長
さ
二
十
余
町
の
間
一
同
に
み
な
あ
た
ら
菊
を
形
作
に
し
け
り
、
是
に
よ

り
て
壱
人
巣
鴨
の
菊
花
甚
よ
し
と
伝
ふ
れ
ば
、
千
人
是
を
流
言
し
て
、
繁
花
の

土
地
は
人
こ
ゝ
ろ
移
り
安
け
れ
ば
、
み
な
人
見
物
せ
ん
と
う
か
れ
行
程
に
、
巣

鴨
通
り
は
永
当

〱
と
群
集
せ
り
、
猶
此
外
大
塚
雑
司
屋

（
谷
）

高
田
辺
の
植
木
屋
ど

も
、
思
ひ

〱
に
菊
の
作
り
も
の
を
拵
へ
し
ま
ゝ
百
余
軒
に
余
り
て
、
一
日
に

は
中
々
見
尽
し
が
た
く
、
そ
の
中
に
は
興
さ
め
て
お
か
し
き
形
作
あ
り
、
不
細

工
な
る
も
多
か
り
き
、
是
は
八
九
年
以
前
麻
布
百
姓
町
ま
み
あ
な
辺
の
植
木

屋
、
又
は
水
茶
屋
八
九
軒
菊
一
本
に
て
い
ろ

〱
の
形
作
り
を
せ
し
よ
り
、

マ
チ

〱

ﾞ

段
々
と
広
が
り
て
己
が
さ
ま
〳
〵
一
作
を
く
は
へ
、
斯
仰ゲ

ウ

山サ
ン

に
な
り
巣
鴨
通
菊

の
番
づ
け
な
ど
売
あ
る
く
事
と
は
な
り
ぬ
、
さ
れ
ど
強
く
足
を
労
ら
し
賞
す
べ

き
も
の
に
あ
ら
ず
、
今
只
古
雅
を
失
は
ず
し
て
花
壇
作
り
に
す
る
は
、
上
駒
込

辺
染
井
筋
の
植
木
や
の
み
な
ら
ん
、
右
い
づ
れ
も
立
冬
三
四
日
目
頃
よ
り
ぞ
見

物
を
許
せ
り
。

196　

菊
の
形
造
り
、
花
や
葉
を
纏
縛
し
た
る
こ
と
、
い
た
ま
し
き
哉

「
椎
の
実
筆
」

蜂
屋
椎
園 

著

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）

○
巣
鴨
の
菊

今
秋
、
巣
鴨
の
郷
花
丁
等
が
三
十

六
家

菊
を
も
て
さ
ま
〳
〵
の
形
状
を
作
な
し
、
菊

見
の
道
し
る
べ
と
か
、
こ
と
〳
〵
し
く
綴
り
、
乗
木
し
て
、
徧
く
街
衢
を
ひ
さ

ぐ
。
是
を
見
ん
と
て
、
列
侯
士
商
、
男
女
老
少
、
か
し
こ
に
猬
集
す
る
と
聞
。

お
さ
な
き
も
の
に
い
ざ
な
は
れ
て
、
予
も
、
神
無
月
廿
日
あ
ま
り
二
日
と
い
ふ

に
、
其
あ
た
り
に
徘
徊
し
た
り
。
い
か
さ
ま
見
る
人
蟻
の
如
く
、
堵
墻
の
如
し
。

花
を
ミ
れ
ば
、
皆
竹
籠
を
も
て
、
富
士
の
山
、
淀
の
城
、
御
所
車
、
花
車
、
か

ら
子
遊
び
、
冠
鶏
、
九
尾
の
狐
な
ど
、
其
余
数
々
の
造
り
物
し
て
、
大
小
の
菊

の
花
や
葉
を
色
ど
り
の
如
く
に
纏
縛
し
た
る
也
。
い
た
ま
し
き
哉
。
か
ゝ
る
佳

色
の
質
を
も
て
、
衆
小
人
が
た
め
に
夭
閼
屈
抑
せ
ら
れ
、
使
レ

不
レ

獲
レ

遂
二

其

本
性
一

。
嗚
呼
、
時
の
不
肖
に
遭
て
其
清
質
を
く
る
し
め
、
縲
絏
の
中
に
在
と

い
へ
ど
も
、
其
罪
に
あ
ら
ず
。
そ
も

〱
花
丁
の
幸
ハ
花
神
の
不
幸
な
ら
め
。

世
人
弁
ぜ
ず
、
戕
賊
を
も
て
歓
遊
と
す
。
蓋
世
態
す
べ
て
か
く
の
如
き
ぞ
、
な

ﾞ

ﾞ

ﾞ
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げ
き
て
も
猶
あ
ま
り
あ
り
と
い
ひ
つ
べ
し
。
已
上
、
東
屋
先
生
文
化
十
年
の
秋
作

れ
る
也
。

197　

染
井
菊
花
見
物
、
番
付
板
行
し
て
売
る

「
き
ゝ
の
ま
に
〳
〵
」

喜
多
村
信
節 

著

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）

○
九
月
、
染
井
に
て
菊
之
花
に
て
色
々
作
り
物
出
来
て
、
見
物
群
集
す
、
番
付

板
行
し
て
売
り
、
夫
よ
り
六
七
年
毎
秋
に
作
り
し
が
、
植
木
屋
共
費
多
く
益
な

け
れ
バ
お
の
づ
か
ら
止
た
り
、

198　

酒
井
抱
一
、
造
菊
を
「
見
劣
り
し
人
の
こ
ゝ
ろ
や
造
り
菊
」
と
詠
む

『
増
訂 

武
江
年
表
』

斎
藤
月
岑 

他 

著

文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
記
事

（
前
略
）
○
九
月
巣
鴨
染
井
の
植
木
屋
に
て
、
菊
の
花
を
以
人
物
鳥
獣
何
く
れ

と
な
く
、
色
々
の
形
を
造
り
て
諸
人
に
見
す
る
、
江
戸
中
の
貴
賤
日
毎
に
群
集

し
て
見
物
し
け
れ
ば
、
年
毎
に
盛
に
な
り
凡
五
十
余
箇
所
に
及
ぶ
、
文
化
十
三

年
迠
あ
り
し
が
夫
よ
り
後
造
物
は
止
み
た
り
、
此
時
菊
の
番
付
案
内
記
、
絵
草
紙
類

あ
ま
た
印
行
せ
り
、
抱
一
上
人
植
木

屋
何
某
が
庭
中
の
作
り
菊
を
謗
り
て
、
「
見
劣
り
し
人
の
こ
ゝ
ろ
や
造
り
菊
、
（
後
略
）

199　

菊
花
、
初
め
の
う
ち
の
手
綺
麗
な
ら
ば
、
幾
年
も
見
物
歓
ぶ
べ
き
に

「
宝
暦
現
来
集
」
巻
之
七

山
田
桂
翁 

著

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

○
文
化
十
年
の
秋
、
染
井
幷
巣
鴨
植
木
屋
に
て
、
菊
植
た
る
儘
に
て
、
さ
ま
〳
〵

の
形
ち
を
造
り
、
初
め
の
内
は
手
奇
麗
に
て
、
見
も
の
に
ぞ
有
た
る
が
、
後
に

は
家
根
の
上
ま
で
鉢
植
の
菊
を
以
、
大
造
に
不
二
山
な
ど
作
り
た
る
故
、
見
苦

敷
形
な
ど
出
来
て
、
初
め
の
内
の
や
う
に
は
な
し
、
最
初
は
一
本
の
菊
に
枝
多
、

花
も
三
百
輪
も
附
て
、
孔
雀
、
鳳
凰
な
ど
造
る
故
、
見
も
の
に
ぞ
有
け
る
ゆ
ゑ
、

見
物
群
集
す
る
程
出
た
る
よ
し
、
夫
よ
り
家
毎
に
茶
見
世
を
出
し
、
茶
を
出
し

て
も
、
家
数
四
五
十
軒
も
右
造
り
も
の
有
る
故
、
誰
茶
を
呑
も
の
な
く
、
左
迠

茶
代
に
も
な
ら
ぬ
故
、
ひ
と
切
り
に
て
数
多
造
る
事
は
止
み
け
り
、
初
め
の
内

通
り
な
ら
ば
、
幾
年
も
見
物
歓
ふ
べ
き
に
、
不
手
際
の
品
も
有
た
る
故
、
い
ま

は
さ
ら
に
な
し
、

200　

弘
化
年
間
よ
り
巣
鴨
染
井
の
菊
の
造
り
物
再
び
賑
わ
う

『
増
訂 

武
江
年
表
』

斎
藤
月
岑 

他 

著

弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
記
事

○
十
月
よ
り
、
巣
鴨
染
井
菊
の
造
り
物
再
び
始
る
、
〔
文
化
よ
り
こ
の
か
た
花

壇
の
み
に
て
造
物
は
絶
た
り
し
が
、
今
年
巣
鴨
な
る
霊
感
院
の
会
式
の
飾
り
物

と
て
、
宗
祖
の
御
難
の
さ
ま
蒙
古
退
治
の
体
な
ど
、
菊
花
に
て
造
り
し
よ
り
始

り
、
植
木
や
毎
に
菊
の
造
り
物
を
な
し
て
諸
人
に
見
せ
け
る
、
翌
巳
年
よ
り
は

ﾞ
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白
山
駒
込
根
津
谷
中
に
い
た
る
迠
、
植
木
屋
な
ら
ぬ
家
ま
で
も
き
そ
ひ
て
造
り

し
か
ば
、
凡
六
十
余
軒
に
及
べ
り
、
貴
賤
の
見
物
日
毎
に
群
集
し
、
猶
年
々
に

造
り
し
が
、
嘉
永
の
今
に
い
た
り
て
少
し
く
お
と
ろ
へ
た
り
、
〕

　

�

筠
庭
云
、
菊
の
番
附
次
の
年
も
九
月
売
あ
る
く
、
数
十
ヶ
所
に
て
夥
し
き
事

な
り
と
、
見
し
人
云
く
、
形
も
の
造
り
し
は
は＊

ん
ど
に
植
て
宙
に
つ
る
し
、

又
竹
筒
に
さ
し
た
る
な
ど
、
花
の
形
色
は
見
る
に
絶
へ
ず
と
云
へ
り
、
左
も

あ
る
べ
し
、

�

＊
半
胴
の
こ
と
…
史
料
136
参
照
。
半
胴
鉢
。

201　

植
木
屋
造
り
菊
の
評
判

「
寐
ぬ
夜
の
す
さ
び
」

片
山
賢 

著

江
戸
末
期

　
　
　

○
造
り
菊

予
が
総
角
の
こ
ろ
、
文
化
の
は
じ
め
、
ひ
と
ゝ
せ
、
巣
鴨
の
植
木
屋
ど
も
、
菊

に
て
形
状
も
の
を
作
り
て
人
に
見
せ
し
に
、
江
戸
中
評
判
に
な
り
て
、
お
の
れ

も
家
母
に
携
へ
ら
れ
て
、
深
谷
氏
へ
滞
留
し
て
見
に
ゆ
き
し
に
、
賑
は
し
き
事

な
り
し
に
、
引
つ
ゞ
き
て
年
々
に
作
り
し
が
、
い
つ
と
な
く
さ
び
れ
て
、
後
は

沙
汰
す
る
も
の
も
な
く
な
り
し
は
、
四
十
年
に
ち
か
き
昔
し
な
り
け
り
、
し
か

る
に
、
去
年
甲
辰
の
秋
、
又
か
の
わ
た
り
に
て
菊
の
作
り
物
を
せ
し
に
、
其
評

判
お
び
た
ゞ
し
く
て
、
群
集
せ
し
事
な
り
、
巣
鴨
お
か
ご
町
辺
よ
り
真
性
寺
辺

迠
の
植
木
や
、
又
駒
込
富
士
前
辺
よ
り
染
井
辺
ま
で
の
植
木
屋
ど
も
、
三
四
十

軒
ば
か
り
な
る
べ
し
、
此
作
り
菊
こ
と
〳
〵
し
き
評
判
に
て
、
真
盛
り
の
こ
ろ

ﾞ

は
、
菊
の
場
込
合
て
、
女
子
、
小
供
抔
に
は
よ
く
は
見
が
た
き
ほ
ど
な
り
し
、

か
ゝ
る
ほ
ど
に
、
こ
と
し
又
作
り
し
事
去
年
に
倍
し
て
、
巣
鴨
、
染
井
は
さ
ら

な
り
、
こ
な
た
は
、
小
原
町
、
大
原
町
、
五
軒
町
、
ま
た
白
山
辺
、
か
な
た
は
、

千
駄
木
、
根
津
辺
ま
で
、
植
木
屋
ど
も
す
べ
て
八
十
一
軒
と
ぞ
き
こ
へ
し
、
い

ま
だ
全
く
作
り
終
ら
ず
、
又
花
も
な
か
ば
に
は
咲
た
ら
ぬ
程
よ
り
見
物
さ
せ

て
、
道
路
は
、
茶
店
、
菓
店
、
飯
店
、
蕎
麦
店
等
、
俄
に
場
を
ひ
ら
き
て
客
を

待
、
ま
た
番
附
売
所
せ
ま
き
迠
に
売
歩
行
て
、
其
高
評
け
し
か
ら
ぬ
事
な
り
、

或
る
人
の
い
ひ
け
る
は
、
此
作
り
ぎ
く
の
事
、
早
く
番
附
を
摺
り
て
、
近
国
へ

ま
で
お
く
り
し
か
ば
、
房
総
、
常
野
、
相
甲
、
ま
た
甚
し
き
は
奥
羽
迠
も
き
こ

へ
て
、
皆
旅
装
し
て
見
物
に
出
来
し
事
な
り
、
け
し
か
ら
ぬ
事
な
ら
ず
や
、
と

い
へ
り
、
実
に
此
言
虚
言
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
く
覚
ゆ
、
其
高
評
の
甚
し
き
事
、

見
ぬ
も
の
は
恥
の
ご
と
く
に
な
り
し
事
な
り
、
此
群
集
な
る
が
上
に
、
軒
数
も

又
多
け
れ
ば
、
一
日
に
は
見
尽
す
事
能
は
ず
、
順
路
を
は
か
り
て
、
二
日
或
は

三
日
も
か
ゝ
り
て
見
物
せ
し
事
と
ぞ
、
お
の
れ
も
、
一
日
人
に
催
さ
れ
て
、
巣

鴨
、
染
井
の
わ
た
り
迠
行
て
見
し
に
、
げ
に
巧
み
に
作
り
し
も
の
も
あ
れ
ど
、

鄙
俗
な
る
も
の
に
て
、
見
る
に
は
足
ら
ぬ
も
の
な
り
、
か
ゝ
る
も
の
も
、
日
を

重
ね
て
も
見
尽
さ
ね
ば
、
恥
の
ご
と
く
に
高
評
に
な
れ
る
抔
、
実
に
太
平
の
大

都
会
の
さ
ま
な
る
べ
し
、

　

�

田
家
母
公
、
九
月
よ
り
本
所
の
岡
田
へ
行
て
滞
留
せ
ら
れ
し
に
、
向
ふ
島
に

も
十
軒
ば
か
り
作
り
菊
せ
し
所
あ
り
、
又
深
川
辺
に
て
も
作
り
し
と
ぞ
、
向

島
の
は
五
六
軒
ば
か
り
、
母
公
見
給
ひ
し
と
、
帰
後
語
り
給
ひ
き
、
我
郷
四

谷
町
な
る
柳
下
に
て
も
、
去
年
も
こ
と
し
も
三
四
軒
造
り
し
な
り
、
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202　

百
種
接
分
菊

「
百
種
接
分
菊
」

歌
川
国
芳 

画

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）

図
版
21

百
種し

ゅ

接つ
き

分
菊き

く

是
ま
て
十
種し

ゆ

二
十
種
の
接つ

き

わ
け
ハ
世よ

に
ふ
り
た
り
、
此
菊き

く

名め
い

花か

は
か
り
す
く
り

て
百
品し

な

を
接
わ
け
其そ

の

か
た
ち
そ
の
色い

ろ

の
こ
と
な
る
に
花か

名め
い

を
さ
け
て
高こ

ふ

覧ら
ん

に
備

ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
込
伝
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
木
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
右
衛
門

第
五
節
　
出
版
メ
デ
ィ
ア
の
役
割

203　

草
花
種
蒔
の
方
法
伝
授

「
草
花
種
蒔
や
う　

近
年
出
来
候
草
花
名
集
」

伊
藤
伊
兵
衛
（
政
武
） 

作

享
保
七
年
（
一
七
二
二
）

　
　
　
　

草さ
う

花く
わ

種た
ね

蒔ま
き

や
う

一
、
二
月
中
よ
り
後
は
何
時
に
て
も
よ
し

一
、
か
き
つ
ば
た
る
ひ
ハ
湿し

め

地つ
ち

に
ま
く
、
湿
地
な
く
ば
節せ

つ

々〱
水
を
そ
ゝ
ぐ
へ
し

一
、
せ
き
ち
く
▲
金
せ
ん
花
ハ
毎ま

い

月つ
き

蒔ま
け

ば
不ふ

断だ
ん

花
あ
り
て
よ
し

一
、
か
ら
け
い
と
う
ハ
五
月
節せ

つ

に
入
ル
前ぜ

ん

後ご

に
ま
く

一
、
び
ぢ
ん
さ
う
▲
花
け
し　
　

▲
し
ゆ
ん
き
く

　
　

八
月
中
前
後
に
ま
く
、
又
ハ
春
蒔
て
も
よ
し

一
、
水
あ
ふ
ひ　

▲
小
れ
ん
げ　

▲
ほ
し
さ
う

　
　

何
も
水
草
ハ
田た

土つ
ち

に
水
を
た
め
て
ま
く

右
種た

ね

蒔ま
き

て
十
四
五
日
か
二
十
日
ほ
ど
の
間
大
雨あ

め

ふ
ら
バ
板
か
む
し
ろ
に
て
お
ほ

ひ
す
べ
し
、
雨
に
て
土つ

ち

を
う
ち
か
た
め
て
ハ
小
粒つ

ぶ

な
る
種た

ね

は
へ
す
、
又
ハ
種
を

流な
が

す
事
あ
り
、
但
シ
大
雨
ふ
る
時
斗
に
て
小
雨
ふ
る
か
天
気
よ
き
に
は
お
ほ
ひ

を
も
ち
ひ
す
▲
ゆ
り
の
類る

い

ハ
二
年
越こ

し

に
て
と
ハ
出
る
も
の
也

　

来
年
の
春
ま
て
蒔
て
置
べ
し

水
あ
ふ
ひ

白
水
あ
ふ
ひ

あ
さ
き
水
あ
ふ
ひ

る
か
う

ま
ん
し
ゆ
さ
け

う
い
き
や
う

ほ
と
ゝ
き
す

山
ほ
と
ゝ
き
す

ほ
う
せ
ん
く
わ

お
し
ろ
い

金
け
せ
う

紅
お
し
ろ
い

す
ぢ
ひ
あ
ふ
ぎ

う
こ
ん
ひ
あ
ふ
き

●

一
名
も
り
の
下

の
き
く

こ
ん
き
く

か
う
じ
ゆ

め
な
も
ミ

お
な
も
ミ

水
ひ
き

あ
わ
ほ

鳥
か
ふ
と

白
と
り
か
ぶ
と

き
じ
の
お

●

こ
じ
く
わ

お
け
ら
さ
う

あ
さ
か
ほ

白
あ
さ
か
ほ

あ
か
朝
か
ほ

あ
さ
き
朝
か
ほ

し
う
か
い
だ
う

●

一
名
や
う
ら
く
草

ひ
う
が
あ
ふ
い

●

一
名
日
ま
ハ
り

め
ど
は
ぎ
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ら
ん
き
く

て
う
ろ
さ
う

金
銀
な
す
ひ

さ
ん
ご
な
す
ひ

な
れ
〳
〵
な
す
ひ

が
ん
ら
い
か
う

に
し
き
さ
う

き
が
ん
ら
い

秋
き
く
る
い

　

品
々
有
外
ニ

　

名
よ
せ
書
有

セ
き
こ
く

は
ま
お
も
と

つ
る
れ
ん
け

げ
ん
じ
さ
う

丁
子
か
つ
ら

冬
中
花
咲
分

か
ん
き
く

白
か
ん
き
く

す
い
せ
ん

日
き
ん
さ
ん

か
ん
ぼ
た
ん

花
ハ
見
る
か
い
な
く
葉は

を
珎ち

ん

賞せ
う

す
る
分

か
も
あ
ふ
い

さ
い
し
ん

と
け
う

か
ん
あ
ふ
い

冬
す
ゝ
き

嶋
か
ん
す
ゝ
き

嶋
花
せ
う
ぶ

す
ち
ひ
あ
ふ
き

す
ぢ
し
や
が

お
き
な
さ
う

め
ど
は
ぎ

や
く
る
ま
草

お
ら
ん
だ
さ
う

●

一
名
は
こ
ね
草

し
の
ふ

わ
す
れ
く
さ

さ
ん
ご
な

く
し
や
く
さ
う

ほ
う
わ
う
草

ば
ら
ん

な
に
わ
の
あ
し

に
よ
い

ひ
と
も
と
す
ゝ
き

セ
き
せ
う

い
わ
ひ
ば

ひ
と
つ
は

ま
め
こ
け

は
ん
け
セ
う

が
ん
ら
い
さ
う

に
し
き
草

き
が
ん
ら
い

と
ら
ふ
お
も
と

お
う
び
セ
う

●

一
名
た
に
わ
た
し

そ
て
つ

く
さ
そ
て
つ

●

一
名
か
し
わ
草

か
う
ら
い

　

セ
き
せ
う

岩
れ
ん
け

れ
ん
け
そ
う

花
よ
り
も
実み

を
愛あ

い

賞し
や
うす

る
る
い

か
ら
た
ち
は
な

き
じ
か
く
し

せ
ん
り
や
う

や
ぶ
か
う
じ

さ
ん
ご
な
す
ひ

金
銀
な
す
ひ

な
れ
〳
〵
な
す
ひ

つ
る
れ
い
し

と
う
か
ら
し
い
ろ
〳
〵

冬
い
ち
ご

白
な
ん
て
ん

藤
な
ん
天

近
年
出
来
候
草
花
名
集
左
り
ニ

書

 

初
春
よ
り
夏
か
け
て
花
咲
る
ひ

く
さ
た
ち
は
な

た
ち
あ
ふ
ひ

○
一
名
ゑ
ん
れ
い
さ
う

（

（
虫
損
）

ち
ご
ゆ
り
ヵ
）

見
こ
ゆ
き

こ
す
い
し

わ
う
ふ
る
ぎ
や
う

□
（

こ

□ろ
は

□カ

）

り
う
せ
ん
く
わ

○

一
名
立
金
花

四
季
わ
し
の
を

　

か
き
つ
ば
た
な
り

三
四
月
又
八
九
月
咲

 

夏
よ
り
秋
ま
で
花
咲
る
ひ

さ
き
わ
け
松
本

さ
く
ら
松
本

ふ
ん
ご
し
ぼ
り
松
本

て
う
せ
ん
松
本

江
戸
さ
く
ら
松
本

白
や
ゑ
松
本

を
り
い
れ
松
本

さ
ら
さ
が
ん
ひ

う
す
ゆ
き

は
つ
ゆ
き

ほ
た
る
か
ら
草

す
じ
は
あ
や
め

し
か
き
く

つ
り
か
ね
か
つ
ら

せ
ん
ぼ
ん
ゆ
り

一
本
す
げ

紅
し
や
く
ま
な
で
し
こ

藤
白
な
で
し
こ

は
な
し
の
ぶ

う
つ
し
花

な
ご
ら
ん

し
よ
か
つ
な

ゆ
り
き
く
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う
し
べ
に
り
ん
だ
う

は
け
い
た
う

白
は
け
い
た
う

だ
る
ま
さ
う

け
つ
め
い

は
つ
れ
ゆ
き

め
は
く
き

す
ゞ
か
け
さ
う

御
所
水
引

秋
ゆ
り

う
こ
ん
す
か
し
ゆ
り

た
い
へ
い
さ
ん
ゆ
り

あ
わ
た
ち
は
な

せ
ん
き
う

き
や
う
や
う
し
や
じ
ん

み
か
へ
り
さ
う

あ
り
き
く

む
る
い

し
や
ぢ
く

は
ん
ご
ん
さ
う

は
く
お
ん

ぼ
う
ふ
う

べ
ん
け
い
か
づ
ら

は
ぐ
ま
さ
う

是
ハ
草
花
名
寄
略
書
也
、
花
木
の
る
ひ
草
花
の
品
々
花
葉
絵
入
并

植
分
の
時

分
書
、
や
し
な
ひ
植
作
り
や
う
ハ
増
補
地
錦
抄
広
益
地
錦
抄
十
六
冊
ニ
く
わ

し
く
記
出
ス

享
保
七
年
初
秋
良
日�

江
戸

染
井

伊
兵
衛　

204　

伊
藤
伊
兵
衛
類
書
紹
介

『
長
生
花
林
抄
』

伊
藤
伊
兵
衛 
著

享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）

　
　

類
書

広
益
地
錦
鈔　

箱
入
全
二
十
冊

　

�

此
書
ハ
四
季
の
草
木
花
実
の
養
ひ
や
う
を
記
す
并
ニ

土
地
変
化
に
随
ひ
枝
葉

花
実
の
大
小
花
形
五
色
九
色
の
品
々
を
委
く
し
る
し
て
誠
に
心
を
な
ぐ
さ
め

目
を
よ
ろ
こ
ば
し
む

草
花
絵
全
書　
　

全
三
冊

　

絵
を
習
ふ
便
と
し
百
花
百
艸
悉
も
れ
ず

205　

春
の
眺
め
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
百
色
の
楓
葉
あ
り
て
花
に
も
勝
り

「
三
夕
楓
之
図
」

伊
藤
伊
兵
衛
（
政
武
） 

作

寛
保
ニ
年
（
一
七
四
二
）

図
版
51

三
夕
楓
之
図

葉
形
地
切
込
ふ
か
く
大
小

の
き
ざ
ミ
有
、
出
葉

う
つ
す
り
と
色
有
内
に

柳
の
し
ぼ
り
染
分
ヶ
の
如
く

入
柳
地
段
々
白
と
か
ハ
り

白
の
内
に
本
紅
の
飛
入

あ
か

〱
と
は
き
か
け

夏
も
か
ハ
ら
す
な
か
め

す
く
れ
た
り
、
紅
葉
も

大
躰
に
染
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寂
蓮
法
師

さ
ひ
し
さ
は
そ
の
色
と
し
も
な
か
り
け
り

山立槙
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槙
た
つ
山
の
あ
き
の
ゆ
ふ
く
れ

葉
形
丸
ミ
有
て
出
葉

あ
つ
さ
り
と
し
た
る
う
え

葉
先
に
う
つ
す
り
と
色

あ
り
極
メ
て
青
筋
多
ク

通
り
又
青
地
に
見
へ
砂
子

を
ま
く
が
こ
と
く
な
る
も
や
う

外
の
楓
に
な
し
、
秋
も

時
雨
に
よ
り
て
紅
葉
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
行
法
師

こ
こ
ろ
な
き
身
に
も
哀
は
し
ら
れ
け
り

　

鴫
た
つ
沢
の
あ
き
の
ゆ
ふ
く
れ

葉
形
も
や
う
唐
織
楓
に

似
て
出
葉
ハ
紅
葉
に
見
へ

又
し
や
れ
柳
色
共
い
ふ
べ
し

濃
柳
の
ふ
色
々
に
入
出
来

よ
き
年
ハ
本
紅
紫
青

黄
の
色
い
つ
れ
五
色
に

も
見
て
、
ふ
だ
ん
な
が
め

た
へ
ず
秋
は
い
ろ

〱
に

紅
葉
せ
り

沢立鴫屋苫浦

　

一
名　

秋
の
夕
暮
と
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
家
朝
臣

見
わ
た
せ
ハ
花
も
も
み
ち
も
な
か
り
け
り

　

う
ら
の
と
ま
や
の
秋
の
夕
暮

春
の
な
か
め
は
さ
る
こ
と
な
か
ら
、
百モ

モ

色シ
キ

の
楓フ

ウ

葉ヤ
ウ

あ
り
て
花
に
も
増
り
、
秋シ

ウ

陰イ
ン

の
気
を
な
ぐ
さ
む
る
ハ
紅
葉
の
風
景

黄
ク
ハ
ウ

纐コ
ウ

纈ケ
ツ

の
林
錦キ

ン

城
ジ
ヤ
ウ

居キ
ヨ

な
と
ゝ
褒
美
し
詩

歌
に
賦
せ
ら
れ
世
の
た
の
し
ミ
と
な
る
は
楓
の
徳
也
、
今
亦
三
種
の
珍
葉
有
て

早
春
の
出
葉
さ
な
か
ら
秋
の
下
葉
や
う

〱
も
み
ち
し
た
る
模
様
を
春
夏
に
詠

る
か
こ
と
し
、
お
の

〱
葉
躰
秋
の
景
気
あ
り
と
て
名
付
て
三
夕
楓
と
よ
ぶ

　
　

寛
保
二
壬
戌

晩
春

　
　
　

東
武
江
北
染
井

　
　
　
　
　
　
　

花
木
草
花
肆　

伊
藤
伊
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　

三
夕
楓
集
者　

楓
葉
軒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印

206　

薩
摩
国
霧
嶋
山
の
産
木
な
れ
ば
、「
き
り
し
ま
」
と
名
付
け
た
り

「
き
り
し
ま
古
木
の
図
」

伊
藤
伊
兵
衛 

作
・
近
藤
清
春 

画

享
保
七
～
宝
暦
三
年
（
一
七
二
二
～
五
三
）
頃

図
版
59

　
　
　
　

き
り
し
ま
古こ

木ほ
く

の
図つ

面め
ん

向か
う　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
本
廻
り
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弐
尺
五
寸

　
　
　
　
　

高
サ
［　
　

］
尺

□
（

は

ゞ

）
□
［　
　

］
尺

無む

三サ
ん　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
本
廻
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
尺
三
寸

　
　
　
　
　

高
サ　

壱
丈
三
尺

は

　ゞ

壱
丈
弐
尺

唐か
ら

松ま
つ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
□
廻
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
□

（
天
）

□
寸

　
　
　
　
　

高
サ　

壱
丈
弐
尺

□
（

は

□ゞ

）　

壱
丈
弐
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

画
工 

近
藤
清
春
筆

霧き
り

嶋し
ま

の
根

（
こ
ん

元げ
ん
）ハ

薩さ
つ

摩ま

国

□
□

霧き
り

嶋し
ま

山さ
ん

の
産さ

ん

木ぼ
く

な
れ
ば
と
て
、
き
り
し
ま
と
名な

付つ
け

と
な

り
、
然
る
に
其そ

の

一ひ
と

本も
く

正せ
う

保ほ
う

年ね
ん

中ぢ
う

薩さ
つ

州し
う

よ
り
摂せ

つ

州し
う

大
坂
江

初
は
し
め

而

来き
た

ルる

を
取と

り

木き

に
わ

け
て
、
又
大
坂
よ
り
五
本

京
き
や
う

都と

江

登の
ぼ
るル

、
名め

い

花く
わ

な
る
ゆ
へ
珎ち

ん

賞し
や
うの

あ
ま
り
各お

の

々〱

名
付
て
銘め

い

を
よ
ぶ
と
な
む
、
い
わ
ゆ
る

冨ふ

士じ

山さ
ん　

　

麟り
ん

角か
く　

　

面め
ん

向か
う　

　

無む

三さ
ん　

　

唐か
ら

松ま
つ

と
な
り
、
中
に
も
冨
士
山
・
麟
角
の
二
本
ハ
木き

形な
り

随ず
い

一
な
り
と
て　

禁き
ん

裏り

の
御お

に

庭ハ

江

植
ル

よ
し
、
残の

こ

る
三
本
ハ
明
暦
二
丙
申
年
武
江
染
井
江

へ
下
ス

、
そ
れ
よ

り
接つ

ぎ

木き

指さ
し

枝え
た

と
し
て
数か

ず

々
に
分わ

け

取
り

諸し
よ

国こ
く

江

ひ
ろ
め
た
り
、
右
三
本
の
元
木
今

は
古こ

木ぼ
く

と
な
り
て
お
の
す
と
は
ひ
こ
り
、
春は

る

毎こ
と

□

□

開か
い

花く
わ

猶な
を

色い
ろ

を
ま
さ
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
武
江
北
染
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
伊
兵
衛
印
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207　

源
氏
物
語
に
な
ぞ
ら
え
て
花
開
く
染
井
の
躑
躅
ガ
イ
ド

「
八
十
八
夜
花
盛 

源
氏
名
寄
躑
躅
の
花
道
」

雀
亭 

作

十
九
世
紀
前
期

図
版
60

源げ
ん

氏じ

名な

寄よ
せ

躑つ
ゝ

躅じ

の
花は

な

道ミ
ち

夫そ
れ

躑つ
ゝ

躅じ

霧き
り

嶋し
ま

と
名な

付つ
く

る
花は

な

の
名な

所ど
こ
ろハ

色い
ろ

香か

染そ
め

井い

の
里さ

と

に
し
て
い
と
か
し
く
も

上う
へ

様さ
ま

の
尊

と
う
と

き
命

ミ
こ
と

給た
ま
わり

て
枝し

葉よ
う

ま
す

〱
栄さ

か
ふる

ハ
実げ

に
難あ

り

有が
た
き

　

御み

代よ

万ば
ん

歳ぜ
い

抑そ
も

霧き
り

嶌し
ま

の
根こ

ん

元げ
ん

ハ
薩さ

つ

州し
う

霧き
り

嶋し
ま

山や
ま

の
産さ

ん

木ぼ
く

に
し
て
正

し
ょ
う

保ほ

の
昔

む
か
し

京け
う

都と

に
登の

ぼ

る
花は

な

い
と
妙た

へ

に
美

う
つ
く

し
く
め
づ
ら
か
な
る
に
花は

な

の
名な

も
二に

な
き
物も

の

と
や
愛め

で

給た
ま

ひ
・
冨ふ

士じ

山さ
ん

・
麟り

ん

角か
く

・

面め
ん

向こ
う

・
無む

三さ
ん

・
唐か

ら

松ま
つ

と
名な

付つ
け

給た
ま
いし

其そ
の

中な
か

に
・
冨ふ

士じ

・
麟り

ん

角か
く

二ふ
た

本も
と

ハ
禁き

ん

裏り

に
植う

へ

て

跡あ
と

三ミ

ツ
を
花は

な

の
東

あ
づ
ま

に
花は

な

咲さ
い

て
明め

い

暦れ
き

二ふ
た

ツ
申さ

る

の
年と

し

初は
じ
めて

此こ

里こ

に
接つ

ぎ

指さ
し

の
工た

く

ミミ

の
功こ

う

も
数か

づ

そ
う
て
花は

な

色い
ろ

ま
さ
る
年ね

ん

々〱
歳さ

い

々〱
種し

ゅ

類る
い

も
多お

〻

く
五い

十そ

あ
ま
り
四よ

過つ

定さ
だ
めて

光ひ
か

り

そ
う
源げ

ん

氏じ

の
栄

さ
か
へ

花は
な

開ひ
ら

く
此こ

の

春は
る

爰こ
こ

に
名な

に
し
お
ふ
染そ

め

井い

の
躑つ

ゝ

躅じ

問と
い

給た
ま

へ
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
屋
中
ニ
代
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雀
亭
畧
記
印　

印

208　

不
思
議
な
る
花
を
ツ
チ
ア
ケ
ビ
と
名
付
け
板
行
に
し
て
世
へ
広
め
る

「
ツ
チ
ア
ケ
ビ
と
名
付
ル
」

花
屋
小
右
衛
門 

作

享
保
七
年
（
一
七
二
二
）

図
版
61

享
保
七
壬

寅
年
五
月

当
寅
四
月
廿
日
比
出
生
仕
候
花
の
絵
図

花
の
名
五
月
廿
二
日
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
駒
込
染
井

　

ツ
チ
ア
ケ
ビ
と
名
付
ル

長
サ
壱
尺
三
寸
ほ
と

木
之
色
黄
色
、
花
之
色
金
色
、
実
の
色
赤
色　
　
　
　
　
　

花
屋
小
右
衛
門

209　

ツ
チ
ア
ケ
ビ
珍
花
に
は
あ
ら
ず
し
て
、
花
屋
十
兵
衛
閉
門
と
な
る

「
月
堂
見
聞
集
」
巻
之
十
四

享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
記
事

関
連
図
版
61

○
同
四
月
廿
日
、
江
戸
染
井
花
屋
十
兵
衛
庭
に
、
一
夜
の
内
珍
花
生
ず
、
則
御

訴
申
上
候
処
達
二

御
上
聞
一、
花
の
名
知
れ
ざ
る
の
間
、
諸
人
に
見
せ
候
て
名
知

れ
候
は
ゞ
、
言
上
可
レ

申
様
に
被
二

仰
付
一

候
、
仍
て
花
屋
十
兵
衛
花
の
図
を
板

行
に
仕
、
世
間
へ
広
め
申
候
、
花
名
未
付
不
レ

申
候
、
花
木
の
長
サ
一
尺
三
寸
程
、

木
の
色
黄
色
に
て
花
の
色
金
色
也
、
但
し
花
数
百
卅
程
、
花
の
図
別
に
写
置
、

（
中
略
）

○
当
四
月
、
江
戸
染
井
花
屋
十
兵
衛
庭
に
、
一
夜
之
間
に
金
色
の
花
草
出
来
風

聞
在
レ

之
処
、
此
事
四
月
の
処

に
委
く
記
す

、
此
間
風
聞
に
土
あ
け
び
と
申
草
也
、
其
葉
を
む

し
り
取
て
花
計
に
仕
候
物
に
て
、
此
草
美
州
辺
の
山
に
は
多
く
在
レ

之
物
之
由
、

そ
れ
故
に
御
上
よ
り
殊
の
外
御
叱
り
に
て
、
花
屋
十
兵
衛
義
閉
門
被
レ

為
二

仰
付
一

候
由
、
以
上
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210　

蒲
田
村
の
梅
屋
敷
を
宣
伝
す
る

「
剪
綃
梅
」

谷
文
晁 

画

文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）

図
版
63

�

文
晁
筆
［
印
］

む
さ
し
の
国
え
は
ら
郡
蒲
田
村
に
名
た
ゝ
る
和
中
散
と
い
ふ
薬
う
る
家
あ
り
、

其
名
を
梅
木
堂
と
も
梅
林
と
も
い
ふ
、
そ
れ
ハ
い
と
古
き
梅
の
木
の
あ
れ
ハ
な

り
、
去
年
の
は
る
田
安
の
黄
門
君
の
此
あ
た
り
め
く
ら
せ
給
へ
る
折
に
立
よ
り

見
そ
な
は
し
め
て
給
ひ
て
た
ち
剪
た
る
絹
を
散
せ
る
こ
と
み
ゆ
と
て
、
か
く
名

つ
け
さ
せ
給
ひ
け
る
を
珎
し
く
お
ほ
ゆ
れ
は
、
や
か
て
そ
の
さ
ま
を
う
つ
し
た

る
な
り

　
　
　
　
　
　

文
政
七
年
二
月　
　
　
　

品
川
河
崎
之
間　

蒲
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
中
散
梅
屋
敷

（
図
中
立
札
）
「
剪
綃
梅
」

211　
『
草
木
育
種
』
引
札　

和
漢
古
今
の
秘
伝
、
こ
の
書
に
洩
る
こ
と
な
し

「『
草
木
育
種
』
引
札
」

十
九
世
紀
前
期

灌
園
岩
﨑
先
生
著

　

草さ
う

木も
く

育
そ
だ
て

種く
さ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
部
二
冊

此
本
ハ
草
木
の
そ
だ
て
や
う
を
第
一
に
し
て
、
土
地
の
善せ

ん

悪あ
く

、
肥

こ
や
し

の
る
ゐ

二
十
七
品
、
接つ

ぎ

法や
う

十
ヶ
条で

う

、
草
木
の
虫む

し

を
さ
る
法
、
早は

や

咲さ
き

の
し
か
た
、
唐た

う

む
ろ

の
寸
法
等
ハ
悉こ

と

く〴
〵

図
に
著

あ
ら
ハ

し
、
其
仕し

か
た
を
見
せ
し
む
、
其
外
種た

ね

ま
き
の
時じ

節せ
つ

、
鉢は

ち

植う
ゑ

・
活い

け

花は
な

・
う
ゑ
か
へ
等
の
法
を
細

こ
ま
か

に
し
る
す
、
并

に
穀こ

く

類
・
菜さ

い

類
・

果
物
・
花
も
の
・
薬や

く

艸さ
う

・
諸も

ろ

々〱
の
草
木
に
至
る
ま
で
、
和わ

漢か
ん

古
今
養や

し
なひ

や
う
の

秘ひ

伝で
ん

を
あ
ら
ハ
し
、
能の

う

毒ど
く

を
し
ら
し
む
、
此
本
を
ひ
ら
け
バ
手
を
も
つ
て
指

ゆ
び
さ

す

が
ご
と
く
一
ツ
と
し
て
、
洩も

る
ゝ
事
な
し
、
奇き

代た
い

の
珍ち

ん

書し
ょ

也

　
　

何
方
の
本
屋
へ
も
差
出
置
候
間

　
　

御
求
御
覧
可
被
下
候　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
橋
通
弐
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
元　

山
城
屋
佐
兵
衛

212　

小
金
井
花
の
道
し
る
べ

「
小
金
井
花
の
道
し
る
べ
」

葛
飾
北
斎 

画

年
未
詳

図
版
65

己お
の
れ

去
い
ぬ
る

歳と
し

二
月
の
末
つ
か
た
金こ

か
ね
ゐ井

の
花
見
に
い
に
け
る
に
、
開さ

き

も
終お

ハ

ら
す
落ち

り

も

は
し
め
ぬ
折
か
ら
所
か
ら
の
光あ

り

章さ
ま

、
殊え

な
ら
す勝

忘
か
た
け
れ
ハ
、
其
頃
彼
道
す
か
ら

の
名
所
と
も
ま
て
な
に
く
れ
と
な
く
物
の
は
し
に
か
ひ
つ
け
置
ぬ
る
か
な
と
て

散ち
り

ほ
ひ
出
け
ん
、
書ふ

つ
く
へ案

の
も
と
に
は
つ
り
し
を
一あ

る

ひ日
不ゆ

く

り

な

く

意
文
刻
堂
の
あ
る
し
詣も

ふ

来き

て
披
き
ミ
つ
、
こ
ハ
風ミ

や

ひ雅
の
中な

か

の
風ミ

や

ひ雅
に
こ
そ
あ
り
け
れ
、
頓と

ミ

に
そ
れ
の
木

に
彫ゑ

り

も
て
世
の
春
に
香か

ほ
り
ミ
た
せ
ん
ハ
い
か
に
と
い
ひ
て
、
一ひ

た
す
ら向

乞こ
ふ

て
懐
に

押
入
つ
、
こ
ハ
そ
も
強

あ
な
か
ちに

利
を
得う

る

と
に
も
は
へ
ら
す
、
春
の
日
く
ら
し
桜
狩
す

る
人
に
便

た
よ
り

せ
ん
の

志

こ
こ
ろ
さ
し

切せ
つ

な
れ
ハ
か
く
こ
そ
と
い
ひ
つ
ゝ
す
へ
り
出
ぬ
る
ハ
、

文
刻
堂
か
心
の
花
と
も
ミ
る
へ
か
ら
ん
歟か
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三
余
亭
主
人
識
印

葛
飾
北
斎
図

こ
の
地
の
桜
花
ハ
元
文
年
間
、

朝
命
に
よ
つ
て
和
州
吉
野
山
及
ひ
常
州
花さ

く

ら王
川
の
種
を
栽
つ
れ
け
る
か
、
今
時

ハ
何
れ
も
大
樹
と
な
り
て
開
花
の
と
き
金
井
橋
の
上
よ
り
是
を
望
め
ハ
、
岸
を

挟
む
桜
花
ハ
繽
紛
と
し
て
前
後
す
る
と
こ
ろ
を
し
ら
す

　
　

実
に
一
奇
観
た
り

　

�

開
花
ハ
立
春
よ
り
七
十
日
目
こ
ろ
な
り
、
さ
れ
と
も
其
と
し
の
寒
暖
に
よ
り

て
少
し
ハ
遅
速
あ
る
事
も
は
へ
る
へ
し

213　

広
重
の
描
く
江
戸
名
所
案
内 

富
ケ
岡
の
牡
丹

『
絵
本
江
戸
土
産
』

松
亭
金
水 

著
・
歌
川
広
重
（
初
代
・
二
代
）
画

嘉
永
三
～
慶
応
三
年
（
一
八
五
〇
～
六
七
）

図
版
67

絵
本
江
戸
土
産
二
編

広
重
筆

　
　

金
幸
堂
梓

江
戸
み
や
げ
二
編
の
叙
㊞

露つ
ゆ

お
か
ぬ
か
た
も
あ
り
け
り
、
夕ゆ

ふ

立た
ち

の
、
空そ

ら

よ
り
広ひ

ろ

き
武む

蔵さ
し

野の

と
よ
ミ
し
昔む

か

し時

ハ
見ミ

ぬ
世よ

の
は
な
し
、
今い

ま

ハ
艸く

さ

よ
り
猶な

ほ

し
げ
き
、
家い

へ

居ゐ

の
並な

ら

ぶ
大お

ほ

路ぢ

あ
れ
バ
、

月つ
き

は
屋や

根ね

よ
り
屋や

根ね

に
入い

る
は
、
繁は

ん

華く
わ

に
つ
れ
て
自

お
の
ず
か
ら

然
、
ず
ん
ど
昔

む
か
し

の
名な

所ど
こ
ろさ

へ
い
よ

〱
そ
の
名な

高た
か

く
な
り
、
都と

下か

の
老ら

う

若
に
や
く

折を
り

々〱
の
、
膽な

か

め望
に
よ
り
て
歩あ

ゆ

ミ
を
運は

こ

ぶ
、
遊い

う

楽ら
く

奇き

観か
ん

の
佳か

き

境や
う

も
多お

ほ

し
、
今い

ま

広ひ
ろ

重し
げ

子し

そ
の
中う

ち

の
、
尤

け
や
け
きも

の
を
抜ぬ

き

出だ

し
て
、
妙め

う

手し
ゆ

を
揮ふ

る

ひ
描

ゑ
が
き

た
る
ハ
、
真し

ん

景け
い

に
も
尚な

ほ

勝ま
さ

り
、
ま
だ
見ミ

ぬ
人ひ

と

に
も

眼ま
の
あ
た
り前

見ミ

す
る
が
如ご

と

き
江え

都ど

土み

や

げ産
遠お

ん

国ご
く

他た
き

境や
う

の

贈
お
く
り
も
のに

ハ
奇き

々ゝ
妙め

う

々〱
と
い
ふ
べ
き

の
ミ

　

庚
戌
夏
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

応
需

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
亭
漁
父
誌
印

富と
ミ

が
岡を

か

の
牡ぼ

た

ん丹

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

の
庭て

い

中ち
う

に
古こ

今ゝ
ん

絶ぜ
つ

品ぴ
ん

の
牡ぼ

た

ん丹
花く

わ

あ
り

色い
ろ

も
匂に

ほ

ひ
も
ふ
か
ミ
艸ぐ

さ

花は
な

の
富ふ

う

貴き

と
い
は
で
も
し
る
べ
し

214　

朝
顔
の
栽
培
方
法
を
記
す
朝
顔
図
鑑

『
花
壇
朝
顔
通
』

壺
天
堂
主
人 

著

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
年
）

（
乾
巻
）

　
　
　
　

○
凡
例

清せ
い

明め
い

に
種た

ね

を
蒔ま

ひ

て
、
は
や
き
ハ
穀こ

く

雨う

の
後の

ち

に
芽め

を
生

せ
う
ず

、
開か

い

花く
わ

の
時じ

候こ
う

、
土
地
の

寒か
ん

暖だ
ん

、
歳
々
の
順

じ
ゅ
ん

気き

に
よ
り
て
遅ち

速そ
く

あ
り
と
い
へ
ど
も
、
大
抵て

い

は
や
き
ハ
芒ほ

う

種し
ゆ

に
咲さ

き

初そ
め

夏げ

至し

に
は
凡
咲
そ
ろ
ふ
、
小
暑
に
至
て
は
専
盛
な
り
、
夫
よ
り
暫し

バ

し
お
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こ
た
り
大た

い

暑し
よ

ニ

盛
れ
り
此
頃
ハ
花
至

而
多
く
咲
也

、
又
少
し
や
ミ
て
立
秋
に
盛
れ
り
此
頃
ハ
至

て
花
多
し

、

し
か
れ
と
も
花
形
お
と
ろ
へ
り
、
地
植
し
分
ハ
大
暑
よ
り
追
々
咲
て
、
立
秋
ハ

大
に
見
事
な
り
、
処し

よ

暑し
よ

の
の
ち
ま
て
盛
り
、
そ
れ
よ
り
末
咲
と
な
り
て
白は

く

露ろ

秋し
う

分ぶ
ん

に
終お

わ

る
、
凡
一
年
の
三
分
一
花
あ
り
、

一
、
朝
顔
凡
百
八
十
余
品
を
載の

す

る
所
、
同
色
に
て
底そ

こ

の
紅
と
白
と
あ
り
、
花
大

小
あ
り
、
咲
に
遅ち

速そ
く

あ
り
、
或
ハ
色
に
少
し
替
り
絞し

ぼ

る
、
或
ハ
白
に
ウ
ル
ミ
あ

り
。
又
紅
の
内
ウ
ル
ミ
あ
る
ハ
藤
色
と
な
り
、
藤
色
ウ
ル
メ
ハ
生な

ま

壁か
べ

色
と
な
る
、

浅
黄
ウ
ル
メ
ハ
鼠
色
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
分
を
わ
く
れ
バ
数
繁し

げ

き
ゆ
へ
、
却
て

初し
よ

好し

者ん

の
見
わ
け
が
た
し
、
依
而

一
花
一
名
と
し
て
余
を
省は

ぶ

く

一
、
絞し

ぼ

り
に
星
し
ほ
り
或
ハ
か
す
り
と
あ
り
、
大
か
た
か
す
り
ハ
無
地
の
花
咲

分
る
ゆ
へ
に
、
別
に
咲
分
と
し
る
さ
ず

一
、
異い

形ぎ
や
うの

分
も
少
し
づ
ゝ
の
替
り
あ
れ
と
も
略
之

凡
例　

終

（
坤
巻
）

　
　
　

附
録
土つ

ち

拵
こ
し
ら
へ

方か
た

植
木
し
め
の
随
分
赤
ミ
あ
る
あ
ら
き
土
に
砂
三
分
を
和く

わ

し
て
、
立
冬
よ
り
春

し
ゆ
ん

分ぶ
ん

に
い
た
る
迠
、
雨
水
あ
た
ら
ざ
る
所
に
囲
ひ
置
、
其
後
乾
し
ほ
ど
能
通と

う

し
用
ゆ
、

或
ハ
マ
イ
ゴ
ミ
赤
川
同
し

　
　
　

○
種た

ね

蒔ま
き

方か
た

す
べ
て
花
に
遅ち

速そ
く

あ
り
、
斑ふ

に
清

さ
へ
る

・
魯

に
ぶ
き

あ
り
、
大
抵て

い

斑ふ

魯に
ぶ

き
、
或

あ
る
ひ

ハ
葉は

柚ぢ
く

と
も

に
毛
な
が
き
は
花
遅お

そ

し
、
こ
れ
ハ
春

し
ゅ
ん

分ぶ
ん

ニ

種た
ね

を
蒔ま

く

べ
し
、
其
次
は
清せ

い

明め
い

に
た
ね

を
下
し
、
斑ふ

入い
り

又
至い

た
つて

花
は
や
く
咲さ

き

蔓つ
る

延の
び

か
ね
る
も
の
ハ
穀こ

く

雨う

に
蒔
べ
し
。
至

て
屎こ

へ

つ
よ
き
土
に
種
を
ま
け
バ
種
く
さ
る
な
り
、
よ
つ
て
余
の
土
ニ

蒔
て
、
二

葉
之
中
よ
り
葉
壱
枚
出
る
頃
に
、
屎こ

へ

土つ
ち

の
鉢
へ
植
か
ゆ
べ
し
、
種
に
蔕へ

た

あ
り
、

そ
れ
を
上
ニ

し
て
土
三
分
下
に
種
を
ふ
せ
る
、
春
分
よ
り
穀
雨
ま
で
ハ
寒か

ん

冷れ
い

な

る
ゆ
へ
に
性せ

い

柔よ
ハ

し
、
種
蒔
て
水
を
過す

ぐ

せ
バ
腐

く
さ
る

、
土
い
た
つ
て
か
わ
け
ハ
水
を
昼ひ

る

前ぜ
ん

に
洒そ

ゝ

く
べ
し
、
穀こ

く

雨う

後の
ち

ハ
芽め

出
る
時じ

候こ
う

に
お
も
む
き
、
且か

つ

ハ
暖た

ん

気き

な
る
ゆ
へ

に
其
性
尤
強つ

よ

し
、
水
を
過
せ
バ
五
七
日
ニ

芽
出

　
　
　

○
屎こ

へ

入
方

芽め

出い
て

葉は

生お

ひ
蔓つ

る

の
び
て
既す

で

に
莟

つ
ぼ
ミ

あ
ら
ハ
る
ゝ
節
屎こ

へ

を
入
、
又
半
月
を
経へ

て
屎
を

入
、
十
日
廿
日
目
と
次
第
に
屎
を
見
合
て
入
べ
し
、
尤
大
抵て

い

の
も
の
ハ
直ぢ

き

入い
れ

よ

り
ハ
屎こ

へ

水ミ
づ

を
か
け
る
べ
し
、
極ご

く

日
当
り

を
吉よ

し

と
す
、
又
斑ふ

の
に
ぶ
き
も
の
ハ
屎

を
扣ひ

か

へ
て
能よ

く

日
に
当
べ
し
、
大た

い

暑し
よ

後の
ち

の
日
ハ
昼
ま
て
の
日
を
好よ

ミ

て
、
昼
後
の
日

を
い
む
べ
し

　
　
　

○
種た

ね

取
方

た
ゝ
る
の
内
に
実ミ

の
り
か
ね
る
も
の
ハ
ひ
か
へ
、
種
を
小せ

う

暑し
よ

に
た
ね
ま
け
バ
実

の
ら
ざ
る
事
な
し
、
一
本
も
の
に
て
や
せ
て
ミ
の
ら
ざ
る
あ
り
、
或
ハ
は
づ
ミ

て
み
の
ら
ざ
る
あ
り
。
や
せ
る
も
の
ハ
大
器う

つ
ハに

入
て
、
肥こ

や

し
は
づ
む
も
の
ハ
大

器う
つ
ハに

白し
ら

砂す
な

を
敷
、
先せ

ん

の
鉢は

ち

を
そ
の
ま
ゝ
に
ぬ
き
、
其
所
へ
入
、
外そ

と

を
ま
た
真ま

砂

を
入
べ
し
、
少
し
水
を
ひ
か
へ
る
、
又
や
せ
て
み
の
ら
ざ
る
も
の
は
小
枝
を
切

取
も
よ
し
、
都す

べ

て
屎
を
入
る
に
鉢
の
は
だ
ニ

入
べ
し

　
　
　

○
屎こ

へ

の
吉よ

し

凶あ
し

油あ
ぶ
ら

粕か
す

・
膠

に
か
わ

を
最さ

い

初し
よ

と
し
て
、
干ほ

し

鰯か

・
鳩は

と

の
糞ふ

ん

其
次
と
す
、
或
ハ
豆き

腐ら

粕ず

・
飴あ

め

粕か
す

等
お
よ
び
竈

か
ま
ど

の
や
け
土
・
白
水
等
は
土
を
か
た
く
し
て
あ
し
く
、
又
斑ふ

入
等

に
鳩は

と

の
糞ふ

ん

も
ち
ゆ
と
あ
れ
ど
も
い
ま
だ
つ
ま
び
ら
か
な
ら
ず

　
　
　

○
大た

い

輪り
ん

仕し

様や
う

土
五
合
入
鉢
に
よ
く
屎
土
を
入
、
た
ね
四
五
り
う
を
真
中
へ
ま
き
、
程
よ
き
を
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残
し
て
其
余よ

を
去さ

り
、
莟

つ
ぼ
み

あ
ら
は
る
ゝ
節
、
壱
升
ほ
ど
入
鉢
に
、
こ
へ
土
に
干ほ

し

鰯か

等
を
ま
じ
へ
鉢
の
底そ

こ

に
し
き
、
そ
の
所
へ
其
儘ま

ゝ

に
う
つ
し
、
外
を
右
之
屎
土

の
砂
が
ち
な
る
を
や
わ
ら
か
に
入
、
扨
其
鉢
を
土
の
中な

か

に
う
づ
む
か
、
又
ハ
三

升
ば
か
り
入
鉢
等
に
う
づ
む
べ
し
、
花
三
り
ん
、
又
四
り
ん
つ
け
て
、
其
余
の

芽め

出い
で

次し

第だ
い

に
と
り
、
前
日
夕
方
に
つ
ぼ
ミ
台だ

い

よ
り
末す

へ

に
い
た
り
、
二
寸
六
分
あ

れ
バ
、
翌よ

く

日
四
寸
経わ

た

り
の
花
ひ
ら
く
と
し
る
べ
し
、
葉
小
に
し
て
花
大
な
る
を

好よ
し

と
す

　
　
　

○
遅お

そ

咲ざ
き

早は
や

咲
ニ

す
る
事

春
分
に
種
を
お
ろ
し
、
穀
雨
に
い
た
つ
て
、
一
寸
五
分
四
方
に
切
と
り
植う

へ

か
へ

る
、
又
十
日
を
経
て
右
之
ご
と
く
す
、
但
し
二
葉
よ
り
上
二
寸
を
過す

ぐ

さ
ず
爪つ

ま

切き
る

べ
し
、
か
な
ら
ず
は
や
し

　
　
　

○
夜よ

る

花
咲
す
方ハ

う

生せ
う

花く
わ

の
法ほ

う

に
、
時
を
ゑ
ら
ハ
ず
咲
す
る
に
、
翌よ

く

咲
花
の
莟

つ
ぼ
ミ

に
朝
咲
し
花
を
切
て

莟
に
き
せ
、
井
の
内
に
つ
り
置
、
の
ぞ
む
一
刻こ

く

ま
へ
に
取
出
し
、
陰か

げ

に
置
て
さ

や
を
と
り
、
よ
く
水
気け

を
と
り
出
せ
は
咲
く
、
其
花
つ
よ
し
、
但
し
花
の
つ
よ

き
を
す
べ
し

　
　
　

○
二
葉
に
て
色い

ろ

形か
た
ちを

し
る
心
得
之
事

土
葉
出
て
柚ぢ

く

を
見
る
べ
し
、
る
り
の
花
ハ
又
其
柚ぢ

く

黒
し
、
紅
の
花
ハ
あ
か
し
、

桃も
ゝ

色
又
ハ
薄う

す

紅べ
に

等
ハ
柚ぢ

く

も
又
段
々
と
う
す
し
、
薄
紅
浅あ

さ

黄ぎ

等
ハ
柚
薄
く
赤
し
、

絞し
ぼ

る
花
又
ハ
か
す
る
花
ハ
柚
も
又
か
く
の
ご
と
し
、
ほ
し
な
れ
バ
ほ
し
あ
り
、

地
浅
黄
に
る
り
の
か
す
り
あ
る
は
、
柚
も
又
地
色
あ
つ
て
か
す
り
あ
り
、
し
か

し
日
立
て
は
し
れ
が
た
し
、
又
黒
柚
に
て
白
き
花
、
桔
梗
咲
の
類
あ
れ
バ
一
概が

い

な
ら
ね
ど
も
種
の
混こ

ん

じ
た
る
に
便た

よ

り
な
ら
ん
、
た
め
に
葉
に
て
花
形が

た

ち
か
ひ
た

る
見
や
う
左さ

に
の
す
る
な
り

　
　
　
　
　

桜
咲
の
方
ハ
子
丑
の
間
せ
ま
く
、
寅
卯
と
も
細ほ

そ

く
し
て
、
二
三
の

間
七
分
一
二
の
間
三
分
○
髭ひ

げ

咲
、
廻
り
大
や
う
に
し
て
子丑

よ
り
寅卯

せ
ま
き
事
あ
り
、
二
三
せ
ま
く
し
て
三
分
切
こ
ミ
○
孔く

じ
や
く雀

咲
ハ
髭

咲
の
葉
に
似
て
三
の
あ
き
ひ
ら
た
し
、
子丑

よ
り
寅卯

ひ
ら
く
○

縮
ち
ゝ
み

或
ハ
龍り

ん

胆ど
う

咲
、

子丑

よ
り
寅卯

せ
ま
し
、
二
三
の
間
五
分
、
其
外
常
の
葉
に
に
よ
る
も
の
ハ
子丑

よ
り

寅卯

ひ
ろ
し
、
二
三
の
間
六
分
或
ハ
五
分
半
切
る
、
一
二
粒
を
し
る
た
よ
り
に
な

ん
の
ミ

　
　
　

○
口
決

朝
皃
草
な
り
と
い
へ
ど
も
、
指さ

し

芽め

を
生
し
、
蔓つ

る

を
つ
ぎ
、
或
ハ
切
花
に
て
種
を

と
る
事
、
予
此
花
を
好
て
こ
れ
を
試

こ
こ
ろ

む
、
よ
つ
て
左
に
し
る
す

○
蔓
を
継つ

ぐ

に
は
同
鉢
に
二
本
な
ら
べ
植
て
、
能
々
肥
し
、
両
方
の
柚ぢ

く

を
四
分

つ
ゝ
そ
ぎ
と
り
、
合
し
て
平ひ

ら

す
げ
に
て
ま
き
、
一
月
を
経
て
す
げ
を
と
り
、
程

よ
き
所
よ
り
一
方
を
切
、
三
本
四
本
も
其
道
理
な
り
、
又
ハ
二
葉
の
中
よ
り
本

葉
一
枚
出
る
こ
ろ
、
片
葉
ゟ
半
分
ニ

取
、
両
方
合
せ
て
植
置
ハ
、
一
月
の
内
ニ

居
付
べ
し
、

○
差さ

し

芽め

ハ
丈
夫
な
る
蔓
ハ
五
寸
、
柔よ

ハ

き
つ
る
ハ
末
を
留
置
、
其
所
よ
り
芽
出
か

け
の
頃
、
二
三
寸
下
よ
り
切
て
鉢
に
筋す

じ

違か
い

に
差
、
尤
一
七
日
之
間
ハ
中
日
に
当

て
極
日
に
当
ず
、
砂
か
ち
の
土
よ
ろ
し

○
切
花
も
蔓
あ
れ
ハ
右
の
ご
と
し
。
又
花
計
り
な
れ
ハ
茎く

き

の
本
よ
り
蔕へ

た

一
分
下

迠
、
右
様
の
土
に
正ま

つ

直す
ぐ

に
差
置
べ
し
、
前
莟
よ
り
す
る
よ
し
、
是
ハ
よ
き
日
当

り
の
所
よ
り
五
寸
脇わ

き

の
陰か

げ

ニ

置
べ
し

○
種
取
か
ね
る
に
、
お
も
ふ
花
を
上
に
立
、
そ
の
つ
る
先
を
下
へ
廻
し
置
べ
し
、

或
ハ
蟻
等
の
ぼ
り
て
た
ね
と
れ
ず
ハ
、
翌
咲
花
を
く
ゝ
り
て
咲
さ
る
や
う
に
す

べ
し
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春
日
野
の
缶
の
あ
さ
か
ほ
面
影
に
み
え
つ
ゝ
妹
ハ
忘
れ
か
ね
つ
も
と
、
家
持
卿

の
よ
ま
せ
給
ひ
し
ハ
槿
花
な
り
、
新
撰
字
鏡
に
ハ
、
桔
梗
を
さ
へ
あ
さ
か
ほ
と

よ
ま
せ
し
を
お
も
ヘ
ハ
、
朝
に
咲
て
夕
に
う
つ
ら
ふ
花
を
は
ミ
な
朝
顔
と
云
し

か
と
も
お
も
は
る
、
今
世
に
も
て
は
や
す
朝
顔
て
ふ
も
の
ハ
、
古
今
集
の
物
の

名
に
、
げ
に
古
し
と
よ
め
る
も
の
に
て
、
其
花
弁
の
も
ろ
き
其
色
の
こ
と
な
る

を
、
は
な
よ
り
最
お
か
し
か
れ
ハ
、
是
に
の
ミ
其
名
を
負
せ
し
は
、
た
へ
な
り

か
し
。
さ
れ
ハ
此
頃
し
だ
し
の
器
に
移
し
植
て
、
も
て
あ
そ
ふ
こ
と
く
ハ
な
り

に
た
り
、
わ
れ
は
た

（
カ
）

此
花
を
好
め
る
心
深
き
か
ら
に
、
は
や
ふ
ハ
な
の
萎
め
る

か
い
と
か
な
し
う
お
ほ
へ
て
、
こ
れ
を
画
に
写
さ
せ
て
、
終
に
梓
に
さ
へ
ゑ
ら

せ
し
ハ
、
時
わ
か
す
め
つ
ら
ん
と
て
な
り
け
り

　
　

甲
戌
夏
日�

壺
天
堂
識

215　

菊
を
花
壇
に
作
る
術
を
く
わ
し
く
記
す
解
説
書

『
菊
花
壇
養
種
』

菅
井
菊
叟 
著
・
渓
斎
英
泉 

画

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）

図
版
69

此こ
の

策さ
う

子し

ハ
当と

う

世せ
い

の
洋お

ほ

菊き
く

を
花く

わ

壇だ
ん

に
作つ

く

る
事こ

と

を
委く

ハ

し
く
誌し

る

せ
り
、
漢も

ろ

土こ
し

の
○
花く

わ

鏡き
や
う

○
種し

ゆ

樹じ
ゆ

書し
ょ

○
菊き

く

譜ふ

○
菊き

く

経き
や
うに

載の
す

る
議ぎ

論ろ
ん

又ま
た

は
○
花く

わ

壇だ
ん

綱か
う

目も
く

○
地ち

錦き
ん

抄
し
や
う

○
錦き

ん

葉よ
う

集し
ふ

○
花く

わ

壇だ
ん

養よ
う

菊き
く

集し
ふ

○
草さ

う

花く
わ

絵く
わ

前
ハ
ぜ
ん

集し
ふ

○
草さ

う

木も
く

育
そ
だ
て

種ぐ
さ

、
其そ

の

他ほ
か

栽さ
い

培ば
い

の
書し

よ

を
抜ば

つ

粋す
ゐ

し
て
花く

わ

壇だ
ん

に
養

や
し
な

ふ
菊き

く

の
播た

ね

種ま
き

、
根ね

分わ
け

、

の
時じ

節せ
つ

、
栽

う
え
き

培
つ
ち
こ

養し
ら
へ

の
仕し

方か
た

、
菊き

く

虎す
ひ

黒ね

小き
り

地む

蚕し

の
害が

い

を
除の

ぞ

く
事こ

と

、
総す

べ

て
菊き

く

を
作つ

く

る
に
種さ

ま

々〱
の
伝で

ん

授じ
ゆ

あ
り
と
い
ふ
養

や
し
な

方ひ
か
たを

委く
ハ

し
く
し
る
せ
り

さ
し
き

菊き
く

を
作

つ
く
る

養
や
し
な
ひ

方か
た

の
画ゑ

解と
き

㊀　

�

寒か
ん

中
ち
ゅ
う

肥こ
や

し
土つ

ち

を
拵

こ
し
ら
へて

春は
る

の
貯

た
く
わ
へに

な
す　

三み

色い
ろ

の
土つ

ち

に
砂す

な

を
交ま

ぜ

人こ

糞や
し

の
外ほ

か

に
干ほ

鰮し

魚か

を
入い

る
ゝ

㊁　

�

二
月
初は

じ

め
に
菊き

く

の
種た

ね

を
蒔ま

く

べ
き
苗な

ハ

代し
ろ

の
為た

め

に
寒か

ん

中
ち
ゅ
う

土つ
ち

拵
こ
し
ら
へせ

し
を
篩ふ

る

ひ
て

筥は
こ

の
内う

ち

に
い
る

　ゝ

根ね

分わ
け

を
植う

ゆ

る
ハ
外ほ

か

の
地ち

所し
ょ

に
肥こ

や

し
土つ

ち

を
入い

る
ゝ

㊂　

菊き
く

の
種た

ね

を
蒔ま

き

た
る
が
実み

生ば
へ

し
て
二ふ

た

葉ば

と
な
り
し
を
如ぢ

ょ

露ろ

に
て
水み

づ

を
与あ

た

ふ

㊃　

�

菊き
く

の
実み

生ば
へ

根ね

分わ
け

と
も
に
手
入い

れ

を
な
し
置お

き

花く
わ

壇だ
ん

に
移う

つ

し
植う

え

ん
と
肥こ

や

し
土つ

ち

を
い

れ
か
へ
虫む

し

の
害が

い

を
防ふ

せ

ぐ
手て

当あ
て

を
な
す

㊄　

�

花く
わ

壇だ
ん

に
菊き

く

の
苗な

え

を
植う

え

付つ
け

て
よ
り
虫む

し

の
災

わ
ざ
わ
ひを

ふ
せ
ぎ
苗な

え

の
い
た
ミ
た
る
を
植う

え

か
ゆ
る

㊅　

�

紙し

燭そ
く

を
以も

つ

て
未み

明め
い

に
菊き

く

の
虫む

し

を
取と

り
葉ぱ

の
痛い

た

ま
ざ
る
為た

め

に
清せ

い

水
に
て
洗あ

ら

ひ

手て

入い
れ

に
暇ひ

ま

な
し

㊆　

菊き
く

の
苗な

え

育そ
だ
ちて

よ
り
竹た

け

を
以も

つ

て
扶た

す

け
と
な
し
花く

わ

壇だ
ん

に
丈た

け

を
揃そ

ろ

へ
る

㊇　

�

菊き
く

花く
わ

莟つ
ぼ
ミ

を
持も

ち

て
半は

ん

開ひ
ら
き

に
お
よ
ば
ん
と
す
る
時と

き

日ひ

覆お
ひ

障
し
よ
う

子じ

を
か
け
花は

な

受う
け

に

紙か
ミ

を
当あ

て

て
花は

な

の
ひ
ら
く
を
待ま

つ

菊き
く

花く
わ

壇だ
ん

花は
な

盛ざ
か
りに

な
り
て
愛あ

い

翫く
わ
んす

る

菊き
く

咲さ
い

て
釜か

ま

日ひ

の
し
れ
ぬ
あ
る
し
か
な　

深
松
庵




